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第１ 推進計画の意義

１ 推進計画の位置づけ

推進計画は、基本構想で定められた基本理念を見据え、５年間の計画

期間を通した政策ごとの基本方針と、それを実現するための具体的な取

組を示すものです。

２ 推進計画の構成

推進計画は、推進計画実施にあたっての取組、将来都市像別推進計画、

成長戦略別推進計画、財政推計および地域別整備方針で構成されます。

(1) 推進計画実施にあたっての取組

組織機構や市民サービス向上などの行政経営分野における具体的な

取組、計画推進にあたっての４つの視点に関する具体的な取組を記載

しています。

(2) 将来都市像別推進計画

節ごとに体系図を記載し、基本施策および施策をわかりやすくする

とともに、体系に基づき計画期間内に実施する施策の目標および取組

内容を記載しています。

(3) 成長戦略別推進計画

将来都市像別の体系にとらわれずに、今後成長させることが必要な

分野において設定した成長戦略について、重点プログラムごとにねら

いと計画期間内の取組および当年度の事務事業を記載しています。

(4) 財政推計

健全な財政運営の視点を踏まえ、今後５年間の財政収支の推計を記

載しています。

(5) 地区別整備方針

新市建設計画である「緑あふれる新県都プラン」との整合をはかり、

同プランの地域別振興計画の方針を踏まえた、地域別整備方針を記載

しています。
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第２ 推進計画実施にあたっての取組

節 項 基本施策

１市民サービスの向
上

－
１サービス提供体制の
充実

－ ①窓口サービスの市民満足度の向上

－ ②サービス提供機会の充実・確保

－ ③職員の能力や意識の向上

④新庁舎・市民サービスセンターなどの整備方針の検
討

－
２情報共有・情報交換
機会の充実

－ ①市民広聴の充実

－ ②情報公開の推進

－ ③市政情報の提供

２行政経営の確立 －
１行政経営システムの
推進

－ ①総合計画の進行管理

－ ②行政評価の実施

－ ③中・長期財政見通しに基づく予算編成の実施

－ ④組織機構および人員配分の最適化

－ ⑤歳入確保と財産活用の推進

－ ２行財政改革の推進 － ①行政改革大綱の進行管理

－ ②財政の健全性の確保
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１ 行政経営の方針

基本構想で掲げた基本理念に基づき、将来都市像の実現に向けて各施

策のより一層の推進をはかるため、行政経営分野においても以下の方針

で、体系的に様々な取組を進めます。

１節 市民サービスの向上

１項 サービス提供体制の充実

(1) 窓口サービスの市民満足度の向上

窓口業務は、市民にとってきわめて身近なサービスであり、行

政サービスの根幹をなすものであることから、今後とも職員の接

遇の向上につとめます。

(2) サービス提供機会の充実・確保

市民サービスセンターなどにおいて、身近な行政サービスを提

供できる体制・組織の整備を進めます。

また、庁内の各種情報処理システムの見直しを行うとともに、

市民が利便性を実感できる各種電子申請サービスの拡充や、情報

環境整備により、経済性に優れた利便性の高い簡素で効率的な電

子自治体の構築を進めます。

ＩＣＴの技術的動向を踏まえ、自治体クラウドなど新たなシス

テムの導入に向けた検討を行うほか、電子申請サービスの利用状

況を定期的に検証し、利用率の向上につとめます。

市民が情報化の恩恵を享受できるよう、ディジタル・ディバイ

ド（情報格差）の解消につとめます。

(3) 職員の能力や意識の向上

新秋田市人材育成基本方針に位置づける「市民職員～シチズン

・パートナー」の育成を目指し、研修と職場、人事制度が連携し

ながら、人材育成と活力ある組織風土づくりに取り組みます。

職員研修では、秋田市職員研修基本計画に基づき、人事評価制

度と関連づけた政策形成分野、マネジメント分野などの研修を計

画的に進めるほか、部局研修など職場全体で職員の成長を支える

取組を促すことにより、職員の資質向上と職場活力の増進をはか

ります。
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(4) 新庁舎・市民サービスセンターなどの整備方針の検討

案内業務、窓口業務および相談業務などにおいて市民サービス

の向上をはかるとともに、多目的スペースの設置をはじめとする

市民の利活用スペースの設置、ユニバーサルデザインの導入など

により、市民に親しまれ、市民共有の財産として次世代に引き継

がれる新庁舎の整備を行います。

また、身近な公共サービスの提供と地域課題の解決の拠点とし

て、市内７地域に市民サービスセンターの整備を行います。

２項 情報共有・情報交換機会の充実

(1) 市民広聴の充実

市長ふれあいトークや対話集会の開催により、市民の意見や要

望などの聴取と市民意識の把握につとめるとともに、しあわせづ

くり秋田市民公聴条例や市民１００人会の運用に加え、新たな手

法も検討しながら、市民広聴の充実をはかります。

(2) 情報公開の推進

市民が知りたい情報を自由に入手し利用できるよう、秋田市情

報公開条例に基づき、市が保有する情報の開示と積極的な提供を

実施します。

また、歴史公文書などの行政情報も含め、市民が容易に入手し、

利用できるよう、公文書管理法の趣旨に沿って、より適正な公文

書などの管理につとめます。

個人情報の取扱いに関する市民の不安を除くため、秋田市個人

情報保護条例に基づき、市が保有する個人情報の収集、利用・提

供、管理などを適正に取り扱うとともに、開示などの請求権を保

障することにより、個人情報の保護につとめます。

(3) 市政情報の提供

市民に伝えたいことがしっかりと伝わり、読んだ人・見た人が

その内容について一緒に考え行動してもらえるよう、広報あきた

や市政テレビ・ラジオ番組の質を高めていくとともに、効果的な

広報活動を展開していきます。

インターネットを利用したホームページなどＩＣＴを活用した

情報提供にあたっては、技術的な動向や市民ニーズの配慮につと

めます。具体的には、ホームページやメールマガジンなどに加え、
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インターネットの特性をいかした動画配信や市民との双方向型の

コミュニケーション手段の利用を進めるとともに、今後さらに普

及が見込まれる新機能を備えた携帯端末からの利用を意識し、誰

にでも使いやすく分かりやすいよう、ユニバーサルデザインに配

慮した情報の提供につとめます。

２節 行政経営の確立

１項 行政経営システムの推進

(1) 総合計画の進行管理

行政経営の指針である総合計画に定めた基本理念の実現に向

け、将来都市像ごとに体系化して位置づけた施策や事務事業の実

施状況を年度ごとに検証するとともに、本市の成長を牽引する設

定した成長戦略についても計画期間内の実施状況を検証し、計画

の着実な推進につとめます。

(2) 行政評価の実施

限られた財源のもと、効率的な施策の実施を目指し、事業の優

先順位を明らかにし、選択と集中による資源配分の重点化を行う

ため、事務事業評価を実施します。

評価結果は、市民へ公開するとともに、予算編成への反映など

に活用します。

(3) 中・長期財政見通しに基づく予算編成の実施

限られた財源を効率的、重点的に活用し、総合計画に位置づけ

られた施策・事業を着実に推進するため、中・長期財政見通しに

基づく予算編成を実施します。

(4) 組織機構および人員配分の最適化

組織機構については、総合計画の施策体系との整合をはかりな

がら適切な見直しを行い、より効果的かつ効率的な行政運営を目

指すとともに、市民にとってわかりやすく、利便性が高い組織体

制の構築につとめます。

また、第３次定員適正化計画に基づき、退職補充を必要最小限

に抑制することにより、平成２７年度期首の削減目標達成をはか

るほか、さらなる民間委託の推進や再任用短時間勤務職員の効果

的な活用などにより、適切な人員配分につとめます。
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(5) 歳入確保と財産活用の推進

ア 市税の情報提供の充実と徴収体制の強化

行政サービス提供の財源となる市税の適正な賦課徴収を行う

ため、広報やホームページをはじめとする様々な媒体を活用し

た情報提供につとめるとともに、インターネットを利用した電

子申告・申請の普及を促進し、納税者の利便性の向上に取り組

みます。

また、迅速かつきめ細やかな納税相談・指導や口座振替の加

入促進につとめるとともに、効率的・効果的な滞納処分に取り

組むなど、徴収体制の強化をはかります。

イ 戦略的な財産管理の実施

公有財産については、公有財産管理システムによる迅速かつ

的確な情報提供や、インターネット公売、広告掲載など、財産

の管理、処分、活用の多角化に取り組みます。

また、ファシリティマネジメントの考えに基づき、公共施設

全体の最適化をはかります。施設保全台帳の整備、光熱水費・

修繕費・委託料などの分析と改善目標の設定および施設保全管

理体制の構築や中長期保全計画の策定などを進めます。

資金運用については、安全な運用を最優先し、有利でかつ効

率のよい方法について調査検討を進めます。公金の資金運用に

ついては、その時点での利率の高い金融商品にシフトするなど、

効率的な運用につとめます。

２項 行財政改革の推進

(1) 行政改革大綱の進行管理

行政改革大綱の着実な推進をはかるため、改革項目の取組状況

を適宜把握するとともに、分析、評価、修正、実行というローリ

ング作業を毎年行いながら、大綱の進捗状況を管理していきます。

(2) 財政の健全性の確保

事務事業評価に基づく事業の見直しや公債費の縮減など、歳入

に見合う歳出構造への転換をはかり、財政の健全性を確保します。
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２ 総合計画推進の視点

基本構想に掲げる基本理念を効果的に達成するために、「総合計画推

進の視点」を４つ掲げます。これらは、今後の本市の経営資源を最大限

にいかすとともに、市民と力をあわせてまちづくりを進めることで、も

っとも効果が発揮されるよう、すべての事業を貫く視点となります。

推進計画では、基本構想に掲げた各視点の目標を踏まえ、現状と課題

の認識、そして計画期間５年間の方針を示します。

視点１ 行財政改革

【現状と課題】

少子高齢化が急速に進展するなか、地方分権・地域主権改革への対応

や地球温暖化対策による低炭素社会の実現など、新たな時代の要請に応

えることが急務となっています。

加えて、長引く景気の低迷により歳入の大きな伸びは期待できない一

方、福祉関係経費の増加や大規模事業の本格化などにより歳出規模の大

幅な増大が見込まれており、本市の行財政を取り巻く環境は一層厳しさ

を増しています。

このような厳しい状況の今こそ、変革の大きなチャンスと捉え、聖域

をもうけることなく、これまでにない抜本的な行財政改革を実行する必

要があります。

【今後５年間の方針】

・地域社会において、市民が満足度の高い豊かな公共サービスを受けられ

るよう公共サービスの改革を進める一方で、行政内部において、将来に

わたって安定的な財政基盤を確立するための財政運営の改革と、社会経

済情勢の変化に適応した行政組織への転換をはかるための組織・執行体

制の改革を一体的かつ強力に推進します。

視点２ 地方分権・地域主権への対応

【現状と課題】

地域主権戦略大綱の策定により、「義務付け・枠付けの見直しや条例

制定権の拡大」、「基礎自治体への権限移譲」、「補助金の一括交付金化」、

「国の出先機関の見直し」など、これまで地方分権・地域主権改革で議

論・検討されてきた事項が動き出しています。

権限の移譲が一部に限られるなど、真に基礎自治体の自由度が高いと

は言えず、必要となる財源も十分に移譲されていません。

将来的に国の出先機関が見直され、二重行政が解消される結果として、
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基礎自治体の所掌事務が拡大することから、そのための体制づくりを進

める必要があります。

【今後５年間の方針】

・地方自治の本旨に基づく団体自治の理念に立ち返り、地方分権に対応し

た責任ある政策形成ができるよう、人材育成と組織整備につとめます。

・「基礎自治体優先の原則」、「補完性・近接性の原理」に基づき、基礎自

治体が担う事務権限に対応した財源の措置や人材育成が構築されるよ

う、引き続き国や県に要望していきます。

視点３ 市民協働

【現状と課題】

市では、「市と市民が目的を共有し協力して働く」市民協働を市政経

営の重要なポイントと位置づけ、市民への情報提供、職員への意識啓発

などを進めるとともに、地域団体などによる公共施設の指定管理や業務

委託を実施するなど、協働によるまちづくりの実践と拡大につとめてい

ます。

市民協働の考え方が、市民に浸透している反面、「負担が大きい」「一

方的にやらされている」「ボランティアを経費節減に利用している」な

どの市民意識も根強くあり、また、市民協働の取組が特定の施策、事業

に偏っている、市民協働のパートナーが特定の団体、市民に偏っている

などの状況も見受けられることから、市民協働の意識啓発と推進体制の

整備を一層進めていく必要があります。

【今後５年間の方針】

・市政全般において市民協働を推進するため、全庁の施策、事業の計画・

実施・評価において市民協働の視点を取り入れるシステムを構築しま

す。

・市民協働の理解と浸透をはかるため、学習会や活動団体による情報交換

会などを計画的に開催するなど、実践的な取組を進めます。

・市民協働をより幅広く推進するため、地域団体や人材の育成支援など、

市民活動を促進する環境の整備につとめます。

視点４ 家族・地域の絆づくり

【現状と課題】

核家族化、少子高齢化による世帯人員の減少や個人のライフスタイル

の多様化、日常的な長時間労働や共働き世帯の増加などにより、現代社

会は家族のコミュニケーションが不足し、また、地域における住民同士
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の交流や協力関係などが希薄になる傾向にあります。

人間関係をどのように再生していくか、あるいは、どのようにして新

たな人間関係を築いていくかが課題です。

ワーク・ライフ・バランスの推進、絆づくり教育、地域活動の支援な

どにより、家族・地域の絆づくりにつなげていく必要があります。

人と人とのつながり、ふれあいの機会を大切にし、心豊かな秋田市を

目指します。

【今後５年間の方針】

・市民が、人と人との絆を大切にしようとする気運を醸成していきます。

・市民が絆の大切さについて考える機会を提供し、家族の絆づくりの新た

な一歩を踏み出すための取組を進めます。

・自然や文化、施設、そして人など、地域の豊かな資源を有効に活用した、

住民と行政の連携・協働による取組を進めます。
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第３ 将来都市像別推進計画

１章 豊かで活力に満ちたまち
１節 商工業の振興

節 項 基本施策 施策

1 －
１企業立地、事業
拡大の推進

－
①企業誘致と既存企業
の規模拡大の推進

－
○企業誘致の推進
○市内企業の業務拡大と設備投資の促進

－
②起業と新規事業展開
の促進

－
○ニーズを捉えた新規創業の促進
○企業の新分野進出への重点支援

－
２市内企業の活性
化の推進

－
①企業の販路拡大の促
進

－ ○販路拡大への総合的な支援

②地域ブランドの創出
の促進

○地域資源をいかした商品・製品開発の促進

－
③企業の経営基盤強化
への支援

－
○企業の経営課題解決への支援
○商業関係団体助成事業と関係機関との連携

－
④地域の特色をいかし
た商店街づくりの促進

－
○地域に親しまれる商店街づくりの促進
○商店街の競争力強化に資する魅力ある個店
の支援

－ ３雇用拡大の推進 － ①雇用創出の促進 －

○雇用の創出・拡大
○若者の定住促進
○中高年齢者の雇用対策
○国の雇用施策の活用

－
②人材育成と求職者へ
の支援

－
○若年者への就業支援
○一般求職者への就業支援
○職業能力の開発

－
③働きやすい環境の整
備

－
○勤労者の働きやすい環境づくり
○勤労者福祉施設の充実

－
４貿易と物流の拡
大

－
①輸出入の均衡のとれ
た貿易振興策の実施

－
○海外販路拡大
○貿易の普及・啓発
○貿易環境の充実

－ ②卸売市場機能の充実 －

○指定管理者制度の導入
○青果部・水産物部の地方卸売市場への転換
○品質管理の高度化、施設の老朽化への対応
○入場業者の経営健全化
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１ 章 １ 節 １ 項 企 業 立 地 、 事 業 拡 大 の 推 進
【 基 本 方 針 】
○ 陸 ・ 海 ・ 空 の 交 通 拠 点 が 整 う 本 市 の 強 み を い か し 、 成 長 が 期 待 さ れ て い る

環 境 や 健 康 ・ 福 祉 分 野 な ど へ の 地 元 企 業 の 進 出 を 支 援 し ま す 。
○ も の づ く り を 担 う 人 材 育 成 や 研 究 開 発 の 促 進 、 高 度 技 術 の 導 入 、 融 資 ・ 補

助 制 度 な ど 、 い わ ゆ る 「 ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ 」 に か か わ る 支 援 を 充 実 す る こ
と で 産 業 基 盤 を 強 化 し 、 工 業 の 集 積 と 活 性 化 を は か り ま す 。

○ 引 き 続 き 県 と 連 携 し 、 こ れ ま で 地 域 が 培 っ て き た 産 業 集 積 や 試 験 研 究 機
関 、 高 等 教 育 機 関 、 人 材 な ど の 地 域 資 源 を 有 効 に 活 用 し な が ら 、 次 世 代 自
動 車 や 航 空 機 関 連 産 業 な ど の 成 長 分 野 や 、 秋 田 の 強 み を い か し た 環 境 ・ エ
ネ ル ギ ー 産 業 、 食 品 製 造 業 な ど 、 タ ー ゲ ッ ト を 絞 っ た 企 業 誘 致 を 推 進 し ま
す 。

［基本施策①］企業誘致と既存企業の規模拡大の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

製 造 品 出 荷 額 （ 工 業 統 計 調 査 ） 32,701,6 6 4万 円
(２ ０ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

企 業 誘 致 の 推 進 経 済 波 及 や 雇 用 効 果 の 高 い 企 業 の 立 地 を 促 進 す る
た め 、 投 資 意 欲 を 有 す る 企 業 の ニ ー ズ を 迅 速 か つ 的
確 に 把 握 し な が ら 、 誘 致 活 動 を 展 開 し ま す 。

企 業 誘 致 に あ た り 、 蓄 積 さ れ た 工 業 生 産 技 術 、 試
験 研 究 ・ 高 等 教 育 機 関 、 人 材 な ど の 地 域 の 強 み を 活
用 す る と と も に 、 投 資 や 雇 用 に か か る 助 成 制 度 を 拡
充 す る な ど 、 多 角 的 に 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 企 業 誘 致 活 動 費 （ 千 円 ）
・ 企 業 情 報 収 集 事 業 （ 千 円 ）

市 内 企 業 の 業 務 拡 大 と 広 域 的 に 事 業 展 開 す る 既 存 企 業 の 本 市 へ の 事 業 移
設 備 投 資 の 促 進 転 や 業 務 集 約 を 促 す と と も に 、 意 欲 の あ る 地 元 企 業

の 設 備 投 資 や 雇 用 の 拡 大 を 支 援 し ま す 。
あ わ せ て 、 県 外 企 業 か ら の 受 注 機 会 の 獲 得 や 地 元

企 業 間 の 相 互 受 発 注 の 拡 大 を 目 指 し 、 企 業 ニ ー ズ の
マ ッ チ ン グ を コ ー デ ィ ネ ー ト し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 商 工 業 振 興 条 例 措 置 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］起業と新規事業展開の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
チ ャ レ ン ジ オ フ ィ ス あ き た か ら
独 立 し た 企 業 数 （ 市 内 で 経 営 を １ ９ 社
継 続 し て い る 企 業 数 の 累 計 ） (２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

ニ ー ズ を 捉 え た 新 規 創 地 域 経 済 に 良 好 な 波 及 効 果 の あ る 新 規 創 業 を 促 進
業 の 促 進 す る た め 、 地 域 資 源 を 活 用 し 創 業 す る 個 人 や 団 体 に

対 し 、 イ ン キ ュ ベ ー タ 施 設 で あ る チ ャ レ ン ジ オ フ ィ
ス あ き た を 活 用 し な が ら 創 業 の た め の ニ ー ズ に 即 し
た 支 援 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ チ ャ レ ン ジ オ フ ィ ス あ き た 運 営 経 費 （ 千 円 ）
・ チャレンジオフィスあきた入居者支援経費 （ 千 円 ）

企 業 の 新 分 野 進 出 へ の 企 業 の 成 長 を 促 進 す る た め 、 企 業 が 保 有 す る 技 術
重 点 支 援 や 人 材 な ど の 経 営 資 源 を い か し た 新 分 野 進 出 を 目 指

す 企 業 を 重 点 的 に 支 援 し ま す 。
ま た 、 借 入 金 利 子 補 給 や 補 助 制 度 の 創 設 を 検 討 し

ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 買 い 物 環 境 改 善 支 援 事 業 （ 千 円 ）
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１ 章 １ 節 ２ 項 市 内 企 業 の 活 性 化 の 推 進
【 基 本 方 針 】
○ 市 外 か ら の 誘 客 や 購 買 を 促 進 す る た め 、 商 品 構 成 の 工 夫 や イ ン タ ー ネ ッ ト

を 活 用 し た 販 売 方 法 な ど 、 競 争 力 強 化 に つ な が る 新 た な 取 組 に チ ャ レ ン ジ
す る 個 店 ・ 商 店 街 を 支 援 し ま す 。

○ 買 い 物 に 不 便 を 感 じ て い る 高 齢 者 の 増 加 な ど の 社 会 的 課 題 に 対 応 し た 、 新
た な サ ー ビ ス を 実 施 す る 商 業 者 の 取 組 や 、 観 光 、 環 境 、 情 報 、 医 療 ・ 福 祉
な ど 、 今 後 成 長 が 期 待 で き る サ ー ビ ス 分 野 へ の 進 出 や 創 業 を 支 援 し ま す 。

○ 経 営 基 盤 強 化 を は か る た め の 技 術 力 の 高 度 化 、 設 備 投 資 な ど の 前 向 き な 取
組 に つ い て は 、 中 小 企 業 の ニ ー ズ に 即 し た 融 資 あ っ せ ん 制 度 や 商 工 業 振 興
条 例 の 見 直 し を は か り な が ら 支 援 を 行 い ま す 。

○ 本 市 の 持 つ ビ ジ ネ ス イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 機 能 を 活 用 す る な ど 、 新 た な ビ ジ
ネ ス に 挑 戦 で き る 環 境 づ く り を 進 め 、 幅 広 い 分 野 で の 創 業 や 新 事 業 展 開 を
支 援 し ま す 。

［基本施策①］企業の販路拡大の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
従 業 員 一 人 あ た り の 年 間 商 品 販
売 額 （ 卸 売 小 売 計 ） ３ ， ８ ３ ２ 万 円

(１ ９ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

販 路 拡 大 へ の 総 合 的 な 販 路 拡 大 を 促 進 す る た め 、 企 業 の マ ー ケ テ ィ ン グ
支 援 戦 略 に 基 づ く も の づ く り 、 製 品 改 良 を 支 援 す る と と

も に 、 各 種 展 示 会 ・ 商 談 会 へ の 出 展 、 Ｉ Ｔ を 活 用 し
た 販 売 促 進 な ど 、 個 々 の 企 業 の 課 題 に 応 じ た 総 合 的
な 支 援 を 行 い ま す 。

ま た 、 財 団 法 人 あ き た 企 業 活 性 化 セ ン タ ー な ど と
連 携 し 、 企 業 の 県 外 ・ 国 外 へ の 販 売 力 が 高 め ら れ る
よ う 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 販 路 拡 大 戦 略 構 築 支 援 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］地域ブランドの創出の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

地 域 ブ ラ ン ド 調 査 市 町 村 ラ ン キ
ン グ

(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

地 域 資 源 を い か し た 商 秋 田 市 発 の 商 品 ・ 製 品 を 国 内 外 へ 積 極 的 に 販 売
品 ・ 製 品 開 発 の 促 進 し 、 外 貨 獲 得 の 向 上 に よ る 地 域 経 済 の 活 性 化 を は か

る た め 、 農 林 水 産 物 を は じ め と し た 様 々 な 地 域 資 源
と 地 元 業 者 の 技 術 力 、 デ ザ イ ン 力 な ど が 有 機 的 に 結
び つ い た 付 加 価 値 の 高 い 商 品 ・ 製 品 づ く り を 支 援 し
ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・「 メ イ ド イ ン 秋 田 市 」 も の づ く り 支 援 事 業 （

千 円 ）
・ あ き た ブ ラ ン ド 商 材 開 発 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策③］企業の経営基盤強化への支援
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 内 総 生 産 額 （ 秋 田 市 の 市 民 経 1,259 ,1 97百 万 円
済 計 算 ） (１ ９ 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

企 業 の 経 営 課 題 解 決 へ 市 内 企 業 の 経 営 基 盤 の 強 化 、 設 備 投 資 を 促 進 す る
の 支 援 た め 、 本 市 独 自 の 融 資 あ っ せ ん や 迅 速 な セ ー フ テ ィ

ネ ッ ト 認 定 な ど 、 企 業 ニ ー ズ に 即 し た 資 金 繰 り 支 援
を 行 い ま す 。

ま た 、 経 営 課 題 の 解 決 や 経 営 資 源 の 円 滑 な 確 保 に
向 け た 取 組 を 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 市 内 企 業 競 争 力 強 化 支 援 事 業 （ 千 円 ）

商 業 関 係 団 体 助 成 事 業 秋 田 商 工 会 議 所 、 河 辺 雄 和 商 工 会 の 実 施 す る 経 営
と 関 係 機 関 と の 連 携 改 善 普 及 事 業 を 通 じ て 、 中 小 企 業 者 の 経 営 や 技 術 の

革 新 ・ 強 化 、 若 手 後 継 者 育 成 や 新 規 創 業 へ の 支 援 を
行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 商 業 関 係 団 体 助 成 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策④］地域の特色をいかした商店街づくりの促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

商 店 街 加 盟 会 員 数 １ ， １ ４ １ 会 員
(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

地 域 に 親 し ま れ る 商 店 商 店 街 の 実 施 す る 集 客 イ ベ ン ト や 、 地 域 住 民 の 生
街 づ く り の 促 進 活 利 便 向 上 に 資 す る 環 境 整 備 に 対 す る 支 援 に よ り 、

地 域 ニ ー ズ に 対 応 し 、 地 域 に 親 し ま れ る 商 店 街 づ く
り を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 商 店 街 振 興 事 業 （ 千 円 ）

商 店 街 の 競 争 力 強 化 に 消 費 者 ニ ー ズ の 高 度 化 、 多 様 化 な ど 市 場 環 境 の 変
資 す る 魅 力 あ る 個 店 の 化 に 対 応 し た 、 魅 力 あ る 個 店 の 整 備 支 援 を 行 い 、 個
支 援 店 の も た ら す 集 客 に よ る 波 及 効 果 に よ り 、 商 店 街 全

体 の 活 性 化 、 競 争 力 強 化 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 魅 力 あ る 個 店 づ く り 支 援 事 業 （ 千 円 ）
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１ 章 １ 節 ３ 項 雇 用 拡 大 の 推 進
【 基 本 方 針 】
○ 商 工 業 振 興 施 策 の 実 施 に よ り 雇 用 の 場 の 創 出 に つ と め 、 国 の 雇 用 施 策 と 連

携 し 、 若 年 者 へ の 就 職 支 援 ・ 職 業 能 力 形 成 支 援 を 行 う と と も に 、 勤 労 意 欲
の あ る 高 年 齢 者 の 雇 用 確 保 や 就 労 環 境 の 整 備 に つ い て 、 積 極 的 に 支 援 し ま
す 。

［基本施策①］雇用創出の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

ハ ロ ー ワ ー ク 秋 田 管 内 の 有 効 求 ０ ． ３ ４ 倍
人 倍 率 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

雇 用 の 創 出 ・ 拡 大 商 工 業 振 興 施 策 の 実 施 に よ り 、 経 済 波 及 や 雇 用 効
果 の 高 い 企 業 の 立 地 を 促 進 す る と と も に 、 市 内 企 業
の 業 務 拡 大 や 新 規 創 業 を 支 援 す る こ と に よ り 、 雇 用
の 創 出 ・ 拡 大 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

若 者 の 定 住 促 進 若 者 の 就 業 意 識 の 向 上 と 早 期 離 職 の 抑 制 の た め 、
教 育 機 関 と 連 携 し 高 校 生 の 段 階 で の 就 職 指 導 を 行 い
ま す 。 ま た 、 県 や ハ ロ ー ワ ー ク な ど 関 係 機 関 と 連 携
を は か り 、 若 者 が 定 住 で き る よ う 、 良 質 な 雇 用 の 場
の 確 保 に つ い て 、 市 内 企 業 に 働 き か け ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 就 業 支 援 事 業 （ 高 校 生 就 職 支 援 講 座 ）（ 千 円 ）

中 高 年 齢 者 の 雇 用 対 策 超 高 齢 化 社 会 を 見 据 え た 取 組 と し て 、 本 市 で 進 め
る エ イ ジ フ レ ン ド リ ー 構 想 の 重 要 施 策 に 位 置 づ け ら
れ て い る シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 事 業 を 推 進 す る と と
も に 、 中 高 年 齢 者 の 積 極 雇 用 に と も な う 国 ・ 県 な ど
の 各 種 助 成 ・ 給 付 制 度 や 経 験 豊 か な 人 材 の 活 用 を 事
業 主 に 対 し て 働 き か け ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 高 年 齢 者 就 業 機 会 確 保 事 業 費 補 助 金 （ 千 円 ）

国 の 雇 用 施 策 の 活 用 地 域 の 雇 用 失 業 情 勢 が 厳 し い な か で 、 雇 用 の 受 け
皿 を 創 り 出 す た め 、 国 の 雇 用 施 策 を 積 極 的 に 活 用 し
ま す ｡
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 緊 急 雇 用 創 出 臨 時 対 策 基 金 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］人材育成と求職者への支援
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
年 間 の 就 職 支 援 講 座 受 講 者 の 就
職 率 １ ７ ． ４ ％

(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

若 年 者 へ の 就 業 支 援 就 職 を 希 望 す る 高 校 生 を 対 象 に 、 職 業 観 の 醸 成 や
離 職 率 の 抑 制 を 目 的 と し た 講 座 を 開 催 し ま す 。 ま た ､
就 労 活 動 を 行 っ て い な い 若 年 無 業 者 に 対 し て ､フ レ ッ
シ ュ ワ ー ク AKI TAや ハ ロ ー ワ ー ク な ど 関 係 機 関 と 連 携
し 、 就 職 に 至 る ま で の 活 動 を 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 就 業 支 援 事 業 （ 若 年 者 自 立 支 援 講 演 会 ）（ 千

円 ）
・ 若 年 者 就 業 能 力 向 上 支 援 事 業 （ 資 格 取 得 助 成 事

業 ）（ 千 円 ）
一 般 求 職 者 へ の 就 業 支 パ ソ コ ン 操 作 や ヒ ュ ー マ ン ス キ ル の 向 上 な ど 、 求
援 職 者 の 必 要 と す る 技 能 の 習 得 を 積 極 的 に 支 援 す る こ

と に よ り 、 企 業 が 求 め る 人 材 の 育 成 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
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・ 就 業 支 援 事 業 （ 来 職 者 就 職 支 援 講 座 ）（ 千 円 ）
職 業 能 力 の 開 発 技 能 者 の 資 質 向 上 や 技 術 伝 承 、 後 継 者 育 成 の た

め 、 秋 田 市 職 業 訓 練 セ ン タ ー の 利 活 用 な ど を 促 進 す
る と と も に 、 技 能 功 労 者 な ど の 表 彰 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 共 同 高 等 職 業 訓 練 校 補 助 金 （ 千 円 ）
・ 技 能 功 労 者 表 彰 （ 千 円 ）

［基本施策③］働きやすい環境の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

勤 労 者 福 祉 サ ー ビ ス セ ン タ ー 会 ５ ， ７ ６ ２ 人
員 数 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

勤 労 者 の 働 き や す い 環 男 女 を 問 わ ず 、 す べ て の 勤 労 者 の 権 利 が 守 ら れ る
境 づ く り と と も に 、 安 心 し て 仕 事 と 家 庭 の 両 立 が で き る 環 境

を つ く る た め 、 労 働 基 準 法 や 育 児 ・ 介 護 休 業 法 、 男
女 雇 用 機 会 均 等 法 な ど の 周 知 徹 底 を は か り ま す 。

ま た ､中 小 企 業 で 働 く 人 々 の 福 利 厚 生 の 充 実 と 生 活
の 安 定 を 支 援 す る た め 、 ワ ー ク パ ル の 運 営 に 補 助 し
ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 勤 労 者 福 祉 対 策 事 業 （ 千 円 ）
・ 勤 労 者 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 （ 千 円 ）

勤 労 者 福 祉 施 設 の 充 実 勤 労 者 の 健 康 増 進 、 余 暇 活 動 の 充 実 の た め ､秋 田 テ
ル サ 、 サ ン ラ イ フ 秋 田 な ど の 勤 労 者 福 祉 施 設 の 機 能
維 持 に つ と め ま す 。

ま た 、 指 定 管 理 者 と 連 携 し 、 利 用 者 に 対 す る サ ー
ビ ス の 向 上 や 経 費 の 削 減 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 勤 労 者 福 祉 施 設 整 備 事 業 （ 千 円 ）
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１ 章 １ 節 ４ 項 貿 易 と 物 流 の 拡 大
【 基 本 方 針 】
○ 市 内 企 業 と 海 外 企 業 と の マ ッ チ ン グ 支 援 を 強 化 し 、 継 続 的 な 貿 易 取 引 と な

る よ う 支 援 を 徹 底 す る ほ か 、 貿 易 に よ る 地 域 循 環 を 高 め る た め 、 関 係 機 関
と の 連 携 に よ り 秋 田 港 の 物 流 拠 点 と し て の 機 能 強 化 を 促 進 し ま す 。

［基本施策①］輸出入の均衡のとれた貿易振興策の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

秋 田 港 コ ン テ ナ 取 扱 本 数 ２ ６ ， ５ ８ ７ Ｔ Ｅ Ｕ
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

海 外 販 路 拡 大 市 内 企 業 と 海 外 企 業 と の 継 続 的 な 企 業 間 取 引 の 拡
大 を は か る た め 、 海 外 企 業 と の 商 談 機 会 の 充 実 ・ 新
規 輸 出 商 品 の 開 拓 ・ 海 外 に お け る 秋 田 産 品 の Ｐ Ｒ な
ど を 行 い 、 地 元 企 業 の 海 外 販 路 拡 大 を 支 援 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 海 外 市 場 開 拓 支 援 事 業 （ ※ 対 岸 経 済 交 流 事 業 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 対 岸 経 済 交 流 事 業 （ 千 円 ）

貿 易 の 普 及 ・ 啓 発 貿 易 関 連 団 体 な ど と 連 携 を は か り な が ら 、 貿 易 関
連 企 業 に 対 し て 、 海 外 経 済 状 況 や 貿 易 実 務 に 関 す る
情 報 提 供 を 行 う な ど 、 貿 易 の 普 及 ・ 啓 発 に つ と め ま
す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ ロ シ ア 産 出 エ ネ ル ギ ー 等 輸 入 等 受 入 促 進 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 貿 易 振 興 管 理 費 （ 千 円 ）

貿 易 環 境 の 充 実 秋 田 港 の 利 用 促 進 を は か る た め 、 県 と と も に 港 湾
整 備 を 進 め て い く ほ か 、 定 期 外 貿 コ ン テ ナ 航 路 の 維
持 ・ 拡 大 の た め 、 県 や 貿 易 関 連 団 体 と 連 携 し た 国 内
外 へ の ポ ー ト セ ー ル ス を 積 極 的 に 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 貿 易 産 業 振 興 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］卸売市場機能の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

卸 売 市 場 取 扱 高 青 果 部 59,232 t
水 産 物 部 23,305 t
花 き 部 34,368本

(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 市 場 運 営 に お け る コ ス ト 縮 減 お よ び 効 率 化 を は か
る た め 、 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 指 定 管 理 者 制 度 移 行 準 備 事 業 経 費 （ 千 円 ）

青 果 部 ・ 水 産 物 部 の 地 青 果 部 ･水 産 物 部 を 地 方 卸 売 市 場 へ 転 換 す る こ と で
方 卸 売 市 場 へ の 転 換 取 引 に お け る 規 制 が 緩 和 さ れ ､新 た な 事 業 展 開 お よ び

販 路 拡 大 を 進 め 、 市 場 運 営 の 効 率 化 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 方 卸 売 市 場 転 換 準 備 事 業 経 費 （ 千 円 ）

品 質 管 理 の 高 度 化 、 施 品 質 管 理 の 高 度 化 、 施 設 の 老 朽 化 に 対 応 す る た
設 の 老 朽 化 へ の 対 応 め 、 施 設 整 備 を 計 画 的 に 実 施 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 卸 売 市 場 施 設 整 備 事 業 経 費 （ 千 円 ）
・ 卸 売 市 場 施 設 維 持 修 繕 事 業 経 費 （ 千 円 ）
・ 卸 売 市 場 施 設 整 備 工 事 請 負 事 業 経 費 （ 千 円 ）

入 場 業 者 の 経 営 健 全 化 入 場 業 者 の 経 営 の 健 全 化 を は か る た め 、 業 務 改 善
計 画 の 実 施 を 求 め る な ど の 経 営 指 導 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 仲 卸 業 者 融 資 斡 旋 制 度 事 業 運 用 経 費 （ 千 円 ）
・ 仲 卸 業 者 経 営 改 善 指 導 事 業 経 費 （ 千 円 ）
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１章 豊かで活力に満ちたまち
２節 農林水産業の振興

節 項 基本施策 施策

２ －
１農林水産業経営
の確立と食料の安
定供給

－
①農林水産業経営体の
育成

－
○多様な担い手の確保・育成
○経営安定対策の充実

－
②農林水産業生産基盤
の整備

－

○農業生産基盤整備の促進
○林業生産基盤整備の促進
○漁業生産基盤整備の促進
○農林水産業団体の機能強化

－
③農林水産物の生産振
興

－

○消費者ニーズに対応した米づくりの推進
○園芸作物の生産振興
○畜産の生産振興
○優良農地の確保と効率的利用の促進
○生産技術等の普及・指導体制の充実
○林業の生産振興
○漁業の生産振興

－
④生産・供給体制の構
築

－

○安全・安心・新鮮な生産・供給体制の確立
○農林水産業経営の複合化、多角化の推進
○地産地消の推進
○情報のネットワーク化の推進と活用
○農商工連携の促進
○生産物のブランド化と販売競争力強化
○地域特産品の開発促進

－
２豊かな農山村の
形成

－ ①農山村空間の形成 －
○住みよい農村空間の整備
○農村コミュニティの確立
○生産活動等を通じた多面的機能の保全

－
②都市と農村間の交流
の促進

－
○都市住民との交流の推進
○地域資源を活用したアグリビジネスの推進

－ ③森林の保全と活用 －
○生産活動を通じた森林整備の推進
○市民参加による森づくりの推進
○森林病害虫対策の推進
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１ 章 ２ 節 １ 項 農 林 水 産 業 経 営 の 確 立 と 食 料 の 安 定 供 給
【 基 本 方 針 】
○ 認 定 農 業 者 や 集 落 営 農 な ど の 多 様 な 経 営 体 の 育 成 、 戦 略 作 目 の 産 地 づ く

り 、 ほ 場 整 備 や 農 地 の 集 積 な ど に よ る 生 産 の 低 コ ス ト 化 、 森 林 の 路 網 の 整
備 な ど を 推 進 し 、 収 益 性 の 高 い 農 林 水 産 業 経 営 の 確 立 を は か り ま す 。

○ 消 費 者 ニ ー ズ や 食 の 安 全 性 に 配 慮 し た 生 産 ・ 流 通 体 制 の 構 築 、 優 良 地 場 産
品 の 創 出 な ど を 進 め ま す 。

［基本施策①］農林水産業経営体の育成
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

認 定 農 業 者 数 ４ ５ ９ 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

多 様 な 担 い 手 の 確 保 ・ 経 営 の 規 模 拡 大 や 複 合 化 ・ 多 角 化 ､産 地 づ く り な ど
育 成 に 取 り 組 む 意 欲 的 な 担 い 手 や ､農 外 も 含 む 農 林 水 産 業

を 支 え る 多 様 な 経 営 体 を 確 保 ・ 育 成 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 担 い 手 育 成 活 動 事 業 （ 千 円 ）
・ 新 規 就 農 支 援 活 動 事 業 （ 千 円 ）

経 営 安 定 対 策 の 充 実 農 林 水 産 業 者 が 経 営 安 定 や 事 業 拡 大 な ど に 必 要 な
資 金 を 融 通 で き る よ う 、 各 種 制 度 資 金 を 融 通 す る と
と も に 、「 農 業 者 戸 別 所 得 補 償 制 度 」 の 円 滑 な 導 入
を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 農 業 経 営 安 定 資 金 預 託 金 （ 千 円 ）

［基本施策②］農林水産業生産基盤の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

秋 田 市 の 市 民 経 済 計 算 に お け る ６ ， １ ５ ３ 百 万 円
第 一 次 産 業 総 生 産 額 (１ ９ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

農 業 生 産 基 盤 整 備 の 促 生 産 力 を 強 化 す る た め 、 ほ 場 の 大 区 画 化 や た め
進 池 、 水 路 な ど の 土 地 改 良 施 設 の 整 備 を 推 進 す る と と

も に 、 ラ イ ス セ ン タ ー な ど 生 産 施 設 の 整 備 を 促 進 し
ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 市 単 独 土 地 改 良 事 業 費 補 助 金 （ 千 円 ）
・ 県 営 土 地 改 良 施 設 等 整 備 事 業 負 担 金 （ 千 円 ）
・ ふ る さ と 農 道 緊 急 整 備 事 業 （ 千 円 ）

林 業 生 産 基 盤 整 備 の 促 生 産 コ ス ト の 低 減 を は か る た め 、 路 網 の 整 備 や 大
進 型 機 械 の 導 入 お よ び 付 加 価 値 を 高 め る 加 工 施 設 の 整

備 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ふ る さ と 林 道 緊 急 整 備 事 業 （ 千 円 ）

漁 業 生 産 基 盤 整 備 の 促 機 能 的 で 安 全 な 施 設 を 目 指 し 、 係 留 施 設 の 適 切 な
進 維 持 管 理 と 水 産 資 源 の 維 持 ・ 増 大 を 促 進 し 、 漁 場 の

整 備 や 種 苗 の 放 流 な ど の 資 源 の 維 持 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 栽 培 漁 業 定 着 強 化 事 業 （ 千 円 ）
・ 漁 船 舶 係 留 施 設 維 持 管 理 事 業 （ 千 円 ）

農 林 水 産 業 団 体 の 機 能 農 林 水 産 業 団 体 の 指 導 体 制 と 生 産 ・ 販 売 力 の 強 化
強 化 に 向 け た 取 組 へ の 支 援 を 行 う と と も に 、 組 織 ・ 経 営

基 盤 の 体 質 強 化 を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し
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［基本施策③］農林水産物の生産振興
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

Ｊ Ａ 新 あ き た 年 間 販 売 額 5,613,84 7千 円
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

消 費 者 ニ ー ズ に 対 応 し 家 庭 用 だ け で な く 業 務 用 ・ 加 工 用 な ど 、 用 途 に 応
た 米 づ く り の 推 進 じ て バ ラ ン ス の と れ た 品 種 構 成 の 下 で 、 品 質 ･食 味 ･

安 全 ・ 生 産 効 率 の 向 上 を 推 進 し 、 秋 田 米 の 市 場 流 通
シ ェ ア の 向 上 に 取 り 組 み ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 水 田 農 業 構 造 改 革 対 策 事 業 （ 千 円 ）

園 芸 作 物 の 生 産 振 興 園 芸 作 物 の 飛 躍 的 な 生 産 拡 大 と 産 地 化 を は か る た
め 、 生 産 者 の 育 成 、 相 談 ・ 指 導 体 制 の 充 実 、 園 芸 施
設 等 の 導 入 支 援 、 販 路 の 拡 大 や 開 拓 、 マ ー ケ テ ィ ン
グ や 作 種 等 の 研 究 な ど 、 一 貫 し た 支 援 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 園 芸 作 物 生 産 振 興 事 業 （ 千 円 ）
・ 園 芸 作 物 担 い 手 育 成 事 業 （ 千 円 ）
・ 園 芸 作 物 販 売 促 進 事 業 （ 千 円 ）

畜 産 の 生 産 振 興 安 全 で 高 品 質 な 畜 産 物 を 生 産 す る た め 、 家 畜 の 改
良 増 殖 な ど を 行 い 、 適 切 な 飼 養 管 理 の 徹 底 に よ る 高
付 加 価 値 な 優 良 畜 産 物 の 生 産 を 促 進 し ま す 。 ま た 、
耕 種 農 家 と 連 携 し た 飼 料 用 米 等 の 生 産 と 利 用 を 推 進
し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 畜 産 再 編 対 策 事 業 （ 千 円 ）
・ 家 畜 施 設 等 導 入 促 進 事 業 （ 千 円 ）

優 良 農 地 の 確 保 と 効 率 食 料 の 安 定 供 給 と 農 業 の 持 続 的 な 発 展 を は か る た
的 利 用 の 促 進 め 、 将 来 に わ た り 優 良 農 地 を 確 保 す る と と も に 、 未

利 用 農 地 や 耕 作 放 棄 地 に は 、 ほ 場 条 件 を 踏 ま え た 新
規 需 要 米 や 大 豆 、 園 芸 作 物 な ど の 作 付 け を 行 い 、 自
給 率 の 向 上 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 （ 千 円 ）

生 産 技 術 等 の 普 及 ・ 指 県 や 農 業 協 同 組 合 と 連 携 し 、 各 種 新 技 術 の 普 及 ・
導 体 制 の 充 実 定 着 を は か る と と も に 、 試 験 研 究 機 関 や 大 学 な ど と

連 携 し た 高 度 ・ 先 端 技 術 の 指 導 を 行 い ま す 。 林 業 に
つ い て は 、 森 林 施 業 の 定 着 を は か る た め 、 国 ・ 県 等
と 連 携 し な が ら 専 門 的 技 術 の 向 上 と 情 報 の 共 有 に つ
と め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・（ 仮 称 ） 秋 田 市 農 林 水 産 業 振 興 戦 略 会 議 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 野 菜 農 家 経 営 マ ニ ュ ア ル 作 成 経 費 （ 千 円 ）
・ 園 芸 作 物 調 査 ・ 研 究 事 業 （ 千 円 ）

林 業 の 生 産 振 興 公 共 施 設 な ど に お け る 市 産 材 の 利 用 促 進 に つ と め
る と と も に 、 建 築 材 か ら 木 質 バ イ オ マ ス 等 ま で 、 幅
広 い 用 途 で の 森 林 資 源 の 利 活 用 を 推 進 し 、 森 林 所 有
者 に 森 林 整 備 の 共 同 化 や 合 理 化 の 指 導 ･支 援 を 行 い ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 林 業 団 体 育 成 指 導 費 （ 千 円 ）
・ 民 有 林 振 興 対 策 事 業 （ 間 伐 補 助 事 業 ）（ 千 円 ）

漁 業 の 生 産 振 興 海 や 河 川 な ど の 放 流 水 域 の 漁 場 環 境 や 資 源 状 態 、
需 給 の 動 向 な ど を 踏 ま え 、 対 象 魚 種 、 放 流 規 模 な ど
を 調 整 し 、 安 定 し た 漁 獲 量 と 漁 業 資 源 の 維 持 ・ 拡 大
を は か り ま す
【 2 3年 度 の 主 な 事 業 】
・ 沿 岸 漁 業 生 産 振 興 活 動 費 （ 千 円 ）
・ 内 水 面 資 源 維 持 対 策 事 業 （ 千 円 ）
・ 水 産 振 興 活 動 費 （ 千 円 ）
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［基本施策④］生産・供給体制の構築
【 目 標 】

秋 田 市 中 央 卸 売 市 場 の 取 扱 高 金
額 に 占 め る 本 市 産 農 産 物 取 扱 高 ０ ． ６ ％
金 額 の 割 合 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

安 全 ・ 安 心 ・ 新 鮮 な 生 安 全 ･安 心 ･新 鮮 な 市 内 産 農 畜 産 物 を 安 定 的 に 提 供
産 ・ 供 給 体 制 の 確 立 す る た め 、 通 年 生 産 体 制 の 構 築 を 進 め る な ど 、 生 産

力 の 強 化 を は か り ま す 。 生 産 者 と 消 費 者 の 連 携 を 強
め 、 直 売 活 動 や 学 校 給 食 へ の 供 給 拡 大 な ど 、 市 内 産
農 産 物 の シ ェ ア の 向 上 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 家 畜 衛 生 対 策 事 業 （ 千 円 ）

農 林 水 産 業 経 営 の 複 合 経 営 の 複 合 化 ･多 角 化 に 向 け て 意 欲 の あ る 農 林 水 産
化 、 多 角 化 の 推 進 業 者 に 対 し て ､生 産 技 術 や 経 営 技 術 、 資 金 な ど の 支 援

の ほ か ､農 林 漁 業 者 の 経 営 能 力 の ス キ ル ア ッ プ を 支 援
し ま す 。

ま た ､複 合 化 や 多 角 化 に 関 す る 優 良 事 例 の 紹 介 な ど
積 極 的 な 情 報 提 供 に つ と め ､６ 次 産 業 化 や 経 営 の 複 合
化 、 多 角 化 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 農 業 経 営 基 盤 強 化 資 金 等 利 子 助 成 事 業 （ 千

円 ）
地 産 地 消 の 推 進 安 全 ･安 心 ･新 鮮 な 市 内 産 農 作 物 の 情 報 を 広 く 市 民

に 提 供 し ､生 産 者 と 消 費 者 の 交 流 を 促 進 す る と と も
に ､外 食 ･中 食 ･加 工 業 な ど の 食 品 関 連 産 業 や 自 治 会 等
と の 連 携 を 促 進 し ､地 産 地 消 の 定 着 ､拡 大 を は か り ま
す 。 学 校 給 食 へ の 農 産 物 の 供 給 拡 大 に 向 け た 体 制 整
備 を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 産 地 消 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ 農 産 物 販 売 促 進 事 業 （ 千 円 ）

情 報 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 生 産 か ら 加 工 ・ 流 通 ・ 販 売 に 至 る 情 報 を 相 互 に 共
の 推 進 と 活 用 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 促 進 し 、 産 地 と 実 需 者

お よ び 消 費 者 の 信 頼 関 係 を 強 化 し ま す 。 ま た 、 生
産 ・ 販 売 情 報 等 の 迅 速 な 伝 達 の た め 、 農 林 業 団 体 等
と 生 産 者 間 の 情 報 網 整 備 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 農 業 ポ ー タ ル サ イ ト 「 秋 田 市 ア グ リ 情 報 ネ

ッ ト 」 開 設 事 業 （ 千 円 ）
・ 農 産 物 ネ ッ ト シ ョ ッ プ 開 設 支 援 事 業 （ 千 円 ）

農 商 工 連 携 の 促 進 農 林 漁 業 者 と 商 工 業 者 の マ ッ チ ン グ の 機 会 の 創 出
や 、 商 品 開 発 、 販 路 開 拓 、 事 業 展 開 の 各 ス テ ー ジ へ
の 支 援 を 強 化 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 園 芸 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト 事 業 （ 千 円 ）

生 産 物 の ブ ラ ン ド 化 と 消 費 者 や 流 通 関 係 者 の ニ ー ズ を キ ャ ッ チ し 、 他 産
販 売 競 争 力 強 化 業 と 連 携 し て 秋 田 市 オ リ ジ ナ ル の 商 品 を 開 発 す る と

と も に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど 多 様 な 流 通 ・ 販 売 チ ャ
ン ネ ル を 開 拓 し 、 販 路 拡 大 と 顧 客 づ く り を 推 進 し ま
す 。 ま た 、 産 地 と し て の 競 争 力 強 化 の た め の マ ー ケ
テ ィ ン グ 活 動 等 に 関 す る 取 組 を 支 援 し 、 安 定 的 な 取
引 関 係 の 構 築 を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 肉 用 繁 殖 牛 導 入 事 業 （ 千 円 ）
・ 地 域 ブ ラ ン ド 農 産 物 開 発 推 進 事 業 （ 千 円 ）

地 域 特 産 品 の 開 発 促 進 農 林 水 産 物 を 活 用 し た 商 品 化 や 技 術 の 開 発 に 向 け
た 農 業 団 体 と 大 学 、 企 業 等 と の 連 携 を 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 特 産 品 等 販 売 促 進 事 業 （ 千 円 ）
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１ 章 ２ 節 ２ 項 豊 か な 農 山 村 の 形 成
【 基 本 方 針 】
○ 農 道 整 備 な ど に よ る 農 業 生 産 性 の 向 上 と 、 生 活 環 境 の 改 善 に つ と め る と と

も に 、 都 市 住 民 に 対 す る 農 村 か ら の 情 報 発 信 や 農 村 に お け る 受 入 ・ 交 流 体
制 を 整 備 し 、 農 村 の 資 源 を い か し た 都 市 と 農 村 の 共 生 ・ 対 流 を 促 進 し ま
す 。

［基本施策①］農山村空間の形成
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

耕 作 放 棄 地 面 積 ２ ３ ４ ． ５ h a
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

住 み よ い 農 村 空 間 の 整 人 と 自 然 環 境 と の 共 存 、 調 和 を は か り な が ら よ り
備 快 適 で 住 み や す い 生 活 環 境 を 実 現 す る た め 、 生 活 利

便 性 の 向 上 を は か る 生 活 排 水 処 理 施 設 の 整 備 や 、 生
産 活 動 に 欠 か せ な い 農 道 、 農 業 用 た め 池 、 用 排 水 施
設 な ど の 整 備 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 老 朽 化 し た た め
池 の 改 修 や 治 山 施 設 、 森 林 な ど の 整 備 を 進 め 、 人 的
被 害 や 農 地 山 地 災 害 を 防 止 し 、 農 山 村 地 域 の 安 全 ・
安 心 を 確 保 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 県 営 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業
・ 県 営 た め 池 等 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 農 道 舗 装 事 業 （ 千 円 ）
・ 農 地 ・ 水 ・ 農 村 環 境 保 全 向 上 活 動 支 援 事 業 （

千 円 ）
・ 水 と 緑 の 森 づ く り 事 業 （ 千 円 ）
・ 有 害 鳥 獣 駆 除 捕 獲 対 策 事 業 事 業 （ 千 円 ）

農 村 コ ミ ュ ニ テ ィ の 確 自 然 ・ 景 観 ・ 文 化 ・ 産 業 ・ 人 材 な ど 様 々 な 地 域 の
立 資 源 を 活 用 し 、 企 業 な ど の 多 様 な 主 体 の 参 画 な ど に

よ る 農 村 の 活 性 化 の 取 組 を 支 援 す る こ と に よ り 、 生
き 生 き と し た 農 村 の 形 成 を 目 指 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

生 産 活 動 等 を 通 じ た 多 農 村 地 域 の 持 つ 国 土 保 全 機 能 な ど の 多 面 的 機 能 を
面 的 機 能 の 保 全 維 持 し て い く た め ､農 地 や 森 林 等 の 地 域 資 源 の 維 持 ・

保 全 に つ と め 、 耕 作 放 棄 地 な ど の 有 効 利 用 を は か る
な ど 持 続 的 で 環 境 に 優 し い 生 産 活 動 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 耕 作 放 棄 地 等 解 消 推 進 モ デ ル 事 業 （ 千 円 ）
・ 耕 作 放 棄 地 実 態 調 査 経 費 （ 千 円 ）

［基本施策②］都市と農村間の交流の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

農 家 民 宿 ・ 農 家 レ ス ト ラ ン 整 備 ５ 件
数 (２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

都 市 住 民 と の 交 流 の 推 農 村 の 豊 か な 農 林 資 源 な ど の 自 然 を ゆ っ た り と 楽
進 し む 体 験 滞 在 型 や 、 市 民 農 園 を 活 用 し た 日 帰 り 型 な

ど 、 多 様 な グ リ ー ン ･ツ ー リ ズ ム を 推 進 す る た め 、 受
入 体 制 の 整 備 や 農 家 民 宿 、 農 家 レ ス ト ラ ン な ど 地 域
に お け る 新 た な 観 光 コ ン テ ン ツ づ く り を 支 援 し 、 都
市 と 農 村 間 の 共 生 ･対 流 を 促 進 し 、 農 村 の 活 性 化 を は
か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ ス ー パ ー 農 園 整 備 事 業 （ 河 辺 地 域 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 都 市 農 村 交 流 ツ ア ー 整 備 促 進 事 業 （ 千 円 ）
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地 域 資 源 を 活 用 し た ア 農 山 村 に お け る 雇 用 の 確 保 や 所 得 の 向 上 を は か る
グ リ ビ ジ ネ ス の 推 進 た め 、 豊 富 な 農 林 水 産 資 源 な ど の 地 域 資 源 を 活 用 し

た 農 林 漁 業 者 に よ る 加 工 ･販 売 の 取 組 や ､加 工 ･販 売 業
者 と 連 携 し た ア グ リ ビ ジ ネ ス の 展 開 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 農 村 資 源 活 用 促 進 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策③］森林の保全と活用
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 民 参 加 に よ る 森 づ く り の 参 加 ４ ８ 人
者 数 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

生 産 活 動 を 通 じ た 森 林 生 産 基 盤 の 整 備 や 市 産 材 の 流 通 拡 大 等 に よ っ て 林
整 備 の 推 進 業 の 活 性 化 を は か る こ と に よ り 、 植 林 、 育 成 、 伐 採

と い っ た 生 産 サ イ ク ル の 活 発 な 循 環 を 促 し 、 健 全 な
森 林 の 整 備 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 林 道 舗 装 事 業 （ 千 円 ）
・ 森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 事 業 （ 千 円 ）

市 民 参 加 に よ る 森 づ く 豊 か な 森 林 資 源 を 次 世 代 に 引 き 継 ぐ た め 、 市 民 や
り の 推 進 企 業 な ど が ボ ラ ン テ ィ ア と し て 森 づ く り に 参 加 す る

機 会 を 創 出 す る と と も に 、 環 境 に 配 慮 し た 森 づ く り
を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 森 林 総 合 公 園 管 理 費 （ 千 円 ）

森 林 病 害 虫 対 策 の 推 進 松 く い 虫 被 害 の 拡 大 防 止 の た め 、 マ ツ 林 へ の 薬 剤
散 布 や 被 害 木 の 伐 採 処 理 等 を 進 め る と と も に 、 飛 砂
防 止 な ど 重 要 な 役 割 を 担 う マ ツ 林 の 再 生 を 促 進 し ま
す 。 ナ ラ 枯 れ に つ い て は 、 早 期 発 見 の た め の 監 視 体
制 を 強 化 し 、 被 害 の 拡 大 防 止 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 森 林 病 害 虫 等 防 除 事 業 （ 千 円 ）



- 23 -

１章 豊かで活力に満ちたまち
３節 交流人口の拡大

節 項 基本施策 施策

３ － １観光振興の推進 －
①観光資源の活用と整
備の促進

－

○観光資源の有効活用と新たな魅力の創出
○通年・滞在型観光の確立
○伝統行事やイベントによる誘客推進
○観光視点を取り入れた街並みづくり
○観光施設の運営
○大森山自然動物公園の整備
○大森山動物園の既存施設整備
○大森山動物園ソフト事業の実施
○千秋公園の整備

－
②観光情報発信機能の
充実

－
○ＩＴ環境の整備・充実
○各種宣伝媒体による情報発信の強化

－ ③誘客活動の促進 －
○観光・物産ＰＲ活動の強化
○コンベンション誘致の強化
○インバウンドの促進

－ ④受入環境の整備 －
○観光案内機能の充実
○ホスピタリティの醸成

－ ２にぎわいの創出 － ①中心市街地の活性化 －

○中心市街地活性化基本計画の推進
○中通一丁目地区市街地再開発事業の実施
○中心市街地パーク・アンド・ライドの推進
○中心市街地における商業活性化の支援
○秋田駅前北第一地区市街地再開発事業の実施
○秋田駅周辺まちづくりイベントへの支援
○アルヴェ・ＪＲ・ＮＨＫによる協働プロジェクト

－
②地域のにぎわい拠点
の充実

－
○秋田市ポートタワーおよび秋田港振興センターの魅力向上
○スポーツホームタウンの推進
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１ 章 ３ 節 １ 項 観 光 振 興 の 推 進
【 基 本 方 針 】
○ 本 市 が 持 つ 魅 力 を 最 大 限 に 引 き 出 す と と も に 、 旅 行 者 の ス タ イ ル や ニ ー ズ

に 対 応 し た 新 た な 観 光 メ ニ ュ ー の 開 発 や 、 通 年 ・ 滞 在 型 観 光 の 促 進 に 向 け
た 施 策 に 取 り 組 み ま す 。

○ 本 市 な ら で は の オ リ ジ ナ リ テ ィ あ ふ れ る 観 光 戦 略 に 取 り 組 む ほ か 、 情 報 の
受 信 ・ 発 信 機 能 や 誘 客 活 動 の 強 化 、 案 内 機 能 の 充 実 を は か る と と も に 、 観
光 客 に 対 す る 質 の 高 い ホ ス ピ タ リ テ ィ 醸 成 に つ と め ま す 。

［基本施策①］観光資源の活用と整備の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

年 間 宿 泊 客 数 １ ， ０ ８ ８ 千 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

観 光 資 源 の 有 効 活 用 と 既 存 の 観 光 資 源 を 有 効 活 用 す る と と も に 、 新 た な
新 た な 魅 力 の 創 出 視 点 に よ る 隠 れ た 観 光 ス ポ ッ ト な ど の 掘 り 起 こ し を

行 い 、 観 光 客 の ニ ー ズ に あ わ せ た 活 用 や 見 せ 方 を 工
夫 す る こ と で 本 市 の 持 つ 魅 力 を 引 き 出 し ま す 。

ま た 、 ま ち あ る き 観 光 を 本 市 の 新 た な 観 光 ス タ イ
ル と し て 確 立 さ せ る た め 、 ル ー ト を 充 実 す る と と も
に 、 こ れ ま で に は な い 楽 し み 方 が で き る 案 内 サ ー ビ
ス の 実 施 に 取 り 組 み ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 観 光 戦 略 プ ラ ン 構 築 事 業 （ 千 円 ）
・ 観 光 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン サ ー ビ ス 事 業 （ 千 円 ）

通 年 ・ 滞 在 型 観 光 の 確 本 市 へ の 滞 在 を 促 進 す る た め 、 四 季 折 々 の 特 色 を
立 い か し た 通 年 で 楽 し む こ と の で き る 施 策 を 、 飲 食 業

者 や 食 品 製 造 業 者 、 宿 泊 業 者 、 交 通 事 業 者 な ど と 連
携 し て 取 り 組 み 、 本 市 を 訪 れ て み た い と 思 わ せ る き
っ か け と な る 都 市 イ メ ー ジ の 確 立 を 目 指 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ｢あ き た の 食 ｣シ テ ィ セ ー ル ス 推 進 事 業 （ 千 円 ）

伝 統 行 事 や イ ベ ン ト に 国 の 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 で あ る 竿 燈 ま つ り ・ 土 崎
よ る 誘 客 推 進 港 曳 山 ま つ り を は じ め と す る 各 地 域 の 伝 統 行 事 や 、

お 祭 り 、 文 化 交 流 イ ベ ン ト の 振 興 と 活 性 化 を は か
り 、 注 目 度 や 話 題 性 を 高 め る こ と で 、 一 層 の 観 光 誘
客 に つ な げ ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 竿 燈 ま つ り 振 興 事 業 （ 千 円 ）

観 光 視 点 を 取 り 入 れ た 市 民 に と っ て 住 み よ い こ と は も ち ろ ん 、 観 光 の 視
街 並 み づ く り 点 を 取 り 入 れ た 、「 住 ん で よ し 、 訪 れ て よ し 」 の 街

並 み づ く り を 連 携 し て 推 進 す る と と も に 、 市 民 や 地
域 、 事 業 者 に 対 す る 良 好 な 景 観 形 成 へ の 意 識 啓 発 を
は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 杉 街 並 み づ く り 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ ラ ッ ピ ン グ バ ス に よ る 「 ブ ラ ン ド あ き た 」 P R 事 業

（ 千 円 ）
観 光 施 設 の 運 営 観 光 客 が 安 心 し て 快 適 に 利 用 す る こ と が で き る よ

う 、 河 辺 ･雄 和 地 域 に あ る 観 光 施 設 に つ い て 計 画 的 に
維 持 管 理 を 進 め ま す 。

ま た 、 適 切 な 施 設 運 営 に つ と め る と と も に 、 利 活
用 の 促 進 を は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 岩 見 温 泉 補 修 ・ 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 観 光 施 設 維 持 管 理 経 費 （ 千 円 ）

大 森 山 自 然 動 物 公 園 の 大 森 山 動 物 園 と 大 森 山 公 園 を 一 体 的 に 整 備 す る た
整 備 め 、 以 下 の 整 備 方 針 に 基 づ き 、 事 業 を 実 施 し ま す 。

① 自 然 と と も に 息 づ く 動 物 園 の 再 整 備
② 新 た な 魅 力 に よ る 観 光 拠 点 と し て の 再 生
③ 豊 か な 人 間 形 成 に 資 す る 体 験 学 習 の 場 の 創 出
④ 資 源 循 環 シ ス テ ム の 構 築 と エ コ へ の 挑 戦
⑤ 市 民 や 企 業 と 協 働 し 成 長 し 続 け る つ な が り の 構 築
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 大 森 山 自 然 動 物 公 園 基 本 設 計 （ 千 円 ）
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・ エ コ 動 物 園 推 進 事 業 （ 千 円 ）
大 森 山 動 物 園 の 既 存 施 動 物 園 の 運 営 に 欠 く こ と の で き な い 施 設 ・ 整 備 に
設 整 備 つ い て 老 朽 化 に 対 応 し た 整 備 を 行 い ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 大 森 山 動 物 園 既 存 施 設 整 備 事 業 （ 千 円 ）

大 森 山 動 物 園 ソ フ ト 事 人 気 の ま ん ま タ イ ム や 動 物 解 説 を 充 実 さ せ 、 動 物
業 の 実 施 の 魅 力 あ る 行 動 展 示 も 行 い ま す 。

ま た 、 広 告 ・ Ｐ Ｒ の 充 実 も は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 動 物 園 に ぎ わ い 創 出 事 業 （ 千 円 ）
・ 動 物 園 宣 伝 ・ 広 告 推 進 事 業 （ 千 円 ）

千 秋 公 園 の 整 備 県 都 秋 田 の 顔 で あ り ､市 民 の 憩 い の 場 で あ る 千 秋 公
園 の 魅 力 を 高 め る た め 、 千 秋 公 園 再 整 備 計 画 に 基 づ
き 「 水 と 緑 と 歴 史 的 資 源 を い か し た 市 民 に よ る 公 園
づ く り 」 を テ ー マ と し て 、 園 内 施 設 の 再 整 備 を 進 め
る ほ か 、 歴 史 建 造 物 の 再 建 に 取 り 組 み ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 外 堀 ポ ケ ッ ト パ ー ク 整 備 事 業 （ 千 円 ）
・ 市 民 交 流 ゾ ー ン 実 施 設 計 （ 千 円 ）
・ 外 堀 水 質 浄 化 実 施 設 計 （ 千 円 ）
・ さ く ら 再 生 実 施 設 計 （ 千 円 ）

［基本施策②］観光情報発信機能の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

観 光 ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス 数 ５ ５ ２ ， ９ ３ ７ 件
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

Ｉ Ｔ 環 境 の 整 備 ・ 充 実 観 光 情 報 の 受 信 と 発 信 を 的 確 か つ 効 果 的 に 行 う と
と も に 本 市 の 持 つ 魅 力 を 余 す こ と な く 伝 え る た め の
重 要 な 手 段 と し て 、 本 市 観 光 ホ ー ム ペ ー ジ 「 ア キ タ
ッ チ 」 を 活 用 し 、 市 民 や 観 光 客 に と っ て 親 し み や す
く 、 話 題 性 の あ る 情 報 源 と な る よ う 機 能 や 内 容 を 充
実 し て い き ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 観 光 情 報 ホ ー ム ペ ー ジ 運 用 事 業 （ 千 円 ）
・（ 仮 称 ） ま ち の 情 報 発 信 機 能 整 備 事 業 （ 千 円 ）

各 種 宣 伝 媒 体 に よ る 情 観 光 パ ン フ レ ッ ト や 観 光 ポ ス タ ー 、 Ｄ Ｖ Ｄ な ど の
報 発 信 の 強 化 制 作 内 容 を 充 実 す る ほ か 、 旅 行 雑 誌 な ど を 利 用 し た

宣 伝 を 行 い ま す 。
ま た 、 新 聞 や テ レ ビ 、 ラ ジ オ な ど の マ ス メ デ ィ ア

と 連 携 し な が ら 効 果 的 な 情 報 発 信 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】

（ ・ 観 光 あ き た プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 事 業 （ 千
円 ））

［基本施策③］誘客活動の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

コ ン ベ ン シ ョ ン 開 催 件 数 １ ２ ９ 件
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

観 光 ・ 物 産 Ｐ Ｒ 活 動 の 首 都 圏 や 大 都 市 圏 な ど に お け る イ ベ ン ト や 物 産 展
強 化 へ 参 加 し 、 本 市 を 効 果 的 に 売 り 込 む ほ か 、 独 自 の Ｐ

Ｒ キ ャ ン ペ ー ン を 展 開 し 、 本 市 へ の 注 目 度 ・ 関 心 度
を 高 め 来 訪 意 欲 を 促 し て い き ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 観 光 誘 客 プ ロ モ ー シ ョ ン 事 業 （ 千 円 ）

コ ン ベ ン シ ョ ン 誘 致 の コ ン ベ ン シ ョ ン の 振 興 は 、 国 内 外 か ら 多 数 の 参 加
強 化 者 が 来 訪 す る た め 、 本 市 へ の 理 解 や 市 民 と の 交 流 が

は か ら れ る と と も に 、 経 済 波 及 効 果 が 高 く 地 域 の 活
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性 化 を も た ら し ま す 。
こ の た め 、 コ ン ベ ン シ ョ ン の 開 催 情 報 の 収 集 や 効

果 的 な 誘 致 活 動 を 強 化 し 、 全 国 規 模 な ど の 各 種 大 会
や 会 議 の 誘 致 を 積 極 的 に 推 進 し て い き ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ コ ン ベ ン シ ョ ン 誘 致 助 成 事 業 （ 千 円 ）
・ 観 光 コ ン ベ ン シ ョ ン 推 進 事 業 補 助 金 （ 千 円 ）

イ ン バ ウ ン ド の 促 進 外 国 人 観 光 客 が 安 心 し て 観 光 が で き る よ う に 、 地
図 や ポ イ ン ト を 分 か り や す く 配 置 し た パ ン フ レ ッ ト
の 作 成 や ル ー ト 表 示 の 整 備 、 観 光 施 設 な ど に お け る
多 言 語 表 記 の 案 内 板 の 充 実 を は か り ま す 。

ま た 、 特 に 、 国 際 定 期 便 を 持 つ 韓 国 を は じ め 、 中
国 、 香 港 、 台 湾 な ど に 向 け た 観 光 情 報 の 発 信 ・ 広 報
活 動 を 進 め 、 秋 田 の イ メ ー ジ を 印 象 付 け て い き ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 韓 国 テ レ ビ ド ラ マ ロ ケ 誘 致 事 業 （ 千 円 ）
・ 韓 国 便 誘 客 促 進 事 業 （ 千 円 ）・ 観 光 あ き た プ

ロ モ ー シ ョ ン 推 進 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策④］受入環境の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

観 光 客 の 満 足 度 数 ８ ０ ． ３ ３ 点
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

観 光 案 内 機 能 の 充 実 観 光 客 が ス ム ー ズ に 移 動 ・ 滞 在 が で き 、 安 心 し て
快 適 に 観 光 を 楽 し む こ と が で き る よ う に 、 観 光 案 内
所 に お け る 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 や 案 内 看 板 ・ 表 示
の 整 備 を 進 め る な ど 、 案 内 機 能 の 充 実 を は か る と と
も に 、 ま ち な か で の 情 報 提 供 場 所 の 拡 充 を 進 め ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 観 光 案 内 所 運 営 経 費 （ 千 円 ）

ホ ス ピ タ リ テ ィ の 醸 成 観 光 客 に や さ し い 受 入 態 勢 の 充 実 に よ り 観 光 客 の
満 足 度 ア ッ プ と リ ピ ー タ ー の 増 加 を は か り ま す 。

ま た 、 地 域 の 観 光 振 興 に つ な が る 活 動 の 推 進 役 と
な る 人 材 の 育 成 ・ 支 援 を し て い き ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 観 光 客 受 入 態 勢 づ く り 推 進 事 業 （ 千 円 ）
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１ 章 ３ 節 ２ 項 に ぎ わ い の 創 出
【 基 本 方 針 】
○ 中 心 市 街 地 を 居 住 や 集 会 ・ 文 化 も 含 む 多 機 能 都 市 空 間 と し て 整 備 す べ く 、

公 共 交 通 の 充 実 に よ る ア ク セ ス 性 の 向 上 や 、 回 遊 性 の 高 い 快 適 な 歩 行 者 空
間 の 形 成 、 ま ち の 楽 し さ や 親 し み や す さ を 演 出 す る 集 客 力 の あ る ソ フ ト 施
策 の 展 開 な ど 、 関 係 者 と の 連 携 を は か り な が ら 、 そ の 再 生 と に ぎ わ い 創 出
に 向 け た 取 組 を 進 め ま す 。

○ 若 い 世 代 の ま ち づ く り の 担 い 手 に よ る 新 し い イ ベ ン ト の 開 催 や 、 活 動 の 幅
を 広 げ る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 積 極 的 に 支 援 し ま す 。

○ 道 の 駅 と な っ た セ リ オ ン に お い て は 、 飲 食 機 能 や 物 販 機 能 を 強 化 す る と と
も に 、 切 れ 目 な く イ ベ ン ト を 開 催 す る こ と な ど に よ り 、 さ ら な る に ぎ わ い
の 創 出 に つ と め ま す 。

○ ス ポ ー ツ を ま ち づ く り の 核 と し て 、 市 民 の 連 帯 意 識 や 郷 土 愛 の 醸 成 と い っ
た 絆 づ く り を 促 す こ と で 、 地 域 の 活 性 化 を は か り ま す 。

［基本施策①］中心市街地の活性化
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

歩 行 者 ・ 自 転 車 通 行 量 （ 休 日 ） 35,03 4人
(平 成 22年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 中 心 市 街 地 の 再 生 と に ぎ わ い 創 出 を は か る た め 、
計 画 の 推 進 認 定 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 に 基 づ き 、 計 画 内 容

の フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行 い な が ら 、 各 種 個 別 事 業 の 計
画 的 実 施 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 推 進 経 費 （ 千 円 ）

中 通 一 丁 目 地 区 市 街 地 千 秋 公 園 と 一 体 と な っ た 街 な か オ ア シ ス を 開 発 コ
再 開 発 事 業 の 実 施 ン セ プ ト に ､文 化 と 交 流 の 拠 点 と し て ､商 業 施 設 ､公 共

公 益 施 設 ､広 場 ､大 規 模 公 共 駐 車 場 ､居 住 施 設 を 整 備 す
る 市 街 地 再 開 発 組 合 を 支 援 し ま す 。 そ の う ち ､市 は ､
広 場 ､駐 車 場 ､公 共 公 益 施 設 と し て の （ 仮 称 ） 秋 田 市
に ぎ わ い 交 流 館 を 取 得 し ､中 心 市 街 地 の に ぎ わ い 創 出
に つ と め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 市 街 地 再 開 発 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 中 通 一 丁 目 地 区 市 街 地 再 開 発 事 業 （ 千 円 ）

中 心 市 街 地 パ ー ク ・ ア 中 通 一 丁 目 地 区 市 街 地 再 開 発 事 業 を 契 機 に 、 駐 車
ン ド ・ ラ イ ド の 推 進 場 共 通 ポ イ ン ト カ ー ド シ ス テ ム に よ る 中 心 市 街 地 主

要 駐 車 場 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 に 加 え 、 乗 り 降 り 自 由 の
循 環 交 通 と し て の タ ウ ン ビ ー ク ル を 運 行 す る こ と
で 、 エ リ ア 内 に お け る パ ー ク ・ ア ン ド ・ ラ イ ド を 確
立 し 、 来 街 者 が 回 遊 し や す い 環 境 を 整 備 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 中 心 市 街 地 パ ー ク ・ ア ン ド ・ ラ イ ド 推 進 事 業 （

千 円 ）
中 心 市 街 地 に お け る 商 中 心 市 街 地 に お け る 商 業 集 積 を 促 進 し 、 商 業 の 活
業 活 性 化 の 支 援 性 化 に よ る ま ち の に ぎ わ い づ く り を は か る た め 、 商

店 街 な ど に お け る 空 き 店 舗 へ の 入 居 や 、 大 型 商 業 施
設 の 空 き テ ナ ン ト へ の 入 居 を 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 中 心 市 街 地 商 業 集 積 推 進 事 業 （ 千 円 ）

秋 田 駅 前 北 第 一 地 区 市 秋 田 駅 前 に ふ さ わ し い 魅 力 あ る 土 地 利 用 を 促 進 す
街 地 再 開 発 事 業 の 促 進 る た め 、 よ り 効 率 的 か つ 実 現 性 の 高 い 事 業 推 進 方 策

を 指 導 し な が ら 、 早 期 事 業 完 了 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

秋 田 駅 周 辺 ま ち づ く り 若 い 世 代 の ま ち づ く り の 担 い 手 を 育 て 、 市 民 の ま
イ ベ ン ト へ の 支 援 ち づ く り へ の 参 加 意 欲 を 向 上 さ せ る た め 、 中 心 市 街

地 で の 新 た な ま ち づ く り イ ベ ン ト に 対 し て 事 業 費 の
一 部 を 助 成 す る な ど の 施 策 を 展 開 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 駅 周 辺 ま ち づ く り イ ベ ン ト 支 援 事 業 （ 千

円 ）
・ 秋 田 駅 周 辺 に ぎ わ い づ く り 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ ま ち の 駅 推 進 モ デ ル 事 業 （ 千 円 ）
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ア ル ヴ ェ ・ Ｊ Ｒ ・ Ｎ Ｈ 秋 田 駅 周 辺 の 活 性 化 を は か る た め 、 Ｊ Ｒ ・ Ｎ Ｈ Ｋ
Ｋ に よ る 協 働 プ ロ ジ ェ な ど と 市 (ア ル ヴ ェ )が 連 携 し 、 そ れ ぞ れ が 持 つ 施 設
ク ト や 人 材 、 組 織 力 な ど の 資 源 を 最 大 限 に い か し た 賑 わ

い づ く り イ ベ ン ト を 開 催 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ア ル ヴ ェ ・ Ｊ Ｒ ・ Ｎ Ｈ Ｋ に よ る 協 働 プ ロ ジ ェ ク ト

（ 千 円 ）

［基本施策②］地域のにぎわい拠点の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

ポ ー ト タ ワ ー 来 館 者 数 ７ ７ １ ， ９ １ ２ 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

秋 田 市 ポ ー ト タ ワ ー お 指 定 管 理 者 制 度 の 活 用 に よ り 、 民 間 の 知 識 を い か
よ び 秋 田 港 振 興 セ ン タ し た 柔 軟 で 効 率 的 な 施 設 運 営 を 行 い ま す 。
ー の 魅 力 向 上 【 23年 度 の 主 な 事 業 】

・ 秋 田 市 ポ ー ト タ ワ ー ・ 秋 田 港 振 興 セ ン タ ー 管 理 運
営 経 費 （ 千 円 ）

ス ポ ー ツ ホ ー ム タ ウ ン 本 市 を ホ ー ム タ ウ ン に 、 ト ッ プ レ ベ ル で 活 躍 す る
の 推 進 ス ポ ー ツ ク ラ ブ を 核 と し た ま ち づ く に よ り 、 地 域 の

活 性 化 を は か り ま す 。
ま た 、 地 元 の ク ラ ブ チ ー ム を 応 援 す る こ と を 通 じ

て 、 地 域 へ の 愛 着 を 深 め る 機 会 を 創 出 す る と と も
に 、 地 域 の に ぎ わ い づ く り を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ス ポ ー ツ ホ ー ム タ ウ ン 構 想 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ ス ポ ー ツ ホ ー ム タ ウ ン に ぎ わ い 創 出 事 業 （ 千 円 ）
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２章 緑あふれる環境を備えた快適なまち
１節 環境との調和

節 項 基本施策 施策

１ － １環境保全の推進 － ①自然環境保護の推進 －
○生物多様性の保全
○農地・森林の保全
○市民活動の支援

－
②環境汚染防止策の推
進

－

○大気環境の保全
○水質環境の保全
○生活環境の保全
○ダイオキシン類や有害化学物質の監視および発
生抑制
○大気中のアスベスト濃度の監視および発生抑制

－
③環境教育・学習の推
進

－
○環境教育・学習の支援
○環境活動の支援

－
２循環型社会の推
進

－
①廃棄物の発生抑制と
リサイクル活動の推進

－
○家庭から出るごみの減量・リサイクルの促進
○事業者から出るごみの減量・リサイクルの促進

－ ②ごみ減量活動の促進 － ○市民のごみ減量活動の支援

－
③廃棄物の適正処理の
推進

－

○ごみの収集
○ごみの適正な処理
○不法投棄防止対策
○廃棄物処理施設等の監視・指導
○し尿などの適正な処理

－
３地球温暖化への
対応

－
①地球温暖化対策の推
進

－
○地球温暖化防止の促進
○林業の低炭素社会への貢献

－
②新(省)エネルギー等の
導入促進

－

○家庭・事業所への導入支援
○公共施設への導入推進
○環境付加価値の活用推進
○バイオマスエネルギーの普及・推進

－ ③環境関連産業の振興 － ○環境関連企業の誘致および起業支援
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２ 章 １ 節 １ 項 環 境 保 全 の 推 進
【 基 本 方 針 】
○ 環 境 学 習 や 環 境 活 動 な ど を 通 じ た 市 民 一 人 ひ と り の 環 境 問 題 に 対 す る 高 い

意 識 の 醸 成 を は か る ほ か 、 引 き 続 き 大 気 や 水 、 生 活 環 境 の 保 全 に つ と め ま
す 。

○ 市 民 と の 役 割 分 担 の も と 、 水 資 源 の 涵 養 、 C O2の 吸 収 、 災 害 の 防 止 な ど 、
様 々 な 公 益 的 機 能 を 持 つ 農 地 や 森 林 の 保 全 を 進 め ま す 。

［基本施策①］自然環境保護の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 民 活 動 支 援 団 体 数 ３ 団 体
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

生 物 多 様 性 の 保 全 こ れ ま で の 秋 田 市 内 の 自 然 環 境 調 査 の デ ー タ に つ
い て 、 大 学 な ど の 専 門 機 関 と 連 携 を は か り な が ら 、
デ ー タ ベ ー ス や マ ッ プ 化 な ど 、 市 民 が 利 用 し や す い
形 に 整 理 す る こ と に よ り 、 本 市 の 自 然 環 境 資 源 に つ
い て 、 生 物 多 様 性 の 保 全 に も 配 慮 し な が ら 、 市 民 に
わ か り や す く 、 適 切 な 活 用 を は か っ て い く た め の 環
境 整 備 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ (仮 称 )秋 田 市 自 然 環 境 調 査 デ ー タ 活 用 事 業 （

千 円 ）
市 民 活 動 の 支 援 秋 田 市 自 然 環 境 保 全 条 例 に 基 づ き 、 市 民 活 動 計 画

で 認 定 し た 市 民 団 体 の 活 動 を 周 知 ・ 支 援 す る と と も
に 、 そ の 活 動 内 容 を 紹 介 し な が ら 新 た な 市 民 活 動 計
画 の 立 ち 上 げ を 促 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 自 然 環 境 保 全 経 費
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・（ 仮 称 ） 環 境 学 習 ・ 活 動 ・ 保 全 推 進 経 費 （ 自 然 環

境 保 全 事 業 ）（ 千 円 ）

［基本施策②］環境汚染防止策の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
環 境 基 準 の 達 成 度

大 気 環 境 基 準 ９ ３ ． １ ％
水 質 環 境 基 準 １ ０ ０ ％

（ 河 川 の 環 境 基 準 健 康 項 目 ） (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

大 気 環 境 の 保 全 大 気 環 境 を 保 全 す る た め 、 大 気 常 時 監 視 シ ス テ ム
の 機 能 充 実 を は か り 、 大 気 汚 染 状 況 の 的 確 な 監 視 に
つ と め る と と も に 、 工 場 な ど へ の 立 入 調 査 を 行 い ま
す 。

ま た 、 リ ア ル タ イ ム で 得 ら れ た 監 視 デ ー タ を 、 イ
ン タ ー ネ ッ ト で 広 く 市 民 に 環 境 情 報 を 発 信 す る な
ど 、 大 気 環 境 の 保 全 に 役 立 て ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 大 気 環 境 の 保 全 事 業 （ 千 円 ）

水 質 環 境 の 保 全 水 質 環 境 を 保 全 す る た め 、 河 川 や 地 下 水 な ど の 水
質 を 調 査 し 、 汚 染 の 状 況 や 経 年 変 化 を 監 視 す る と と
も に 、 工 場 な ど へ 立 入 調 査 を 行 い ま す 。

ま た 、 得 ら れ た デ ー タ を 公 開 し 、 環 境 に 対 す る 市
民 の 意 識 を 喚 起 す る な ど 、 水 質 保 全 に 役 立 て ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 水 質 環 境 の 保 全 事 業 （ 千 円 ）

生 活 環 境 の 保 全 身 近 な 生 活 環 境 を 保 全 す る た め 、 工 場 な ど か ら 発
生 す る 騒 音 、 振 動 お よ び 悪 臭 に つ い て 、 発 生 源 に 対
す る 指 導 を 行 い ま す 。
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ま た 、 道 路 の 騒 音 や 振 動 を 調 査 し 、 必 要 な 場 合 に
は 道 路 管 理 者 な ど に 要 請 や 要 望 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 生 活 環 境 の 保 全 事 業 （ 千 円 ）

ダ イ オ キ シ ン 類 や 有 害 ダ イ オ キ シ ン 類 や 有 害 化 学 物 質 に よ る 汚 染 を 防 止
化 学 物 質 の 監 視 お よ び す る た め 、 大 気 、 水 質 、 土 壌 中 の 濃 度 を 監 視 す る と
発 生 抑 制 と も に 、 発 生 源 と な る 工 場 な ど へ の 立 入 調 査 を 行 い

ま す 。
ま た 、 調 査 結 果 を 公 表 し 、 自 主 規 制 を 促 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ダ イ オ キ シ ン 類 調 査 経 費 （ 千 円 ）

大 気 中 の ア ス ベ ス ト 濃 ア ス ベ ス ト に よ る 健 康 被 害 を 防 止 す る た め 、 大 気
度 の 監 視 お よ び 発 生 抑 中 の 濃 度 を 監 視 す る と と も に 、 ア ス ベ ス ト 除 去 作 業
制 の 指 導 を 行 い ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 大 気 ・ 水 質 等 環 境 保 全 経 費 （ 千 円 ）

［基本施策③］環境教育・学習の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
市 が 実 施 す る 環 境 教 育 ・ 学 習 事
業 へ の 参 加 者 数 ２ ， ０ ５ ４ 人

(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

環 境 教 育 ・ 学 習 の 支 援 環 境 に や さ し い 人 づ く り を 進 め る た め 、 環 境 学 習
の 場 を 支 援 す る と 同 時 に 、 こ ど も か ら 大 人 ま で 幅 広
い 年 齢 層 を 対 象 と し 、 環 境 に 対 す る 意 識 の 向 上 を は
か る た め の 各 種 啓 発 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・（ 仮 称 ） 環 境 学 習 ・ 活 動 ・ 保 全 推 進 経 費 （ 環 境 学

習 推 進 事 業 ）（ 千 円 ）
環 境 活 動 の 支 援 ご み 減 量 ･リ サ イ ク ル 、 地 球 温 暖 化 防 止 な ど 、 他 の

団 体 の 模 範 と な る よ う な 環 境 学 習 ・ 活 動 、 保 全 活 動
を 実 践 し て い る 団 体 を 支 援 す る と と も に 、 秋 田 市 環
境 活 動 推 進 協 議 会 と 連 携 を は か り な が ら 、 実 施 団 体
の 交 流 と 活 動 の 活 性 化 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・（ 仮 称 ） 環 境 学 習 ・ 活 動 ・ 保 全 推 進 経 費 （ 環 境 活

動 推 進 事 業 ）（ 千 円 ）
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２ 章 １ 節 ２ 項 循 環 型 社 会 の 推 進
【 基 本 方 針 】
○ 循 環 型 社 会 の 構 築 に 向 け 、 行 政 や 市 民 、 地 域 、 事 業 者 の 適 正 な 役 割 分 担 の

も と 、 市 全 体 で ご み の 減 量 や リ サ イ ク ル の 推 進 に 関 す る 取 組 を 強 化 し 、 地
域 資 源 の 総 合 的 な 利 活 用 促 進 と 環 境 負 荷 の 低 減 に つ と め る と と も に 、 引 き
続 き 廃 棄 物 の 適 正 処 理 を 進 め ま す 。

［基本施策①］廃棄物の発生抑制とリサイクル活動の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

事 業 系 一 般 廃 棄 物 （ 資 源 化 物 除 ４ ３ ， ４ ２ ０ t
く ） の 年 間 排 出 量 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

家 庭 か ら 出 る ご み の 減 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 と 適 正 分 別 や リ サ イ ク ル の 推 進
量 ・ リ サ イ ク ル の 促 進 を は か る た め 、 地 域 住 民 が 自 主 的 に 地 域 の 資 源 化 物

を 回 収 す る 「 資 源 集 団 回 収 」 の 実 施 団 体 お よ び 回 収
業 者 に 対 し 、 奨 励 金 を 交 付 し ま す 。 ま た 、 粗 大 ご み
の 戸 別 収 集 や 定 曜 日 に 家 庭 か ら ご み 集 積 所 に 排 出 さ
れ る 古 紙 を 回 収 し 、 再 資 源 化 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ご み 減 量 対 策 事 業 （ 資 源 集 団 改 修 推 進 事 業 ）（

千 円 ）
・ 粗 大 ご み 戸 別 収 集 事 業 （ 千 円 ）
・ 古 紙 ス テ ー シ ョ ン 回 収 シ ス テ ム 支 援 経 費 （ 千

円 ）
事 業 者 か ら 出 る ご み の 事 業 所 の ご み の 排 出 実 態 を 調 査 し 、 減 量 ・ リ サ イ
減 量 ・ リ サ イ ク ル の 促 ク ル に つ い て 訪 問 指 導 す る と と も に 、 事 業 系 一 般 廃
進 棄 物 の 抑 制 ・ 再 利 用 お よ び 再 生 利 用 ・ 減 量 化 に 積 極

的 に 取 り 組 む 事 業 者 を 対 象 に 優 良 事 業 者 表 彰 を 行 う
な ど 、 啓 発 を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ご み 減 量 対 策 事 業 （ ご み 減 量 ・ 分 別 啓 発 経 費 ）

（ 千 円 ）

［基本施策②］ごみ減量活動の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 民 一 人 一 日 あ た り の 家 庭 系 ご ６ ０ ６ ｇ
み （ 資 源 化 物 を 除 く ） の 排 出 量 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

市 民 の ご み 減 量 活 動 の 市 民 に ご み 減 量 ・ リ サ イ ク ル へ の 取 組 を 促 す こ と
支 援 を 目 的 に 、 市 民 団 体 を 対 象 と し た タ ウ ン ミ ー テ ィ ン

グ を 開 催 し ま す 。 ま た 、 市 民 意 識 調 査 を 実 施 し 、 よ
り 効 果 的 な 施 策 展 開 を は か る と と も に 、 秋 田 市 の 清
掃 事 業 に 関 す る 公 表 資 料 で あ る 「 清 掃 事 業 概 要 」 を
作 成 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 一 般 廃 棄 物 減 量 事 業 （ ご み ダ イ エ ッ ト 作 戦 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ご み 減 量 対 策 事 業 （ 一 般 廃 棄 物 発 生 抑 制 事 業 ）

（ 千 円 ）

［基本施策③］廃棄物の適正処理の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

ご み の リ サ イ ク ル 率 ３ １ ％
(２ １ 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

ご み の 収 集 ご み 集 積 所 に 排 出 さ れ た 家 庭 ご み 、 資 源 化 物 を 安
全 か つ 確 実 に 収 集 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ご み 収 集 運 営 費 （ 千 円 ）

ご み の 適 正 な 処 理 総 合 環 境 セ ン タ ー の ご み 処 理 施 設 を 安 全 、 安 定 的
に 運 転 し 、 環 境 負 荷 の 低 減 に 配 慮 し た ご み の 適 正 処
理 を 行 い ま す 。 ま た 、 今 後 、 老 朽 化 が 進 む ご み 処 理
施 設 の 設 備 機 器 を 計 画 的 に 改 修 、 整 備 し 、 延 命 化 を
は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 総 合 環 境 セ ン タ ー 緑 地 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ご み 処 理 施 設 運 営 費 （ 千 円 ）
・ 焼 却 施 設 更 新 事 業 （ 千 円 ）

不 法 投 棄 防 止 対 策 不 法 投 棄 を 未 然 に 防 止 す る た め 、 広 報 な ど に よ る
市 民 意 識 の 高 揚 を 狙 い と し た 啓 発 を 行 う と と も に 、
職 員 ・ 委 託 に よ る パ ト ロ ー ル 、 不 法 投 棄 監 視 員 や カ
メ ラ の 活 用 、 関 係 機 関 な ど と の 連 絡 会 な ど に よ り 、
不 法 投 棄 防 止 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 不 法 投 棄 対 策 経 費 （ 千 円 ）

廃 棄 物 処 理 施 設 等 の 監 廃 棄 物 処 理 施 設 設 置 者 や 処 理 業 者 な ど へ の 立 入 検
視 ・ 指 導 査 等 を 行 い 、 廃 棄 物 の 不 適 正 処 理 の 防 止 を は か り ま

す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 廃 棄 物 処 理 施 設 等 の 監 視 ・ 指 導 経 費 （ 千 円 ）

し 尿 な ど の 適 正 な 処 理 環 境 負 荷 の 低 減 に 配 慮 し た し 尿 の 適 正 処 理 を 行 う
と と も に 、 維 持 管 理 費 の 削 減 に 向 け て 老 朽 化 が 進 ん
で い る し 尿 処 理 施 設 の 更 新 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ し 尿 処 理 施 設 運 営 費 （ 千 円 ）
・ し 尿 処 理 施 設 更 新 事 業 （ 千 円 ）



- 34 -

２ 章 １ 節 ３ 項 地 球 温 暖 化 へ の 対 応
【 基 本 方 針 】
○ 本 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 に 定 め る 家 庭 お よ び 事 業 所 の 温 室 効 果 ガ ス の

排 出 抑 制 に 向 け た 取 組 や 活 動 を 促 進 す る ほ か 、 太 陽 光 、 風 力 、 小 水 力 な ど
の 新 エ ネ ル ギ ー 設 備 や Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 な ど の 省 エ ネ ル ギ ー 設 備 の 導 入 を 進 め ま
す 。

○ バ イ オ マ ス な ど の 環 境 関 連 技 術 の ほ か 、 グ リ ー ン 電 力 証 書 や 排 出 権 取 引 な
ど の 環 境 付 加 価 値 を 総 合 的 に 活 用 し た 環 境 関 連 産 業 の 振 興 に つ と め ま す 。

［基本施策①］地球温暖化対策の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 ３ ， ６ ９ ８ 千 t - C O 2
(１ ９ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

地 球 温 暖 化 防 止 の 促 進 地 球 温 暖 化 防 止 対 策 の 必 要 性 や そ の 手 法 を 普 及 啓
発 す る と と も に 、 具 体 的 な 取 組 に つ な が る よ う な 施
策 ・ 事 業 を 通 じ て 、 市 民 お よ び 事 業 者 な ど か ら の 温
室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 経 費 （ 千 円 ）

林 業 の 低 炭 素 社 会 へ の 間 伐 や 造 林 な ど の 森 林 整 備 に よ る 二 酸 化 炭 素 吸 収
貢 献 量 を ク レ ジ ッ ト 化 し て 取 引 す る 、 オ フ セ ッ ト ・ ク レ

ジ ッ ト の 取 組 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 森 林 の 力 ： オ フ セ ッ ト ・ ク レ ジ ッ ト 制 度 導 入 Ｐ Ｒ

経 費 （ 千 円 ）

［基本施策②］新(省)エネルギー等の導入促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

エ ネ ル ギ ー 起 源 二 酸 化 炭 素 排 出 ３ ， ３ ８ ９ 千 t - C O 2
量 (１ ９ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

家 庭 ・ 事 業 所 へ の 導 入 本 市 の 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 を は か る た め 、 各 種 助
支 援 成 制 度 な ど を 通 じ て 市 民 ・ 事 業 者 の 新 (省 )エ ネ ル ギ

ー 施 設 ・ 設 備 の 導 入 を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 住 宅 用 太 陽 光 発 電 普 及 促 進 事 業 （ 千 円 ）

公 共 施 設 へ の 導 入 推 進 本 市 の 温 室 効 果 ガ ス 削 減 の 取 組 を 先 導 し て い く た
め 、 市 民 や 事 業 者 の 民 間 活 力 も 取 り 入 れ な が ら 、 公
共 施 設 へ の 新 (省 )エ ネ ル ギ ー 施 設 ・ 設 備 の 積 極 的 な
導 入 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ (仮 称 )あ き た ス マ ー ト シ テ ィ ・ プ ロ ジ ェ ク ト （

千 円 ）
環 境 付 加 価 値 の 活 用 推 新 ( 省 ) エ ネ ル ギ ー 施 設 ・ 設 備 の 導 入 促 進 と あ わ
進 せ 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 ク レ ジ ッ ト （ オ フ セ ッ

ト ・ ク レ ジ ッ ト （ Ｊ － Ｖ Ｅ Ｒ ） や 国 内 ク レ ジ ッ ト ）
な ど の 環 境 付 加 価 値 の 活 用 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 環 境 付 加 価 値 利 活 用 推 進 経 費 （ 千 円 ）
・（ 仮 称 ） 秋 田 市 電 子 地 域 通 貨 「 ko m a c h i」 創 設 事 業

（ 千 円 ）
バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 農 林 水 産 業 分 野 に お け る 再 生 可 能 な バ イ オ マ ス 資 源
の 普 及 ・ 推 進 の 活 用 を 普 及 ･推 進 す る た め 、 公 共 施 設 な ど に 木 質 ペ

レ ッ ト を 燃 料 と す る ボ イ ラ ー や ス ト ー ブ の 導 入 を 進
め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 木 質 バ イ オ マ ス 利 活 用 促 進 事 業 （ 千 円 ）
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［基本施策③］環境関連産業の振興
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

環 境 関 連 企 業 の 誘 致 件 数 ０ 件
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

環 境 関 連 企 業 の 誘 致 お 環 境 関 連 企 業 の 誘 致 や 起 業 化 を 促 し 、 新 規 雇 用 の
よ び 起 業 支 援 創 出 に も つ な が る よ う 、 新 エ ネ ル ギ ー の 事 業 化 等 、

環 境 関 連 産 業 の 振 興 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 新 エ ネ ル ギ ー 事 業 化 推 進 経 費 （ 千 円 ）
・（ 仮 称 ） バ イ オ マ ス 導 入 検 討 経 費 （ 千 円 ）



- 36 -

２章 緑あふれる環境を備えた快適なまち
２節 都市基盤の確立

節 項 基本施策 施策

２ －
１秩序ある都市環
境の形成

－
①土地区画整理事業の
実施

－
○秋田駅東第三地区土地区画整理事業の実施
○秋田駅西北地区土地区画整理事業の実施
○その他の地区の土地区画整理事業の実施

－ ②開発指導の実施 －
○市街化区域の開発指導
○市街化調整区域の開発指導
○河辺・雄和地域の開発指導

－ ③都市緑化の促進 －
○都市緑化の推進
○都市公園の整備

－ ④景観の向上 －
○良好な景観の形成
○秩序ある都市環境の形成
○まちづくりルールの導入支援

－
⑤墓地・斎場の整備と
維持管理

－
○墓地の整備と維持管理
○斎場の整備と維持管理

－ ２住宅環境の整備 － ①良質な住宅の確保 －
○良質な住宅および良好な住環境の形成
○まちなかへの居住の促進
○既設市営住宅の改修

－ ②建築指導の実施 －
○中高層建築物の紛争予防への支援
○建築物の安全性向上の推進と既存建築物の防災対策
の促進

－
３上下水道サービ
スの提供

－ ①安全な水の安定供給 －

○配水ブロック化の推進
○老朽配水管の更新等
○浄水場などの施設改良
○配水幹線の整備
○河辺地域送水施設の整備
○雄和地域送配水管等の整備

－
②生活排水の適切な処
理

－

○公共下水道の整備
○合流式下水道の改善
○処理場の将来検討
○水洗化率の向上
○農業集落排水の整備
○浄化槽の整備

－ ４道路整備の推進 － ①幹線道路の整備 －
○都市計画道路の整備
○国道整備の促進

－
②地域内道路の整備と
維持管理

－

○地域内道路の整備
○電線共同溝の整備
○道路の維持補修
○道路の緑化整備

－ ５交通機能の充実 － ①広域交通機能の向上 －
○鉄道の充実
○秋田港の充実
○秋田空港の充実

－
②公共交通ネットワー
クの強化

－ ○公共交通ネットワークの強化

－ ③バス交通機能の確保 －
○市民の移動手段の確保
○生活バス路線の維持

－
６情報通信環境の
充実

－ ①情報通信環境の整備 － ○情報通信基盤の整備促進
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２ 章 ２ 節 １ 項 秩 序 あ る 都 市 環 境 の 形 成
【 基 本 方 針 】
○ 市 街 地 の 無 秩 序 な 拡 大 を 抑 制 し 、 森 林 、 農 用 地 な ど を 保 全 し な が ら 、 都 心

へ の 高 次 都 市 機 能 の 集 積 、 市 内 ７ 地 域 の 地 域 中 心 へ の 都 市 機 能 、 生 活 サ ー
ビ ス 機 能 の 誘 導 な ど に よ り 、 投 資 効 果 が 高 い コ ン パ ク ト な 市 街 地 形 成 に つ
と め ま す 。

○ 宅 地 開 発 と 建 物 の 建 設 に 対 し て 、 計 画 的 に 周 辺 と 調 和 す る よ う 指 導 す る と
と も に 、 住 宅 が 密 集 し 道 路 や 公 園 な ど が 不 足 す る 地 区 の 重 点 的 整 備 を 継 続
的 に 進 め 、 良 好 な 生 活 環 境 の 形 成 に つ と め ま す 。

○ 優 れ た 景 観 を つ く り 育 て て い く た め 、 市 民 が 景 観 ま ち づ く り に 参 加 し や す
い 環 境 整 備 を 進 め 、 地 域 の 主 体 的 な 取 組 を 支 援 し な が ら 、 市 民 協 働 に よ る
景 観 づ く り の 推 進 に つ と め ま す 。

○ 水 と 緑 の 公 的 空 間 の 確 保 や 、 誰 に で も 優 し く 、 安 心 し て 自 由 に 利 用 で き る
公 園 の 整 備 を 推 進 し ま す 。

［基本施策①］土地区画整理事業の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

秋 田 駅 東 第 三 地 区 土 地 秋 田 駅 東 第 一 、 第 二 地 区 の 北 側 に 隣 接 す る 区 域 内
区 画 整 理 事 業 の 実 施 に お け る 都 市 計 画 道 路 ､区 画 道 路 ､特 殊 道 路 ､公 園 な ど

を 整 備 し 、 良 好 な 生 活 環 境 の 形 成 を は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 秋 田 駅 東 第 三 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 駅 東 第 三 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 千 円 ）

都 市 計 画 道 路 /区 画 道 路 等 築 造 建 物 移 転 実 施
秋 田 駅 西 北 地 区 土 地 区 秋 田 駅 西 口 の 北 側 に 位 置 す る 区 域 内 に 、 都 市 計 画
画 整 理 事 業 の 実 施 道 路 、 区 画 道 路 、 特 殊 道 路 、 公 園 な ど の 都 市 基 盤 を

整 備 し 、 商 業 、 居 住 な ど 、 多 様 な 都 市 機 能 の 集 積 が
可 能 と な る 、 秋 田 駅 周 辺 に ふ さ わ し い 市 街 地 の 形 成
を は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 秋 田 駅 西 北 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 駅 西 北 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 千 円 ）

都 市 計 画 道 路 /区 画 道 路 等 築 造 、 建 物 移 転 実 施
そ の 他 の 地 区 の 土 地 区 都 市 計 画 決 定 さ れ て い る 土 地 区 画 整 理 事 業 の う
画 整 理 事 業 ち 、 事 業 未 着 手 お よ び 一 部 未 着 手 地 区 （ ８ 地 区 、 ３

９ ２ ｈ ａ ） に つ い て は 、 事 業 の 実 現 性 や 地 区 の 実 情
を 検 証 し て 、 市 街 地 環 境 の 整 備 手 法 の あ り 方 を 検 討
し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策②］開発指導の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 街 化 区 域 （ 商 業 地 域 ） 低 未 利 ７ ６ ３ h a
用 地 面 接 ( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

市 街 化 区 域 の 開 発 指 導 市 街 化 区 域 に お い て は 、 秋 田 市 宅 地 開 発 に 関 す る
条 例 に 基 づ き 、 自 然 環 境 と の 調 和 を は か り な が ら 、
道 路 や 公 園 、 調 整 池 な ど の 公 共 施 設 と 一 体 と な っ た
宅 地 開 発 が 計 画 的 に 行 わ れ る よ う 指 導 し ま す 。 ま
た 、 最 新 の 情 報 提 供 に よ る 指 導 の た め 、 旧 秋 田 市 の
都 市 計 画 図 な ど を 更 新 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 国 土 基 本 図 基 図 等 の 更 新 経 費 （ 千 円 ）
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市 街 化 調 整 区 域 の 開 発 市 街 化 調 整 区 域 の 開 発 に つ い て は 、 都 市 計 画 法 の
指 導 許 可 基 準 に 照 ら し 合 わ せ 、 必 要 に 応 じ て 、 都 市 計 画

な ど の 方 針 や 地 域 の 実 情 を 勘 案 し た う え で 、 個 別 具
体 的 に 対 応 し ま す 。

ま た 、 市 街 化 調 整 区 域 の 大 規 模 開 発 に つ い て は 、
市 街 地 の 外 延 的 拡 大 を 防 ぐ た め 、 基 本 的 に 抑 制 し ま
す 。

な お 、 農 林 業 施 策 と の 調 整 を は か り な が ら 、 既 存
集 落 の 維 持 ・ 活 性 化 に 資 す る 都 市 計 画 制 度 の 導 入 を
検 討 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 新 秋 田 都 市 計 画 区 域 マ ス タ ー プ ラ ン 策 定 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 国 土 基 本 図 基 図 等 の 更 新 経 費 （ 千 円 ）

河 辺 ・ 雄 和 地 域 の 開 発 区 域 区 分 が 定 め ら れ て い な い 河 辺 都 市 計 画 区 域 の
指 導 開 発 に つ い て は 、 無 秩 序 な ス プ ロ ー ル 的 開 発 を 規 制

す る た め 、 1,0 00㎡ 以 上 の 面 積 の 開 発 行 為 に つ い て 、
市 街 化 区 域 と 同 一 の 基 準 で 公 共 施 設 の 整 備 な ど が 行
わ れ る よ う 指 導 し ま す 。

ま た 、 計 画 的 な 土 地 利 用 の 誘 導 に 向 け て 、 線 引 き
都 市 計 画 区 域 で あ る 秋 田 都 市 計 画 区 域 と の 統 合 を 検
討 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策③］都市緑化の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

公 園 愛 護 協 力 会 が 管 理 す る 公 園 ３ ３ ６ 公 園
数 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

都 市 緑 化 の 推 進 緑 豊 か な う る お い と や す ら ぎ の あ る 都 市 環 境 の 形
成 を 目 指 し 、 市 民 協 働 の も と 、「 秋 田 市 緑 の 基 本 計
画 」 に 基 づ き 、 都 市 緑 化 の 推 進 と 緑 化 意 識 の 向 上 を
は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 緑 の ま ち づ く り 活 動 支 援 基 金 関 係 経 費 （ 千

円 ）
都 市 公 園 の 整 備 誰 も が 身 近 な 公 園 と し て ､安 全 安 心 し て 利 用 で き る

よ う 「 秋 田 市 緑 の 基 本 計 画 」 に 基 づ き 、 地 域 の ニ ー
ズ を 取 り 込 み な が ら 、 公 園 の バ リ ア フ リ ー 化 や 遊 具
の 更 新 を 行 い ま す 。

ま た 、 大 規 模 公 園 の 修 繕 を 計 画 的 に 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 都 市 公 園 バ リ ア フ リ ー 化 事 業 （ 楢 山 緑 地 、 山 王 帯

状 緑 地 ）（ 千 円 ）
・ 緑 化 重 点 地 区 整 備 事 業 （ 田 尻 沢 街 区 公 園 、 新 屋 大

川 端 街 区 公 園 、 大 森 山 公 園 ）（ 千 円 ）
・ 公 園 遊 具 施 設 長 寿 命 化 等 整 備 事 業 （ 幕 洗 川 街 区 公

園 ほ か ）（ 千 円 ）
・ ク ア ド ー ム ・ 太 平 山 ス キ ー 場 大 規 模 修 繕 経 費 （

千 円 ）

［基本施策④］景観の向上
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

景 観 ま ち づ く り 活 動 団 体 数 １ 団 体
(２ １ 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

良 好 な 景 観 の 形 成 良 好 な 景 観 の 形 成 を は か る た め 、 建 築 物 な ど の 建
築 行 為 の 届 出 に よ る 意 匠 ・ 形 態 の 規 制 、 敷 地 内 緑 化
の 誘 導 を 行 う と と も に 、 景 観 上 重 要 な 建 造 物 ・ 樹 木
の 保 存 に 対 す る 支 援 お よ び 市 民 啓 発 に つ と め ま す 。

良 好 な 景 観 形 成 や 、 風 致 の 維 持 、 公 衆 に 対 す る 危
害 防 止 の た め 、 屋 外 広 告 物 の 掲 出 に つ い て 規 制 、 誘
導 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 景 観 上 重 要 な 建 造 物 の 保 存 ・ 修 景 へ の 支 援 事 業

（ 千 円 ）
秩 序 あ る 都 市 環 境 の 形 風 致 地 区 内 に お け る 建 築 物 の 建 築 、 宅 地 の 造 成 、
成 樹 木 な ど の 伐 採 な ど の 規 制 、 誘 導 に よ り 、 良 好 な 自

然 環 境 を 保 全 す る と と も に 、 秩 序 あ る 都 市 環 境 の 形
成 を は か り ま す 。

ま た 、 地 区 計 画 区 域 内 の 建 築 物 の 用 途 、 構 造 お よ
び 敷 地 に 関 す る 規 制 、 指 導 に よ り 、 適 正 な 都 市 機 能
と 健 全 な 都 市 環 境 の 保 全 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・

ま ち づ く り ル ー ル の 導 良 好 な 住 環 境 の 形 成 の た め 、 市 民 が ま ち づ く り に
入 支 援 参 加 し や す い 環 境 整 備 を 進 め 、 景 観 ま ち づ く り 地 区

や 地 区 計 画 な ど 、 地 域 住 民 が 自 ら 定 め る ま ち づ く り
ル ー ル の 導 入 を 支 援 し 、 市 民 協 働 に よ る ま ち づ く り
の 推 進 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 都 市 景 観 形 成 事 業 （ 景 観 ま ち づ く り 活 動 支 援 ）

（ 千 円 ）

［基本施策⑤］墓地・斎場の整備と維持管理
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

墓 地 管 理 手 数 料 の 収 納 率 ９ ９ ． ５ ２ ％
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

墓 地 の 整 備 と 維 持 管 理 市 民 の 墓 地 需 要 に 応 え る た め 、 計 画 的 に 市 営 墓 地
の 整 備 を は か り ま す 。

ま た 、 ゆ と り と や す ら ぎ の 持 て る 環 境 整 備 に つ と
め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 北 部 地 区 墓 地 整 備 事 業 （ 千 円 ）
・ 市 営 墓 地 管 理 費 （ 千 円 ）

斎 場 の 整 備 と 維 持 管 理 市 民 の 火 葬 需 要 に 応 え る た め 、 斎 場 の 整 備 を は か
り ま す 。

ま た 、 円 滑 な 火 葬 業 務 を 行 う た め 、 施 設 の 適 切 な
維 持 管 理 に つ と め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 斎 場 改 築 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 斎 場 改 築 事 業 （ 千 円 ）
・ 斎 場 管 理 費 （ 千 円 ）
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２ 章 ２ 節 ２ 項 住 宅 環 境 の 整 備
【 基 本 方 針 】
○ 住 宅 の バ リ ア フ リ ー 、 耐 震 化 、 環 境 負 荷 軽 減 な ど を 促 進 す る と と も に 、 市

民 の 住 環 境 の 維 持 保 全 に つ と め ま す 。
○ 市 営 住 宅 に つ い て は 、 耐 震 化 な ど に よ り 長 寿 命 化 を は か る と と も に 、 ま ち

な か な ど 入 居 要 望 が 高 い 地 域 に お け る 市 営 住 宅 の 充 実 を 目 指 し ま す 。

［基本施策①］良質な住宅の確保
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

最 低 居 住 面 積 水 準 未 満 世 帯 率 ４ ． ２ ７ ％
(２ ０ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

良 質 な 住 宅 お よ び 良 好 住 生 活 の 向 上 を は か る た め 、 地 域 の 住 宅 事 情 や 特
な 住 環 境 の 形 成 性 を 踏 ま え た 秋 田 市 住 生 活 基 本 計 画 を 策 定 し ま す 。

ま た 、 木 造 住 宅 の 耐 震 化 促 進 の た め 、 市 民 を 対 象 に
耐 震 診 断 お よ び 耐 震 改 修 工 事 に 関 す る 説 明 会 や 、 マ
ン シ ョ ン 管 理 に 関 す る 諸 問 題 に 対 応 す る マ ン シ ョ ン
管 理 セ ミ ナ ー を 開 催 す る と と も に 、 住 宅 の バ リ ア フ
リ ー 化 の 推 進 な ど に よ り 、 良 好 な 住 環 境 の 整 備 を は
か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン 推 進 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ 秋 田 市 エ コ ロ ジ ー 住 宅 支 援 事 業 （ 千 円 ）

ま ち な か へ の 居 住 の 促 ま ち な か へ の 居 住 を 促 進 す る た め 、 中 心 市 街 地 へ
進 の 公 的 賃 貸 住 宅 の 供 給 に つ い て 検 討 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・

既 設 市 営 住 宅 の 改 修 既 設 市 営 住 宅 の 給 水 設 備 お よ び 関 連 施 設 の 改 善 を
行 い 、 住 宅 の 長 寿 命 化 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 既 設 市 営 住 宅 改 修 経 費 （ 千 円 ）

［基本施策②］建築指導の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

耐 震 化 率 ７ ８ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

中 高 層 建 築 物 の 紛 争 予 中 高 層 建 築 物 の 紛 争 予 防 を 支 援 し 、 良 好 な 生 活 環
防 へ の 支 援 境 や 魅 力 あ る ま ち づ く り を 実 現 す る た め 、 住 民 自 ら

が 建 築 計 画 な ど の ル ー ル を 定 め る こ と が で き る 建 築
協 定 な ど 、 ま ち づ く り ル ー ル の 周 知 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

建 築 物 の 安 全 性 向 上 の 住 宅 ・ 建 築 物 の ス ト ッ ク 情 報 な ど を 総 合 的 に 管
推 進 と 既 存 建 築 物 の 防 理 、 提 供 す る こ と に よ り 審 査 ・ 検 査 体 制 の 強 化 や 違
災 対 策 の 促 進 反 建 築 物 の 是 正 指 導 の 強 化 を は か り 、 安 全 安 心 な 建

築 物 の 確 保 を 推 進 し ま す 。
ま た 、 バ リ ア フ リ ー 化 や 耐 震 化 お よ び 環 境 負 荷 軽

減 に 関 す る 市 民 へ の 啓 発 や 助 言 に よ り 、 既 存 建 築 物
の 防 災 対 策 を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 既 存 民 間 建 築 物 デ ー タ ベ ー ス 作 成 事 業 （ 千 円 ）
・ 秋 田 市 木 造 住 宅 耐 震 改 修 等 事 業 （ 千 円 ）
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２ 章 ２ 節 ３ 項 上 下 水 道 サ ー ビ ス の 提 供
【 基 本 方 針 】
○ 引 き 続 き 経 費 の 節 減 や 料 金 の 適 切 な 徴 収 に つ と め る と と も に 、 施 設 の 耐 震

化 を 計 画 的 に 進 め 、 給 水 量 に 応 じ た 施 設 規 模 の 適 正 化 を は か り な が ら 、 よ
り 一 層 良 質 な 水 道 サ ー ビ ス の 提 供 に 取 り 組 み ま す 。

○ 未 普 及 地 域 に お い て は 、 公 共 下 水 道 、 農 業 集 落 排 水 お よ び 浄 化 槽 の 各 手 法
に よ り 、 地 域 特 性 な ど を 考 慮 し た 整 備 を 進 め る と と も に 、 老 朽 化 施 設 の 更
新 に あ た っ て は 、 他 の 事 業 や 事 業 主 体 と の 連 携 も 視 野 に 入 れ た 経 済 的 で 効
率 的 な 方 法 を 検 討 し ま す 。

○ 経 営 基 盤 の 安 定 の た め 、 経 費 の 節 減 や 使 用 料 の 適 切 な 徴 収 に つ と め る と と
も に 、 戸 別 訪 問 な ど に よ る 一 層 の 啓 発 活 動 に よ り 水 洗 化 率 の 向 上 を は か り
ま す 。

［基本施策①］安全な水の安定供給
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

有 効 率 ９ １ ． １ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

配 水 ブ ロ ッ ク 化 の 推 進 安 全 な 水 道 水 を 安 定 し て 供 給 し 続 け る た め 、 老 朽
管 の 更 新 や 配 水 管 の 整 備 に あ わ せ 、 バ ル ブ や 流 量
計 、 水 圧 計 な ど も 整 備 し な が ら 、 配 水 ブ ロ ッ ク 化 を
推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 配 水 ブ ロ ッ ク 化 推 進 事 業 （ 千 円 ）

老 朽 配 水 管 の 更 新 等 配 水 ブ ロ ッ ク 化 推 進 事 業 の 配 水 管 整 備 計 画 区 域 外
の 地 域 を 対 象 に 、 老 朽 配 水 管 の 更 新 や 鉛 製 給 水 管 の
交 換 、 配 水 管 未 整 備 地 区 の 解 消 を 進 め る ほ か 、 都 市
計 画 道 路 な ど に 関 連 し た 配 水 管 の 整 備 な ど を 行 い ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 老 朽 配 水 管 の 更 新 事 業 等 （ 千 円 ）

浄 水 場 な ど の 施 設 改 良 災 害 に 強 く よ り 安 定 的 な 水 道 水 の 供 給 を 目 指 し 、
浄 水 場 等 基 幹 施 設 の 耐 震 補 強 を 行 う と と も に ､電 気 ･
機 械 、 計 装 設 備 な ど を 計 画 的 に 整 備 更 新 し ま す 。

ま た 、 仁 井 田 浄 水 場 に つ い て 、 将 来 の 全 面 更 新 に
向 け た 検 討 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 浄 水 場 施 設 改 良 等 （ 千 円 ）

配 水 幹 線 の 整 備 災 害 に 強 く よ り 安 定 的 な 水 道 水 の 供 給 を 目 指 し 、
各 配 水 ブ ロ ッ ク に 水 道 水 を 安 定 的 に 供 給 す る た め の
配 水 幹 線 を 整 備 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 配 水 幹 線 整 備 事 業 （ 千 円 ）

河 辺 地 域 送 水 施 設 の 整 河 辺 地 域 に お け る 安 定 給 水 確 保 の た め 、 ろ 過 設 備
備 の な い 和 田 浄 水 場 を 廃 止 し 、 松 渕 浄 水 場 か ら 水 を 送

る た め の 送 水 管 や ポ ン プ な ど の 施 設 を 整 備 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 浄 水 場 施 設 改 良 事 業 （ 河 辺 地 域 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 河 辺 地 域 送 水 施 設 整 備 事 業 （ 千 円 ）

雄 和 地 域 送 配 水 管 等 の 雄 和 地 域 に お け る 安 定 給 水 確 保 の た め 、 老 朽 化 が
整 備 進 ん で い る 雄 和 地 域 の 浄 水 場 を 廃 止 し 、 仁 井 田 浄 水

場 か ら 送 水 す る た め の 送 配 水 施 設 を 整 備 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 仁 井 田 ・ 雄 和 送 水 施 設 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 雄 和 地 域 送 配 水 管 等 整 備 事 業 （ 千 円 ）
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［基本施策②］生活排水の適切な処理
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

汚 水 処 理 人 口 普 及 率 ９ ４ ． ６ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

公 共 下 水 道 の 整 備 汚 水 の 適 切 な 処 理 、 ト イ レ の 水 洗 化 と い っ た 生 活
環 境 の 改 善 や 、 河 川 な ど の 公 共 用 水 域 の 水 質 保 全 の
た め 、 計 画 的 に 事 業 を 推 進 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 公 共 下 水 道 管 渠 建 設 事 業 （ 河 辺 地 域 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 未 普 及 解 消 下 水 道 事 業 （ 千 円 ）

合 流 式 下 水 道 の 改 善 雨 天 時 汚 水 の 処 理 能 力 や 送 水 能 力 の 増 強 に よ り 、
未 処 理 下 水 の 放 流 回 数 と 汚 濁 負 荷 量 の 削 減 を は か る
ほ か 、 き ょ う 雑 物 除 去 装 置 を 設 置 す る な ど 、「 秋 田
市 合 流 式 下 水 道 緊 急 改 善 計 画 」 に 基 づ い た 改 善 対 策
を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 合 流 式 下 水 道 緊 急 改 善 事 業 （ 千 円 ）

処 理 場 の 将 来 検 討 今 後 、 老 朽 化 に よ る 改 築 更 新 が 必 要 と な る 公 共 下
水 道 お よ び 農 業 集 落 排 水 の 処 理 施 設 に つ い て 、 処 理
区 の 統 合 や 各 種 事 業 間 の 連 携 も 視 野 に 入 れ 、 経 済
性 、 効 率 性 を 考 慮 し た 将 来 計 画 を 検 討 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 八 橋 下 水 道 終 末 処 理 場 の あ り 方 に 関 す る 検 討

水 洗 化 率 の 向 上 下 水 道 へ の 接 続 に 関 し て 、 従 来 か ら 実 施 し て き た
郵 送 に よ る 依 頼 に 加 え 、 職 員 の 戸 別 訪 問 に よ る 依 頼
を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

農 業 集 落 排 水 の 整 備 農 業 用 用 排 水 の 水 質 改 善 、 農 業 用 用 排 水 施 設 の 機
能 維 持 お よ び 農 村 生 活 環 境 を 改 善 し 、 あ わ せ て 公 共
用 水 域 の 水 質 保 全 を は か る こ と を 目 的 に 、 金 足 処 理
区 の 整 備 を 行 う と と も に 、 老 朽 化 し た 処 理 施 設 の 機
能 回 復 を は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 農 業 集 落 排 水 事 業 （ 金 足 地 区 、 雄 和 新 波 地 区 ）
※ 太 平 ・ 柳 田 地 区 は 、 事 業 手 法 を 変 更 し 、 公 共 下 水

道 お よ び 市 設 置 型 浄 化 槽 に よ り 整 備 を 実 施
・ 汚 泥 減 量 化 促 進 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 金 足 農 業 集 落 排 水 事 業 （ 千 円 ）

浄 化 槽 の 整 備 生 活 排 水 に よ る 公 共 用 水 域 の 水 質 汚 濁 を 防 止 す る
と と も に 、 生 活 環 境 の 改 善 を は か る こ と を 目 的 に 、
秋 田 県 生 活 排 水 処 理 施 設 整 備 構 想 に 基 づ き 浄 化 槽 の
設 置 を 行 い ま す 。

生 活 環 境 の 保 全 と 公 衆 衛 生 の 向 上 の た め 、 下 水 道
認 可 区 域 、 農 業 集 落 排 水 整 備 地 域 お よ び 個 別 排 水 処
理 整 備 地 域 以 外 で 、 住 宅 に 浄 化 槽 を 設 置 す る 市 民 に
対 し て 、 設 置 費 用 を 助 成 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ 浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 （ 千 円 ）
・ 浄 化 槽 関 係 業 務 経 費 （ 千 円 ）
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２ 章 ２ 節 ４ 項 道 路 整 備 の 推 進
【 基 本 方 針 】
○ 市 域 に お け る 道 路 網 全 体 と し て の 機 能 が 発 揮 さ れ る よ う 整 備 を 進 め る ほ

か 、 道 路 の 安 全 性 の 確 保 、 バ リ ア フ リ ー な ど の 機 能 性 の 向 上 に つ と め る と
と も に 、 既 存 道 路 に つ い て も 適 切 な 維 持 管 理 に つ と め ま す 。

［基本施策①］幹線道路の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

都 市 計 画 道 路 の 整 備 率 ７ ５ ． ０ ％
（ 整 備 延 長 ／ 計 画 延 長 ） (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

都 市 計 画 道 路 の 整 備 都 市 の 骨 格 を な す 都 心 ・ 市 街 地 ・ 外 周 部 の 三 環 状
道 路 と こ れ ら を 結 ぶ 放 射 状 道 路 を 軸 に 、 道 路 ネ ッ ト
ワ ー ク の 強 化 ・ 充 実 を は か る た め 、 都 市 計 画 道 路 を
整 備 す る と と も に 、 秋 田 県 が 事 業 主 体 と な っ て 行 う
都 市 計 画 道 路 の 整 備 費 用 の 一 部 を 負 担 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 県 施 行 街 路 事 業 負 担 金 （ 合 併 支 援 道 路 関 連 ）
・ 街 路 事 業 （ 割 山 南 浜 線 ）
・ 幹 線 道 路 整 備 事 業 （ 大 浜 上 新 城 線 、 石 川 和 田 駅

線 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 幹 線 道 路 整 備 事 業 （ 割 山 南 浜 線 ）（ 千 円 ）
・ 街 路 事 業 （ 外 旭 川 新 川 線 、 泉 外 旭 川 線 、 千 秋 久 保

田 町 線 ）（ 千 円 ）
・ 県 施 行 街 路 事 業 負 担 金 （ 千 円 ）

国 道 整 備 の 促 進 国 の 直 轄 事 業 で あ る 国 道 の 整 備 促 進 に 向 け た 取 組
を 進 め ま す 。
（ 国 道 ７ 号 下 浜 道 路 、 秋 田 南 バ イ パ ス 、 国 道 13号 河
辺 拡 幅 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策②］地域内道路の整備と維持管理
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

道 路 整 備 状 況 の 満 足 度 ６ ９ ． ８ ％
(２ ０ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

地 域 内 道 路 の 整 備 高 齢 者 ､障 が い 者 を 含 む す べ て の 人 に 安 全 で 快 適 な
道 路 環 境 を 提 供 す る た め ､道 路 の 拡 幅 ･線 形 ･交 差 点 な
ど の 改 良 お よ び 舗 装 新 設 を 行 う と と も に 、 老 朽 化 が
著 し い 橋 り ょ う の 架 け 替 え を 進 め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 道 路 改 良 事 業 （ 東 萱 森 線 、 鹿 野 戸 安 養 寺 線 、 中 の

沢 線 、 前 田 １ 号 線 、 芝 野 橋 線 ）
・ 橋 り ょ う 整 備 事 業 本 田 妙 法 線 本 田 橋
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 道 路 改 良 事 業 （ 市 道 牛 島 西 二 丁 目 １ 号 線 ほ か ）

（ 千 円 ）
・ 橋 り ょ う 整 備 事 業 （ 本 田 橋 ）（ 千 円 ）

電 線 共 同 溝 の 整 備 安 全 で 快 適 な 歩 行 空 間 と 災 害 時 の 緊 急 輸 送 路 を 確
保 す る と と も に 、 都 市 景 観 の 向 上 を は か る た め 、 電
線 類 の 無 電 柱 化 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 電 線 共 同 溝 整 備 事 業 （ 秋 田 環 状 １ 号 線 、 川 尻 広

面 線 ）（ 千 円 ）
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道 路 の 維 持 補 修 道 路 機 能 を 保 持 し 、 安 全 に 通 行 で き る 空 間 を 確 保
す る た め 、 橋 り ょ う や 地 下 道 、 側 溝 な ど の 道 路 施 設
を 適 切 に 補 修 ・ 改 良 す る こ と に よ り 、 施 設 の 保 全 と
延 命 化 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 道 路 維 持 修 繕 事 業 （ 川 尻 八 橋 線 ほ か ）（ 千

円 ）
・ 側 溝 改 良 事 業 （ 仁 井 田 新 田 二 丁 目 ５ 号 線 ほ か ）

（ 千 円 ）
・ 道 路 橋 長 寿 命 化 修 繕 計 画 策 定 事 業 （ 千 円 ）

道 路 の 緑 化 整 備 街 路 樹 の 適 切 な 維 持 管 理 に よ り ､都 市 の 景 観 向 上 や
環 境 保 全 、 交 通 安 全 な ど 、 道 路 利 用 者 や 沿 線 住 民 に
快 適 な 緑 の 空 間 を 提 供 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 道 路 緑 化 整 備 事 業 （ 千 円 ）
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２ 章 ２ 節 ５ 項 交 通 機 能 の 充 実
【 基 本 方 針 】
○ 秋 田 港 に お け る シ ー ア ン ド レ ー ル 構 想 を 推 進 す る と と も に 、 幹 線 道 路 、 鉄

道 、 航 路 お よ び 航 空 路 な ど 広 域 交 通 機 能 の 充 実 を は か り ま す 。
○ 交 通 に よ る 環 境 負 荷 の 軽 減 に つ な が る 公 共 交 通 の 利 用 を 促 進 す る と と も

に 、 誰 も が 利 用 し や す い 公 共 交 通 の 実 現 と 市 民 の 移 動 手 段 の 確 保 に つ と め
ま す 。

［基本施策①］広域交通機能の向上
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

鉄 道 の 充 実 鉄 道 機 能 の 充 実 を は か る た め 、 県 や 沿 線 の 市 町 村
と 連 携 を は か り 、 在 来 線 で あ る 奥 羽 ・ 羽 越 両 本 線 に
お け る 高 速 化 と 複 線 化 を 働 き か け る と と も に 、 泉 ・
外 旭 川 地 区 へ の 新 駅 に つ い て 検 討 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 泉 ・ 外 旭 川 新 駅 （ 仮 称 ） の 需 要 予 測 等 調 査 （

千 円 ）
秋 田 港 の 充 実 秋 田 港 の 利 用 促 進 を は か る た め 、 県 と と も に 港 湾

整 備 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 県 施 工 秋 田 港 湾 整 備 事 業 負 担 金 （ 千 円 ）

秋 田 空 港 の 充 実 秋 田 空 港 の 国 際 化 や 空 港 機 能 の 充 実 を は か る た
め 、 秋 田 － ソ ウ ル 間 の 国 際 定 期 便 の 利 用 を 促 進 す る
と と も に 、 全 国 の 空 港 所 在 市 町 村 と 連 携 を は か り 、
国 内 外 の 航 空 ネ ッ ト ワ ー ク の 維 持 と 充 実 を 働 き か け
ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 秋 田 臨 空 地 区 物 流 機 能 拡 充 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・

［基本施策②］公共交通ネットワークの強化
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

バ ス 案 内 サ ー ビ ス 年 間 ア ク セ ス ２ ２ ９ ， ２ ６ ８ 件
件 数 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 過 度 な マ イ カ ー 依 存 か ら 脱 し 、 交 通 に よ る 環 境 負
の 強 化 荷 を 軽 減 す る た め 、 (仮 称 )北 部 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ

ー へ の バ ス 乗 り 入 れ や バ ス 情 報 提 供 の 充 実 な ど に よ
り 、 交 通 結 節 点 に お け る 乗 り 継 ぎ の 利 便 性 向 上 と 公
共 交 通 の 利 用 促 進 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策③］バス交通機能の確保
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

年 間 利 用 者 数 7,744 ,46 8人
(２ １ 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

市 民 の 移 動 手 段 の 確 保 秋 田 市 公 共 交 通 政 策 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、 地 域 特 性
や 利 用 状 況 に 応 じ た 公 共 交 通 体 系 や 高 齢 社 会 に お け
る バ ス 利 用 の 利 便 性 向 上 に つ い て 検 討 す る と と も
に 、 郊 外 部 に お け る 不 採 算 路 線 に つ い て 、 市 が 事 業
主 体 と な る マ イ タ ウ ン ・ バ ス を 運 行 す る こ と に よ
り 、 市 民 の 移 動 手 段 の 確 保 を は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ バ ス 交 通 総 合 改 善 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ バ ス 交 通 総 合 改 善 事 業 （ 千 円 ）

生 活 バ ス 路 線 の 維 持 生 活 バ ス 路 線 は 、 市 民 生 活 を 支 え る 重 要 な 移 動 手
段 で あ る こ と か ら 、 バ ス 事 業 者 に 対 し て 路 線 再 編 や
利 便 性 向 上 を 促 す と と も に 、 運 行 に か か る 経 費 の 一
部 を 補 助 し 、 市 民 の 移 動 手 段 の 確 保 を は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 地 方 バ ス 路 線 維 持 対 策 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 方 バ ス 路 線 維 持 対 策 事 業 （ 千 円 ）
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２ 章 ２ 節 ６ 項 情 報 通 信 環 境 の 充 実
【 基 本 方 針 】
○ 情 報 通 信 環 境 整 備 を 適 切 に 進 め る た め 、 通 信 事 業 者 な ど と 連 携 を 密 に し 、

技 術 開 発 の 状 況 な ど を 見 据 え な が ら 広 く 方 策 を 検 討 し て い く こ と で 、 よ り
多 く の 市 民 が 情 報 通 信 技 術 発 展 の 恩 恵 を 享 受 で き る よ う に 取 り 組 み ま す 。

［基本施策①］情報通信環境の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

ブ ロ ー ド バ ン ド 契 約 世 帯 割 合 （ 確 認 中 ）
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

情 報 通 信 基 盤 の 整 備 促 情 報 通 信 技 術 の 進 展 に よ り 、 快 適 で 便 利 な 市 民 生
進 活 を 送 る う え で の 重 要 性 が 高 ま る 一 方 、 地 域 や 市 民

の 情 報 通 信 環 境 に 格 差 が 生 じ て い る こ と か ら 、 関 係
機 関 と 協 力 し 、 市 内 の 情 報 通 信 基 盤 の 整 備 促 進 に つ
と め ま す 。

ま た 、 テ レ ビ 視 聴 に か か る 市 内 の 情 報 格 差 を 無 く
す た め 、 デ ジ タ ル 化 に よ り 新 た に 発 生 す る テ レ ビ 難
視 聴 地 域 に お け る 共 同 受 信 施 設 の 整 備 を 進 め 、 テ レ
ビ 難 視 聴 地 域 の 解 消 に つ と め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ ケ ー ブ ル テ レ ビ 施 設 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 上 デ ジ タ ル 放 送 移 行 対 策 （ 千 円 ）
・ テ レ ビ 難 視 聴 解 消 事 業 （ 千 円 ）
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３章 健康で安全安心に暮らせるまち
１節 安全な生活の実現

節 項 基本施策 施策

１ －
１危機管理体制の
確立

－
①危機管理体制の構築
と防災拠点の整備

－

○防災体制の整備
○防災機能の整備
○危機管理体制の充実強化
○防災情報の提供
○市民防災活動の促進
○災害ボランティアの受入体制の確保
○災害時要援護者情報の提供
○緑やオープンスペースの整備・確保
○災害対応体制の充実

－
②水害・土砂災害対策
の実施

－

○河川の改修と環境整備
○国、県管理河川の整備促進
○急傾斜地崩壊対策の促進
○浸水対策の実施

－
③大規模事故の予防策
の整備

－
○危険物施設などの査察の徹底と自主保安管理体
制への指導

－
④健康危機の防止体制
の整備

－
○健康危機への対応力の強化
○新興感染症対策の強化

－
２雪に強いまちの
確立

－
①雪に強いまちづくり
の推進

－
○歩道消融雪設備の整備
○融雪施設の改良
○防雪柵等の整備

－
②地域における除排雪
体制の構築

－ ○除排雪機械などの貸し出し

－ ③道路除排雪の実施 －
○効率的な道路除排雪の実施
○除排雪関連情報の収集

－
３防犯・交通安全
体制の確立

－ ①地域防犯の強化 －
○防犯活動の推進
○町内防犯灯の設置と維持管理に対する支援

－ ②交通安全対策の実施 －
○交通安全対策の推進
○放置自転車対策の推進
○交通安全施設等の整備
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３ 章 １ 節 １ 項 危 機 管 理 体 制 の 確 立
【 基 本 方 針 】
○ 関 係 機 関 を は じ め と す る 広 域 的 な 連 携 や 、 民 間 企 業 ・ Ｎ Ｐ Ｏ な ど と の 防 災

協 定 の 拡 充 な ど 、 様 々 な 災 害 や 危 機 に 対 応 可 能 な 体 制 を 構 築 す る ほ か 、 雨
水 管 整 備 な ど を 計 画 的 に 進 め る と と も に 、 各 種 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 や 災
害 の 種 別 に 応 じ た 緊 急 救 援 物 資 の 備 蓄 を 進 め ま す 。

○ 地 域 で の 防 災 力 を 高 め る た め 、 情 報 伝 達 環 境 を 充 実 さ せ る ほ か 、 防 災 へ の
意 識 啓 発 を 行 う と と も に 、 自 主 防 災 組 織 の 活 性 化 を は か り 、 行 政 ・ 関 係 機
関 ・ 地 域 が 一 体 と な っ て 地 域 防 災 を 支 え る 体 制 づ く り に 取 り 組 み ま す 。

○ 防 災 機 能 の 整 備 や 、 防 災 拠 点 空 間 と し て の 活 用 を 視 野 に 入 れ た 整 備 を 行 う
と と も に 、 地 域 防 災 を 支 え る 体 制 づ く り の 基 盤 と し て 、 良 好 な 都 市 環 境 の
創 造 と 保 全 を 行 い 、 安 全 で 災 害 に 強 い ま ち づ く り を 進 め ま す 。

［基本施策①］危機管理体制の構築と防災拠点の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
自 主 防 災 組 織 な ど に よ る 防 災 訓
練 参 加 者 数 １ ， ７ ６ ８ 人

(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

防 災 体 制 の 整 備 本 市 の 防 災 活 動 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た
め 、 高 齢 化 の 進 行 や 都 市 構 造 の 変 化 に 的 確 に 対 応 し
な が ら 、 市 の 災 害 対 応 の 中 心 と な る 災 害 対 策 本 部 の
機 動 性 の 確 保 や 関 係 機 関 と の 連 携 を 強 化 す る と と も
に 、 緊 急 救 援 物 資 の 供 給 な ど 各 種 団 体 や 企 業 と の 援
助 協 定 に よ る 応 援 体 制 の 強 化 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 広 域 避 難 標 識 整 備 経 費 （ 千 円 ）

防 災 機 能 の 整 備 市 と 地 域 が 一 体 と な っ て 防 災 活 動 が 行 え る 環 境 を
整 備 す る た め 、 自 主 防 災 組 織 に 対 す る 防 災 資 機 材 の
助 成 を 行 う ほ か 、 災 害 が 発 生 し た 直 後 の 市 民 の 生 活
を 維 持 す る た め 、 非 常 食 を は じ め と す る 生 活 用 品 な
ど の 緊 急 救 援 物 資 を 、 人 口 割 合 や 年 齢 構 成 な ど の 地
域 特 性 を 考 慮 し て 、 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー や コ ミ ュ
ニ テ ィ セ ン タ ー な ど の 公 共 施 設 へ 分 散 備 蓄 す る と と
も に 、 災 害 用 ト イ レ の 設 置 な ど 、 公 共 施 設 へ の 防 災
機 能 の 整 備 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 災 害 対 策 緊 急 救 援 物 資 備 蓄 事 業 （ 千 円 ）

危 機 管 理 体 制 の 充 実 強 市 民 生 活 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す 事 件 や 事 故 な ど の
化 様 々 な 危 機 か ら 市 民 の 生 命 や 財 産 を 守 る た め 、 危 機

管 理 計 画 に 基 づ き 、 危 機 の 未 然 防 止 に つ と め る と と
も に 、 全 庁 統 一 的 な 即 応 体 制 の 強 化 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

防 災 情 報 の 提 供 平 常 時 か ら の 防 災 意 識 の 向 上 と 警 戒 時 の 安 全 で 的
確 な 避 難 行 動 を 実 現 す る た め 、 災 害 危 険 区 域 や 避 難
場 所 な ど 地 域 の 防 災 情 報 を 盛 り 込 ん だ ハ ザ ー ド マ ッ
プ を 作 成 し 、 市 民 へ の 周 知 を は か り ま す 。

ま た 、 迅 速 で 確 実 な 各 種 防 災 情 報 の 提 供 と 共 有 の
た め 、 防 災 ネ ッ ト あ き た を よ り 高 度 化 す る ほ か 、 防
災 行 政 無 線 な ど の 情 報 伝 達 手 段 の 整 備 に つ と め ま
す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 防 災 行 政 無 線 整 備 事 業 （ 千 円 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 成 （ 千 円 ）
・ 災 害 時 情 報 提 供 シ ス テ ム 運 用 経 費 （ 千 円 ）

市 民 防 災 活 動 の 促 進 市 と 地 域 が 一 体 と な っ た 救 護 や 救 援 を 行 え る 組 織
の 育 成 と 強 化 を は か る た め 、 市 民 へ の 広 報 活 動 な ど
に よ り 、 若 年 層 を 含 め た 自 主 防 災 組 織 の 結 成 を 促 す
と と も に 、 地 域 特 性 に 応 じ た 防 災 活 動 や 組 織 の 活 性
化 な ど に 関 す る 個 別 指 導 を は じ め 、 各 種 防 災 研 修 会
や 防 災 訓 練 な ど を 通 じ て 、 市 民 が 主 体 と な っ た 防 災
活 動 の 促 進 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 自 主 防 災 組 織 育 成 事 業 （ 千 円 ）
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災 害 ボ ラ ン テ ィ ア の 受 災 害 時 に 被 災 者 支 援 を 行 う ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 拠
入 体 制 の 確 保 点 と し て 、 関 係 機 関 と の 連 携 を は か り な が ら 、 秋 田

市 社 会 福 祉 協 議 会 を 中 心 と し た 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ
ン タ ー を 設 置 し 、 炊 き 出 し 、 食 事 の 提 供 、 災 害 支 援
物 資 の 仕 分 け な ど を 行 う 一 般 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 を
支 援 し ま す 。

ま た 、 医 療 活 動 や 建 物 の 応 急 危 険 度 判 定 な ど を 行
う 専 門 ボ ラ ン テ ィ ア の 受 入 窓 口 を 開 設 す る と と も
に 、 そ の 活 動 を 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

災 害 時 要 援 護 者 情 報 の 障 が い 者 や 要 介 護 認 定 者 、 ひ と り 暮 ら し 高 齢 者 な
提 供 ど の 災 害 時 要 援 護 者 に 関 す る 情 報 を 自 主 防 災 組 織 お

よ び 町 内 会 、 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 に 提 供 し 、 災 害 時
の 避 難 支 援 活 動 に 役 立 て ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 福 祉 計 画 推 進 経 費 （ 災 害 時 要 援 護 者 の 避 難 支

援 プ ラ ン 関 係 経 費 分 ）（ 千 円 ）
緑 や オ ー プ ン ス ペ ー ス 災 害 時 の 避 難 場 所 や 救 護 活 動 の 拠 点 と し て 、 ま
の 整 備 ・ 確 保 た 、 市 街 地 火 災 時 の 延 焼 防 止 機 能 な ど 、 防 災 上 、 有

効 な 施 設 と し て 活 用 す る た め 、 都 市 公 園 を は じ め 、
緑 や オ ー プ ン ス ペ ー ス の 整 備 ・ 確 保 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

災 害 対 応 体 制 の 充 実 災 害 発 生 時 に お け る 被 害 の 軽 減 を は か る た め 、 災
害 規 模 に 応 じ 、 消 防 相 互 応 援 協 定 や 緊 急 消 防 援 助 隊
受 援 体 制 な ど を 有 効 に 活 用 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策②］水害・土砂災害対策の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し ( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

河 川 の 改 修 と 環 境 整 備 流 下 能 力 の 向 上 を は か る た め 、 準 用 河 川 な ど に つ
い て 改 修 を 行 い ま す 。 ま た 、 大 雨 時 の 水 害 防 止 と 川
沿 い の 環 境 整 備 を は か る た め 、 河 道 閉 塞 部 の 浚 せ つ
な ど を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 河 川 改 修 事 業 （ 普 通 河 川 古 川 ）（ 千 円 ）
・ 河 川 環 境 整 備 事 業 （ 千 円 ）

国 、 県 管 理 河 川 の 整 備 国 、 県 管 理 で あ る １ 、 ２ 級 河 川 の 整 備 促 進 に 向 け
促 進 た 取 組 を 進 め ま す 。

（ 雄 物 川 、 新 城 川 ほ か ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 の 促 急 傾 斜 地 の 崩 壊 に よ る 土 砂 災 害 を 未 然 に 防 止 す る
進 た め 、 擁 壁 工 事 や 法 面 工 事 な ど の 対 策 工 事 の 促 進 に

つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 県 施 行 急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 負 担 金 （ 寺 内 大 小 路

ほ か ）（ 千 円 ）
浸 水 対 策 の 実 施 雨 水 管 や 雨 水 貯 留 浸 透 施 設 の 整 備 な ど 、 集 中 豪 雨

に よ り 発 生 す る 浸 水 被 害 へ の 対 策 を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 浸 水 対 策 下 水 道 事 業 （ 秋 田 地 域 ）（ 千 円 ）

［基本施策③］大規模事故の予防策の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

国 へ 報 告 を 要 す る 危 険 物 事 故 等 ０ ． ４ ％
の 発 生 割 合 (２ １ 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

危 険 物 施 設 な ど の 査 察 危 険 物 施 設 や 石 油 コ ン ビ ナ ー ト 施 設 の 査 察 を 徹 底
の 徹 底 と 自 主 保 安 管 理 し 、 防 災 管 理 者 な ど に 対 す る 自 主 保 安 管 理 体 制 を 強
体 制 へ の 指 導 化 す る と と も に 、 企 業 と の 連 携 を は か り 、 危 険 物 災

害 の 未 然 防 止 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策④］健康危機の防止体制の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

危 機 管 理 訓 練 の 回 数 ３ 回
(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

健 康 危 機 へ の 対 応 力 の 「 秋 田 市 保 健 所 危 機 管 理 基 本 指 針 」 に 基 づ き 整 備
強 化 し た マ ニ ュ ア ル を 適 宜 見 直 し 、 模 擬 訓 練 を 実 施 し 実

効 性 を 確 保 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

新 興 感 染 症 対 策 の 強 化 「 新 興 感 染 症 対 応 マ ニ ュ ア ル 」 を 適 宜 見 直 す と と
も に 、 訓 練 な ど に よ り 体 制 を 整 え 、 関 係 機 関 と 連 携
を は か り ま す 。 ま た 、 感 染 症 発 生 時 に 疫 学 調 査 ・ 情
報 収 集 な ど 専 門 的 対 応 が で き る 人 材 を 育 成 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 感 染 症 予 防 事 業 （ 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ・ 新 型 イ ン フ

ル エ ン ザ 対 策 )（ 千 円 ）
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３ 章 １ 節 ２ 項 雪 に 強 い ま ち の 確 立
【 基 本 方 針 】
○ 除 排 雪 機 械 の 台 数 確 保 や 道 路 区 分 に 応 じ て 作 業 の 優 先 順 位 を 設 定 す る な

ど 、 効 率 的 か つ 効 果 的 な 除 排 雪 作 業 に つ と め る と と も に 、 堆 雪 場 の 適 正 配
置 を は じ め と す る 雪 国 に 適 し た 雪 対 策 施 設 の 整 備 を 進 め ま す 。

○ 市 民 一 人 ひ と り が 担 う 役 割 と 責 任 を 明 確 に し 、 と も に 支 え あ い 、 助 け あ う
地 域 づ く り の 必 要 性 に つ い て 市 民 の 理 解 を 得 な が ら 、 行 政 、 関 係 機 関 、 地
域 が 一 体 と な っ た 雪 に 強 い ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。

［基本施策①］雪に強いまちづくりの推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

融 雪 施 設 改 修 箇 所 ９ か 所
(１ ８ ～ ２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

歩 道 消 融 雪 設 備 の 整 備 冬 期 の 安 全 で 快 適 な 歩 行 者 空 間 を 確 保 す る た め 、
消 融 雪 施 設 が 整 備 さ れ た 歩 道 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 推
進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 歩 道 消 融 雪 設 備 整 備 事 業 （ 中 通 本 線 ほ か ）（

千 円 ）
融 雪 施 設 の 改 良 坂 道 な ど に 設 置 さ れ て い る 融 雪 施 設 の 機 能 維 持 を

は か る た め 、 老 朽 化 し た 施 設 の 補 修 や 改 良 を 行 い ま
す 。

ま た 、 交 通 量 な ど 社 会 情 勢 に 変 化 が あ っ た 場 合 に
は 、 融 雪 施 設 の 整 備 や そ の あ り 方 に つ い て 検 討 し ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 融 雪 施 設 改 良 事 業 （ 新 屋 浜 田 線 ほ か ）（ 千
円 ）

防 雪 柵 等 の 整 備 冬 期 に お け る 道 路 の 吹 き 溜 ま り な ど の 防 止 や 視 程
障 害 の 緩 和 を は か る た め 、 防 雪 柵 を 整 備 し 、 車 両 お
よ び 歩 行 者 の 通 行 の 安 全 を 確 保 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 防 雪 柵 等 整 備 事 業 （ 四 ツ 小 屋 大 通 １ 号 線 ほ か ）
（ 千 円 ）

［基本施策②］地域における除排雪体制の構築
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

除 排 雪 機 械 の 貸 出 件 数 １ ４ 件
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

除 排 雪 機 械 な ど の 貸 し 町 内 会 や 地 域 が 共 同 で 排 雪 作 業 を 行 う 際 に 、 ダ ン
出 し プ ト ラ ッ ク ま た は 積 み 込 み 機 械 の い ず れ か を 無 償 で

貸 し 出 す ほ か 、 生 活 道 路 や 歩 道 除 雪 を 実 施 す る 町 内
会 な ど に 対 し 、 ハ ン ド ガ イ ド 式 小 型 ロ ー タ リ 除 雪 機
な ど を 貸 し 出 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 冬 み ち 安 全 安 心 対 策 除 雪 強 化 事 業

［基本施策③］道路除排雪の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

道 路 の 除 雪 に 関 す る 市 民 の 満 足 ４ ０ ． ２ ％
度 (２ ０ 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

効 率 的 な 道 路 除 排 雪 の 安 全 で 円 滑 な 冬 期 道 路 交 通 と 歩 行 者 空 間 を 確 保 す
実 施 る た め 、 適 正 な 機 械 の 配 備 や 堆 雪 場 の 配 置 な ど に よ

り 作 業 効 率 の 向 上 を は か る ほ か 、 除 雪 車 両 の 出 動 基
準 や 排 雪 作 業 の 実 施 基 準 を 定 め た 道 路 除 排 雪 の 基 本
計 画 に 基 づ き 、 早 期 除 雪 と 計 画 的 な 排 雪 作 業 を 実 施
し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 除 排 雪 関 係 経 費 （ 千 円 ）

除 排 雪 関 連 情 報 の 収 集 市 内 各 地 域 に 居 住 す る 市 職 員 が 地 域 情 報 員 と し て ､
雪 に 関 す る 情 報 収 集 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・
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３ 章 １ 節 ３ 項 防 犯 ・ 交 通 安 全 体 制 の 確 立
【 基 本 方 針 】
○ 「 自 分 た ち の 地 域 は 自 分 た ち で 守 る 」 と い う 地 域 防 犯 意 識 の 高 揚 を は か る

た め 、 市 民 一 人 ひ と り の 意 識 啓 発 に つ と め ま す 。
○ 警 察 、 市 、 地 域 な ど が そ れ ぞ れ の 役 割 を 果 た し な が ら 、 緊 密 に 連 携 し 、 効

果 的 な 防 犯 活 動 に 取 り 組 む と と も に 、 防 犯 体 制 の さ ら な る 強 化 に つ と め ま
す 。

［基本施策①］地域防犯の強化
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

防 犯 灯 設 置 数 ２ ８ ， １ ２ ３ 灯
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

防 犯 活 動 の 推 進 安 全 で 安 心 な 地 域 社 会 を 実 現 す る た め 、 防 犯 意 識
の 普 及 ・ 啓 発 に つ と め ま す 。 ま た 、 自 主 的 な 防 犯 活
動 を 実 施 す る 団 体 の 活 動 を 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 防 犯 活 動 推 進 経 費 （ 千 円 ）

町 内 防 犯 灯 の 設 置 と 維 夜 間 通 行 の 安 全 と 犯 罪 防 止 の た め 、 防 犯 灯 の 設 置
持 管 理 に 対 す る 支 援 を 進 め ま す 。 設 置 に あ た っ て は 、 環 境 に 配 慮 し Ｌ Ｅ

Ｄ 防 犯 灯 の 導 入 も 含 め 整 備 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ま ち あ か り ・ ふ れ あ い 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ 町 内 防 犯 灯 整 備 事 業 （ 千 円 ）
・（ 仮 称 ） 秋 田 市 防 犯 灯 L E D 化 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］交通安全対策の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

交 通 事 故 死 者 数 ９ 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

交 通 安 全 対 策 の 推 進 地 域 の 交 通 安 全 を 担 う 秋 田 市 交 通 指 導 隊 の 活 動 を
推 進 す る と と も に 、 各 種 団 体 と 連 携 を は か り 、 効 果
的 な 交 通 安 全 活 動 を 展 開 し ま す 。

ま た 、 幼 児 お よ び 高 齢 者 な ど を 対 象 に し た 交 通 安
全 教 室 を 実 施 し 、 交 通 安 全 思 想 の 普 及 ・ 啓 発 を は か
り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 交 通 安 全 対 策 経 費 （ 千 円 ）

放 置 自 転 車 対 策 の 推 進 自 転 車 等 放 置 禁 止 ・ 規 制 区 域 を は じ め 公 共 の 場 所 に
お け る 自 転 車 の 放 置 防 止 に 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 自
転 車 等 駐 車 場 の 適 切 な 管 理 ・ 運 営 を 行 い 、 良 好 な 都
市 環 境 の 確 保 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 放 置 自 転 車 対 策 等 経 費 （ 千 円 ）

交 通 安 全 施 設 等 の 整 備 交 通 事 故 の 減 少 と 交 通 安 全 の 確 保 を は か る た め 、
カ ー ブ ミ ラ ー や 道 路 照 明 灯 な ど 交 通 安 全 施 設 の 整 備
を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 交 通 安 全 施 設 等 整 備 事 業 （ 千 円 ）
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３章 健康で安全安心に暮らせるまち
２節 安心して暮らせる毎日の実現

節 項 基本施策 施策

２ －
１健全な消費・生
活衛生環境の確保

－ ①消費者支援の実施 －
○消費者教育や啓発の実施
○消費生活相談の実施
○公正な取引の確保

②良好な生活衛生環境
の確保

－
○食品の安全性および信頼性の確保
○生活衛生関係営業施設等の衛生の確保
○動物の愛護管理の推進

③食育の推進 －
○妊婦や乳幼児の保護者への食育の推進
○児童生徒への食育の推進
○市民の「食」・「農」に関する理解の向上

－
２保健・医療体制
の充実

－
①地域保健・医療体制
の充実

－
○市民の健康づくりの推進
○市民の健康づくり活動への支援
○市立秋田総合病院の医療体制の充実

－ ②疾病の予防策の実施 －
○各種検診の推進
○健康教育・健康相談の推進

－ ③感染症対策の実施 －
○感染症予防知識の普及と発生時の対応
○予防接種の充実

④自殺対策の推進 －
○総合的な自殺対策の推進
○地域における自殺対策力の強化

－
３消防・救急体制
の充実

－ ①火災予防の促進 －

○住宅防火対策の推進
○放火されない環境づくりの推進
○査察体制の強化
○火災原因調査体制の充実強化

－ ②消防体制の整備 －
○消防力の強化
○消防団組織の充実強化
○無線のデジタル化と指令システムの強化

－
③救急・救命体制の整
備

－
○救急・救命体制の強化
○メディカルコントロール体制の充実
○市民への応急手当の普及・啓発

－
４社会保障制度の
確保

－
①生活保護の適正実施
と自立支援の促進

－
○生活保護の適正実施
○自立支援プログラムの策定・実施

－
②介護保険の適正な運
営

－

○適正な介護保険給付の推進
○公平・公正かつ適切な要介護認定の推進
○介護保険の普及・啓発
○家族介護用品の支給

－
③国民健康保険の健全
な運営

－
○収納率向上対策の推進
○医療費適正化対策の推進
○国民健康保険加入者への保健事業の実施

－
④国民年金事務の適正
な処理

－ ○国民年金事務の適正な処理と制度の周知
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３ 章 ２ 節 １ 項 健 全 な 消 費 ・ 生 活 衛 生 環 境 の 確 保
【 基 本 方 針 】
○ 消 費 者 ト ラ ブ ル の 未 然 防 止 に つ と め る ほ か 、 消 費 者 が 主 体 的 に 判 断 で き る

よ う 、 知 識 習 得 機 会 の 拡 大 や 相 談 体 制 の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。
○ 施 設 の 監 視 指 導 や 検 査 、 正 し い 情 報 の 提 供 に つ と め 、 食 品 な ど に 対 す る 信

頼 と 安 全 性 を 確 保 す る と と も に 、 適 正 飼 養 の 啓 発 や 動 物 に よ る 危 害 防 止 対
策 を 推 進 し ま す 。

○ 自 己 の 健 康 管 理 に 役 立 て て い け る よ う 、 食 事 指 導 や 個 別 相 談 、 食 育 の 推 進
な ど 、 食 生 活 に 関 す る 正 し い 知 識 の 普 及 に つ と め ま す 。

［基本施策①］消費者支援の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

出 前 講 座 開 催 件 数 ３ ０ 回
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

消 費 者 教 育 や 啓 発 の 実 消 費 者 ト ラ ブ ル を 未 然 に 防 止 す る た め 、 消 費 者 教
施 育 ・ 消 費 者 啓 発 を 積 極 的 に 実 施 し 、 消 費 生 活 に 関 す

る 知 識 の 普 及 に つ と め ま す 。
ま た 、 啓 発 事 業 の 推 進 を は か る た め 、 消 費 者 団 体 と
の 連 携 を 強 化 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 消 費 者 行 政 活 性 化 事 業 （ 千 円 ）

消 費 生 活 相 談 の 実 施 複 雑 化 、 広 域 化 す る 悪 質 商 法 な ど の 消 費 者 ト ラ ブ ル
か ら 市 民 を 守 る た め 、 相 談 体 制 の 充 実 を は か る ほ
か 、 警 察 ・ 弁 護 士 会 な ど 関 係 機 関 と の 連 携 を 強 化 し
て 迅 速 な 対 応 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 消 費 者 行 政 管 理 費 （ 千 円 ）

公 正 な 取 引 の 確 保 表 示 の 適 正 化 や 適 切 な 苦 情 処 理 の 推 進 に つ い て 、 関
係 機 関 と 連 携 を は か り 、 消 費 者 と 事 業 者 の 公 正 な 取
り 引 き が 確 保 さ れ る よ う つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 消 費 者 行 政 管 理 費 （ 千 円 ）（ 再 掲 ）

［基本施策②］良好な生活衛生環境の確保
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

食 品 関 係 重 点 監 視 施 設 の 監 視 率 ９ ３ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

食 品 の 安 全 性 お よ び 信 食 品 の 製 造 施 設 や 販 売 施 設 な ど の 監 視 指 導 や 流 通
頼 性 の 確 保 し て い る 食 品 の 検 査 を 計 画 的 に 実 施 し 、 安 全 性 を 確

保 し ま す 。 ま た 、 消 費 者 ・ 事 業 者 へ の 食 品 衛 生 知 識
の 普 及 啓 発 に つ と め 、 食 品 に 対 す る 信 頼 性 を 高 め ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 衛 生 検 査 管 理 費 （ 食 品 衛 生 関 係 ）（ 千 円 ）
・ 食 肉 衛 生 検 査 所 運 営 管 理 費 （ 千 円 ）

生 活 衛 生 関 係 営 業 施 設 理 ・ 美 容 所 、 公 衆 浴 場 な ど へ の 監 視 指 導 を 実 施
等 の 衛 生 の 確 保 し 、 事 業 者 の 自 主 的 な 衛 生 管 理 意 識 の 向 上 を は か り

ま す 。 ま た 、 衛 生 害 虫 や 住 ま い の 環 境 に 関 す る 情 報
提 供 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 衛 生 検 査 管 理 費 （ 生 活 衛 生 関 係 ）（ 千 円 ）

動 物 の 愛 護 管 理 の 推 進 飼 い 方 教 室 な ど を 通 じ て 動 物 適 正 飼 養 の 普 及 啓 発
を は か り 、 狂 犬 病 予 防 を は じ め と し た 危 害 防 止 対 策
を 推 進 す る と と も に 動 物 の 衛 生 管 理 意 識 の 向 上 に つ
と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・（ 仮 称 ） 動 物 の 愛 護 管 理 事 業 （ 千 円 ）
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［基本施策③］食育の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

朝 食 を 食 べ な い 児 童 の 割 合 ２ ． ２ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

妊 婦 や 乳 幼 児 の 保 護 者 妊 婦 や 乳 幼 児 の 保 護 者 が 、 望 ま し い 食 習 慣 を 身 に
へ の 食 育 の 推 進 つ け る こ と が で き る よ う 、 食 事 指 導 や 個 別 相 談 な ど

を 行 い 、 安 心 し て 子 育 て が で き る 食 育 を 推 進 し ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 栄 養 指 導 事 業 （ 千 円 ）

児 童 生 徒 へ の 食 育 の 推 児 童 生 徒 の 心 身 の 健 康 増 進 を は か る と と も に 、 豊
進 か な 人 間 性 な ど 「 生 き る 力 」 の 基 礎 を 培 う た め 、 正

し い 食 習 慣 の 指 導 を は じ め と す る 食 育 の 推 進 に つ と
め ま す 。

ま た 、 市 民 一 人 ひ と り が 食 育 の 大 切 さ を 考 え る 契
機 と す る た め 、 食 育 推 進 計 画 の 策 定 も 含 め 、 本 市 の
食 育 推 進 の あ り 方 を 検 討 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

市 民 の 「 食 」・「 農 」 市 民 協 働 に よ る 食 育 活 動 の 推 進 を は か り ､子 ど も か
に 関 す る 理 解 の 向 上 ら 大 人 ま で 年 齢 階 層 に 応 じ た ｢農 ｣と ｢食 ｣に 関 す る 理

解 の 向 上 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 農 業 体 験 学 習 推 進 対 策 事 業 （ 千 円 ）
・ あ き た 市 民 農 楽 校 開 催 事 業 （ 千 円 ）
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３ 章 ２ 節 ２ 項 保 健 ・ 医 療 体 制 の 充 実
【 基 本 方 針 】
○ 市 民 が 主 体 的 に 健 康 づ く り に 取 り 組 め る よ う 、 健 康 に 対 す る 意 識 啓 発 や 感

染 症 発 生 に 備 え る 体 制 の 構 築 な ど 、 疾 病 予 防 対 策 を 進 め る ほ か 、 感 染 症 の
発 生 お よ び ま ん 延 を 防 止 す る た め に 予 防 接 種 を 行 い ま す 。

○ 心 の 健 康 に 関 す る 意 識 啓 発 や 相 談 な ど を 行 う と と も に 、 行 政 や 様 々 な 分 野
の 関 係 機 関 ・ 団 体 な ど と 連 携 し 、 総 合 的 な 自 殺 対 策 の 推 進 に つ と め ま す 。

○ 市 立 秋 田 総 合 病 院 に つ い て は 経 営 の 健 全 化 に つ と め る と と も に 、 地 域 の 中
核 的 な 医 療 機 関 と し て 医 療 ス タ ッ フ や 設 備 の 充 実 を は か り ま す 。

［基本施策①］地域保健・医療体制の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
糖 尿 病 :男 7.7女 5.7

１ ０ 万 人 あ た り の 糖 尿 病 、 脳 卒 脳 卒 中 :男 58.8女 29.9
中 、 心 臓 病 、 が ん の 年 齢 調 整 死 心 臓 病 :男 61.1女 29.5
亡 率 が ん :男 196.3女 95.8

(２ ０ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

市 民 の 健 康 づ く り の 推 生 活 習 慣 病 予 防 の た め 市 民 の 健 康 づ く り 計 画 に 基
進 づ き 、 健 康 づ く り の 意 識 向 上 と 生 涯 を 通 じ た 健 康 保

持 を 進 め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 健 康 あ き た 市 21推 進 事 業
・ 健 康 増 進 情 報 シ ス テ ム 統 合 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 健 康 あ き た 市 21計 画 推 進 事 業 （ 千 円 ）

市 民 の 健 康 づ く り 活 動 地 域 保 健 推 進 員 が 、 地 域 の 身 近 な 健 康 づ く り の 担
へ の 支 援 い 手 と し て 、 健 康 教 室 な ど 、 地 域 に 根 ざ し た 自 主 的

な 健 康 づ く り 活 動 に 取 り 組 め る よ う 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 保 健 推 進 員 活 動 支 援 事 業 （ 千 円 ）

市 立 秋 田 総 合 病 院 の 医 良 質 で 安 全 な 医 療 を 提 供 し 続 け る た め 、 経 営 の 健
療 体 制 の 充 実 全 化 に つ と め る と と も に 、 病 診 連 携 の 強 化 に よ り 地

域 の 中 核 的 な 医 療 機 関 と し て の 役 割 を 果 た し な が
ら 、 医 療 ス タ ッ フ や 設 備 の 充 実 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策②］疾病の予防策の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

健 康 教 育 開 催 回 数 健 康 教 育 ５ ３ ７ 回
健 康 相 談 開 催 回 数 健 康 相 談 ７ １ ７ 回

(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

各 種 検 診 の 推 進 疾 病 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 の た め 、 各 種 が ん 検 診 ､
骨 粗 鬆 症 検 診 お よ び 歯 周 疾 患 検 診 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 健 康 増 進 事 業 （ 検 診 事 業 ）（ 千 円 ）

健 康 教 育 ・ 健 康 相 談 の 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 生 涯 を 通 じ て 健 康 な 生 活 を
推 進 送 る こ と が で き る よ う 、 食 生 活 、 運 動 、 口 腔 ケ ア 、

飲 酒 、 喫 煙 な ど の 生 活 習 慣 を 見 直 す た め の 健 康 教 育
お よ び 健 康 相 談 を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 健 康 増 進 事 業 （ 一 般 健 康 相 談 教 育 事 業 ）（ 千 円 ）
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［基本施策③］感染症対策の実施
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

麻 し ん ・ 風 し ん 第 ２ 期 予 防 接 種 ９ ６ ． ６ ％
率 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

感 染 症 予 防 知 識 の 普 及 感 染 症 ま ん 延 防 止 の た め の 研 修 会 や 健 康 教 育 を 行
と 発 生 時 の 対 応 い 、 予 防 知 識 の 普 及 を は か り ま す 。 ま た 、 発 生 時 に

は 疫 学 調 査 お よ び 感 染 予 防 の 指 導 を 実 施 し 、 感 染 拡
大 の 防 止 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 感 染 症 予 防 事 業 （ 千 円 ）
・ 結 核 ･感 染 症 発 生 動 向 調 査 事 業 （ 千 円 ）

予 防 接 種 の 充 実 定 期 予 防 接 種 の 情 報 を 周 知 し 、 感 染 症 の 予 防 、 ま
ん 延 防 止 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 防 接 種 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策④］自殺対策の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

1 0万 人 あ た り の 自 殺 死 亡 者 数 ３ １ ． ０ 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

総 合 的 な 自 殺 対 策 の 推 市 民 の 心 の 健 康 の 保 持 増 進 と 自 殺 予 防 の た め 、 啓
進 発 事 業 や 相 談 体 制 の 充 実 に つ と め る と と も に 、 庁 内

関 係 部 局 や 医 療 機 関 、 N P O 法 人 な ど の 関 係 機 関 と の
連 携 を は か り 、 各 種 事 業 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 自 殺 予 防 対 策 事 業 （ 千 円 ）
・ 精 神 保 健 対 策 事 業 （ 千 円 ）

地 域 に お け る 自 殺 対 策 民 間 団 体 な ど の 活 動 支 援 等 を 行 い 、 自 殺 予 防 対 策
力 の 強 化 の 強 化 を は か り ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 地 域 自 殺 対 策 緊 急 強 化 事 業 （ 千 円 ）
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３ 章 ２ 節 ３ 項 消 防 ・ 救 急 体 制 の 充 実
【 基 本 方 針 】
○ 町 内 会 や 消 防 団 、 自 主 防 災 組 織 な ど と 連 携 を 進 め 、 住 宅 防 火 や 放 火 防 止 対

策 の 強 化 を は か る と と も に 、 火 災 危 険 や 人 命 危 険 の お そ れ の あ る 建 物 へ の
査 察 指 導 を 徹 底 し ま す 。

○ 消 防 ・ 救 急 無 線 の デ ジ タ ル 化 と 指 令 シ ス テ ム の 機 能 強 化 に よ る 迅 速 で 確 実
な 出 動 指 令 体 制 を 構 築 す る と と も に 、 予 想 さ れ る 多 様 な 火 災 ・ 災 害 に 対 応
で き る 人 材 の 育 成 、 施 設 ・ 装 備 の 整 備 と 効 率 的 な 組 織 機 構 の 構 築 に よ り 、
消 防 体 制 を 強 化 し ま す 。

○ 市 民 に よ る 応 急 手 当 が さ ら に 救 命 に 反 映 で き る よ う 、 よ り 効 果 的 な 応 急 手
当 の 普 及 啓 発 活 動 を 促 進 し ま す 。

○ 医 療 機 関 な ど と の 連 携 協 力 態 勢 を よ り 強 固 に し 、 救 急 救 命 士 の 教 育 研 修 体
制 の 充 実 強 化 を は か り ま す 。

［基本施策①］火災予防の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

人 口 １ 万 人 あ た り の 出 火 件 数 ２ ． ９ 件
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

住 宅 防 火 対 策 の 推 進 住 宅 火 災 の 予 防 お よ び 住 宅 火 災 に よ る 死 傷 者 の 減
少 を は か る た め 、 住 宅 用 火 災 警 報 器 の 設 置 を 促 進 す
る と と も に 、 寝 具 ・ 衣 類 ・ カ ー テ ン な ど の 防 炎 物 品
や 安 全 な 火 気 使 用 器 具 な ど 、 住 宅 用 防 災 機 器 の 普 及
促 進 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 火 災 予 防 業 務 推 進 事 業 （ 火 災 予 防 啓 発 ・ 住 宅 防 火

対 策 推 進 経 費 ）（ 千 円 ）
放 火 さ れ な い 環 境 づ く 市 民 の 放 火 火 災 に 対 す る 防 火 意 識 の 向 上 を は か る
り の 推 進 と と も に 、 消 防 団 や 町 内 会 、 自 主 防 災 組 織 な ど 地 域

住 民 と 連 携 を は か り 、 放 火 さ れ な い 環 境 づ く り を 推
進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

査 察 体 制 の 強 化 法 令 違 反 の 防 火 対 象 物 に お け る 火 災 発 生 危 険 ・ 人
命 危 険 を 未 然 に 防 止 す る た め 、 査 察 体 制 を 強 化 し 、
防 火 管 理 の 徹 底 な ら び に 消 防 法 等 の 違 反 是 正 を 強 力
に 推 し 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 防 業 務 推 進 事 業 （ 予 防 査 察 業 務 費 ）（ 千 円 ）

火 災 原 因 調 査 体 制 の 充 火 災 の 原 因 を 究 明 し 、 そ の 出 火 原 因 を 広 く 市 民 に
実 強 化 周 知 す る と と も に 、 類 似 火 災 の 発 生 を 未 然 に 防 ぐ た

め 、 火 災 調 査 員 の 質 の 向 上 や 調 査 資 機 材 の 整 備 を は
か り 、 火 災 原 因 調 査 体 制 の 充 実 強 化 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 防 業 務 推 進 事 業 （ 火 災 原 因 調 査 体 制 整 備 費 ）

（ 千 円 ）

［基本施策②］消防体制の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

定 員 に 対 す る 充 足 率 (消 防 団 組 ９ ４ ％
織 ) (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

消 防 力 の 強 化 予 想 さ れ る 多 様 な 火 災 ・ 災 害 に 対 応 す る た め 、 消
防 施 設 お よ び 装 備 を 整 備 し 、 効 率 的 な 組 織 運 営 、 人
材 の 確 保 と 育 成 、 教 育 の 充 実 に つ と め る と と も に 、
適 切 な 消 防 署 所 の 配 置 の 検 討 を 進 め 、 消 防 力 の 強 化
を 推 進 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 車 両 整 備 事 業
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・ 消 防 施 設 整 備 関 係 事 業
・ 消 防 水 利 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 土 崎 消 防 署 本 署 改 築 事 業 （ 千 円 ）
・ 緊 急 消 防 援 助 隊 整 備 経 費 （ 千 円 ）
・ 災 害 安 全 装 備 品 整 備 費 （ 千 円 ）
・ 救 助 関 係 等 経 費 （ 千 円 ）
・ 車 両 整 備 事 業 （ 千 円 ）

消 防 団 組 織 の 充 実 強 化 消 防 団 員 の 担 い 手 と な る 地 域 人 口 の 減 少 や 団 員 の
就 業 形 態 の 多 様 化 等 、 社 会 情 勢 の 変 化 に 対 応 で き る
機 能 別 団 員 制 度 な ど の 機 構 を 整 備 し 、 地 域 防 災 の 要
で あ る 消 防 団 組 織 の 充 実 強 化 に つ と め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 車 両 整 備 事 業 （ 非 常 備 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 車 両 整 備 事 業 （ 非 常 備 ）（ 千 円 ）
・ 消 防 団 器 具 置 場 改 築 事 業 （ 千 円 ）

無 線 の デ ジ タ ル 化 と 指 消 防 救 急 無 線 を ア ナ ロ グ 方 式 か ら デ ジ タ ル 方 式 に
令 シ ス テ ム の 強 化 切 り 替 え 、 あ わ せ て 老 朽 ・ 経 年 劣 化 が 著 し い 指 令 シ

ス テ ム の 更 新 と 災 害 監 視 シ ス テ ム の 改 修 を 行 い 、 出
動 指 令 体 制 の 強 化 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 消 防 総 合 通 信 指 令 シ ス テ ム の 構 築 （ 千 円 ）

［基本施策③］救急・救命体制の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

講 習 会 修 了 証 取 得 者 (応 急 手 当 ) ８ ２ ， ７ ３ ０ 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

救 急 ・ 救 命 体 制 の 強 化 市 民 が 常 に 高 度 な 救 命 処 置 を 受 け ら れ る よ う ､救 急
救 命 士 や 救 急 隊 員 を 養 成 す る と と も に 、 高 規 格 救 急
自 動 車 お よ び 高 度 救 命 処 置 用 資 機 材 を 計 画 的 に 更 新
整 備 す る な ど 、 救 急 救 命 体 制 を 整 備 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 救 急 業 務 高 度 化 推 進 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 救 急 業 務 高 度 化 推 進 事 業 （ 救 急 業 務 高 度 化 推 進 経

費 （ 千 円 ））
メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー 救 急 救 命 士 が 常 に 高 度 な 救 命 処 置 を 行 え る よ う ､医
ル 体 制 の 充 実 療 機 関 な ど と の 連 携 協 力 の も と 、 病 院 実 習 な ど か ら

な る 教 育 研 修 体 制 の 充 実 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 救 急 業 務 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 体 制 運 営 事 業

（ 千 円 ）
市 民 へ の 応 急 手 当 の 普 市 民 に よ る 応 急 手 当 が 救 命 に 反 映 で き る よ う 、 市
及 ・ 啓 発 内 各 所 へ Ａ Ｅ Ｄ 設 置 を 促 進 し な が ら 、 そ の 情 報 を 市

民 へ 提 供 す る と と も に 、 応 急 手 当 に 関 す る 知 識 ・ 技
術 な ど の 普 及 ・ 啓 発 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 救 急 業 務 高 度 化 推 進 事 業 （ 応 急 手 当 普 及 啓 発 分 ）

（ 千 円 ）
・ 公 共 施 設 Ａ Ｅ Ｄ 整 備 経 費 （ 千 円 ）
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３ 章 ２ 節 ４ 項 社 会 保 障 制 度 の 確 保

【 基 本 方 針 】
○ 生 活 保 護 の 被 保 護 世 帯 に 対 し て 、 市 民 の 最 低 限 度 の 生 活 を 保 障 し 、 実 情

に 即 し た 自 立 支 援 策 を 実 施 し ま す 。
○ 医 療 費 の 適 正 化 な ど に よ る 国 民 健 康 保 険 財 政 の 健 全 化 を 進 め る と と も に 、

国 民 年 金 に つ い て は 、 将 来 の 年 金 受 給 に 結 び つ く よ う 、 制 度 の 周 知 に つ と
め ま す 。

［基本施策①］生活保護の適正実施と自立支援の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

生 活 保 護 の 適 正 実 施 生 活 保 護 は 、 市 民 生 活 の 最 後 の よ り ど こ ろ と な る
制 度 で あ る こ と か ら 、 国 の 基 準 に 基 づ き 、 困 窮 す る
市 民 に 必 要 な 援 助 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 生 活 保 護 費 （ 千 円 ）
・ 生 活 保 護 適 正 実 施 推 進 事 業 （ 千 円 ）

自 立 支 援 プ ロ グ ラ ム の ひ き こ も り 状 態 に あ る 世 帯 員 を 抱 え る 生 活 保 護 受
策 定 ･実 施 給 世 帯 に 対 し 、 特 有 の 問 題 や 課 題 の 解 決 の た め ､専 門

員 を 配 置 し た う え で 組 織 的 に 対 処 し て 、 ひ き こ も り
世 帯 の 日 常 生 活 自 立 、 ひ い て は 生 活 保 護 か ら の 自 立
を 支 援 し て い く プ ロ グ ラ ム の 策 定 ･実 施 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 生 活 保 護 受 給 世 帯 ひ き こ も り 対 策 事 業 （

千 円 ）
・ 生 活 保 護 受 給 者 等 就 労 支 援 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］介護保険の適正な運営
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

介 護 保 険 事 業 計 画 に お け る ① 要 ① 1.03
支 援 ・ 要 介 護 認 定 者 数 、 ② サ ー ② 1.08
ビ ス 利 用 者 数 、 ③ サ ー ビ ス 給 付 ③ 1.04
費 の 実 績 値 と の 比 較 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

適 正 な 介 護 保 険 給 付 の 適 正 な 介 護 サ ー ビ ス の 利 用 を 促 進 す る た め 、 ケ ア
推 進 プ ラ ン チ ェ ッ ク 、 給 付 状 況 の 調 査 ・ 照 合 な ど を 行 い

ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 介 護 給 付 適 正 化 事 業 （ 千 円 ）

公 平 ・ 公 正 か つ 適 切 な 増 加 す る 認 定 申 請 者 数 に 対 応 し 、 認 定 審 査 を 適 切
要 介 護 認 定 の 推 進 に 行 う た め 介 護 認 定 審 査 会 委 員 お よ び 介 護 認 定 調 査

員 の 資 質 向 上 を は か る た め の 研 修 会 へ の 参 加 と 市 主
催 の 研 修 会 を 開 催 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 介 護 認 定 審 査 会 連 絡 会 議 等 の 開 催 （ 千 円 ）

介 護 保 険 の 普 及 ・ 啓 発 広 報 活 動 に よ り 介 護 保 険 の 普 及 ・ 啓 発 を は か る と
と も に 、 サ ー ビ ス 内 容 や 事 業 所 な ど の 情 報 を 提 供
し 、 効 果 的 な サ ー ビ ス 利 用 を 促 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 介 護 保 険 パ ン フ レ ッ ト の 配 布 （ 千 円 ）

家 族 介 護 用 品 の 支 給 要 介 護 ４ ま た は 要 介 護 ５ の 重 度 の 要 介 護 者 を 在 宅
（ 同 居 ） で 介 護 す る 市 民 税 非 課 税 世 帯 の 経 済 的 負 担
の 軽 減 を は か る た め 、 在 宅 介 護 に 必 要 な 介 護 用 品 を
支 給 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 家 族 介 護 用 品 支 給 事 業 （ 千 円 ）
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［基本施策③］国民健康保険の健全な運営
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

現 年 度 収 納 率 ８ ４ ． ６ １ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

収 納 率 の 向 上 対 策 の 推 事 業 の 健 全 な 運 営 と 税 負 担 の 公 平 性 確 保 の た め 、
進 滞 納 管 理 シ ス テ ム を 活 用 し な が ら 、 納 期 内 納 付 を 推

進 す る と と も に 、 滞 納 処 分 の 強 化 を は か り 、 イ ン タ
ー ネ ッ ト 公 売 を 実 施 す る な ど 収 納 率 の 向 上 に つ と め
ま す 。
ま た 、 支 払 方 法 の 多 様 化 に と も な い 、 新 た な 納 付 方
法 に つ い て 検 討 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 一 般 管 理 的 経 費 （ 徴 税 費 ）（ 千 円 ）

医 療 費 の 適 正 化 対 策 の 医 療 費 の 抑 制 と 医 療 に 対 す る コ ス ト 意 識 の 向 上 の
推 進 た め 、 診 療 報 酬 明 細 書 （ レ セ プ ト ） 点 検 調 査 を 適 正

に 行 い ま す 。
ま た 、 医 療 費 通 知 書 を 年 ６ 回 送 付 す る ほ か 、 ジ ェ ネ
リ ッ ク 医 薬 品 の 促 進 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 資 格 給 付 関 係 電 算 委 託 料 （ 千 円 ）
・ 一 般 管 理 的 経 費 （ 保 健 事 業 ）（ 千 円 ）

国 民 健 康 保 険 加 入 者 へ 生 活 習 慣 病 の 発 症 や 重 症 化 を 予 防 す る た め 、 メ タ
の 保 健 事 業 の 実 施 ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム に 着 目 し た 特 定 健 康 診 査 や 、

生 活 習 慣 を 改 善 す る た め の 特 定 保 健 指 導 を 実 施 し ま
す 。

ま た 、 健 康 保 持 増 進 に 役 立 つ よ う 、 は り ・ き ゅ
う ・ マ ッ サ ー ジ 、 人 間 ド ッ ク お よ び が ん 検 診 費 用 の
一 部 を 助 成 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 特 定 健 康 診 査 ・ 特 定 保 健 指 導 事 業 （ 千 円 ）
・ は り ・ き ゅ う ・ マ ッ サ ー ジ 保 健 事 業 （ 千 円 ）
・ 人 間 ド ッ ク 保 健 事 業 （ 千 円 ）
・ 健 康 診 査 助 成 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策④］国民年金事務の適正な処理
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

国 民 年 金 保 険 料 納 付 率 ６ ３ ． ６ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

国 民 年 金 事 務 の 適 正 な 国 民 年 金 市 町 村 事 務 処 理 基 準 に 基 づ き 、 国 民 年 金
処 理 と 制 度 の 周 知 資 格 取 得 届 等 の 受 理 、 国 民 年 金 保 険 料 免 除 申 請 書 の

受 理 等 、 市 町 村 に お け る 国 民 年 金 事 務 を 迅 速 か つ 的
確 に 行 い ま す 。

ま た 、 広 報 あ き た や ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し な が ら
年 金 制 度 の 周 知 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 国 民 年 金 事 務 管 理 費 （ 千 円 ）
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４章 家族と地域が支えあう元気なまち
１節 家族や地域を支える絆づくり

節 項 基本施策 施策

１ －
１家族・地域の絆
づくりの推進

－
①家族・地域の絆づく
りの意識啓発

－ ○家族・地域の絆を大切にする意識の啓発

－
②家族・地域をつなぐ
取組の推進

－
○家族・地域ふれあいの絆づくり推進事業の実施
○家族・地域の絆づくりに関連する事業の充実
○家族・地域をつなぐ新たな取組の検討

－
２男女共生社会の
確立

－
①男女共生の意識啓発
と実践

－

○男女共生の意識啓発
○女性の参画機会の拡充
○男女共生の実践体制の整備
○相談体制の整備
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４章１節１項 家族・地域の絆づくりの推進
【 基 本 方 針 】
○ 人 と 人 と の 「 信 頼 」「 親 愛 」「 思 い や り 」 の 心 を 市 民 一 人 ひ と り が は ぐ く

み 、 家 族 か ら 地 域 へ 、 地 域 か ら 社 会 へ 、 さ ら に は 次 の 世 代 へ と 伝 え 広 げ て
い く よ う 、 絆 づ く り の 気 運 を 醸 成 し ま す 。

［基本施策①］家族・地域の絆づくりの意識啓発
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
家 族 ・ 地 域 の 絆 づ く り ふ れ あ い
推 進 事 業 参 加 者 数 （ 民 間 主 体 事 ５ ７ ０ 人
業 ） (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

家 族 ・ 地 域 の 絆 を 大 切 人 が 社 会 の 一 員 と し て 生 活 し て い く う え で 必 要 と
に す る 意 識 の 啓 発 な る 、 絆 の 大 切 さ を 考 え る 契 機 に す る た め 、 映 画 の

上 映 会 や 、 小 学 生 に 対 す る 絆 の 授 業 な ど を と お し
て 、 家 族 や 地 域 の 絆 に つ い て の 意 識 啓 発 に 取 り 組 み
ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 家 族 ・ 地 域 の 絆 づ く り 推 進 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］家族・地域をつなぐ取組の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 が 実 施 す る 絆 づ く り 事 業 の 認 ５ ２ ％
知 度 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

家 族 ・ 地 域 ふ れ あ い の 平 成 21年 度 に 策 定 し た 「 家 族 ・ 地 域 の 絆 づ く り 行
絆 づ く り 推 進 事 業 の 実 動 計 画 」 に よ り 、 絆 づ く り の 全 市 的 な 取 組 を 進 め る
施 と と も に 、 地 域 団 体 や Ｎ Ｐ Ｏ な ど の 民 間 が 実 施 す

る 、 絆 づ く り に 役 立 つ 活 動 へ の 支 援 を 検 討 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

家 族 ・ 地 域 の 絆 づ く り 家 族 や 地 域 の 人 々 が ふ れ あ う 機 会 を 増 や し 、 相 互
に 関 連 す る 事 業 の 充 実 の 絆 を 深 め ら れ る よ う 、 市 が 実 施 し て い る 関 連 施

策 、 事 業 の 充 実 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

家 族 ・ 地 域 を つ な ぐ 新 絆 づ く り に は 、 継 続 的 な 取 組 が 必 要 と な る た め 、
た な 取 組 の 検 討 常 に 新 た な 視 点 に 立 ち 、 効 果 的 な 絆 づ く り の 取 組 に

つ い て 検 討 し て い き ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 若 者 が 創 る 出 会 い の 場 応 援 事 業 （ 千 円 ）
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４章１節２項 男女共生社会の確立
【 基 本 方 針 】
○ 家 庭 や 学 校 、 職 場 、 地 域 な ど 、 生 活 の あ ら ゆ る 場 面 に お い て 、 男 女 共 生 の

理 解 が 根 づ き 、 行 動 へ と つ な げ る た め の 取 組 を 推 進 し ま す 。

［基本施策①］男女共生の意識啓発と実践
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
市 の 審 議 会 、 委 員 会 な ど へ の 女
性 参 画 率 ３ ４ ． １ ％

(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

男 女 共 生 の 意 識 啓 発 男 女 共 生 ・ 子 育 て 支 援 に 関 す る 市 民 活 動 団 体 な ど
と の 協 働 の も と 、 フ ォ ー ラ ム や 出 張 講 座 の 開 催 、 関
連 情 報 の 発 信 な ど に よ り 意 識 啓 発 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 男 女 共 生 支 援 事 業 （ フ ォ ー ラ ム 開 催 分 ）（ 千

円 ）
・ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス 推 進 事 業 （ 千 円 ）

女 性 の 参 画 機 会 の 拡 充 男 女 双 方 の 多 様 な 意 見 が 反 映 さ れ る 社 会 を つ く る
た め 、 セ ミ ナ ー の 開 催 や 女 性 人 材 リ ス ト を 充 実 し 、
市 の 政 策 決 定 過 程 や 地 域 活 動 な ど に お け る 意 思 決 定
の 場 へ 、 女 性 の 参 画 機 会 を 拡 充 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 男 女 共 生 支 援 事 業 （ エ ン パ ワ メ ン ト 講 座 開 催 分 ）

（ 千 円 ）
男 女 共 生 の 実 践 体 制 の 男 女 共 生 推 進 会 議 と の 協 働 の も と 、 市 の 施 策 に つ
整 備 い て 、 男 女 共 生 の 視 点 に 基 づ く 評 価 ・ 検 証 を 進 め 、

実 践 体 制 の 整 備 に つ と め ま す 。
ま た 、 市 民 の 意 識 や 実 態 、 社 会 情 勢 の 変 化 に 対 応

し 、 男 女 共 生 社 会 の 確 立 を 目 指 す た め 、「 第 ４ 次 秋
田 市 男 女 共 生 社 会 へ の 市 民 行 動 計 画 」 を 策 定 し ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 男 女 共 生 に 関 す る 市 民 意 識 調 査 の 実 施 （ 千 円 ）

相 談 体 制 の 整 備 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト や ド メ ス テ ィ ッ ク ・
バ イ オ レ ン ス な ど の 問 題 に 適 切 に 対 応 で き る よ う 、
法 務 局 や 労 働 局 な ど の 国 の 機 関 、 女 性 相 談 所 や 警 察
な ど の 県 の 機 関 と の 連 携 を 強 化 し な が ら 、 相 談 体 制
や 苦 情 処 理 体 制 の 整 備 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し
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４章 家族と地域が支えあう元気なまち
２節 地域福祉の充実

節 項 基本施策 施策

２ － １地域福祉の推進 － ①地域福祉活動の促進 －
○地域における社会福祉の推進
○地域福祉活動団体への支援
○福祉ボランティア活動の促進

－
２児童福祉・子育
て支援の充実

－
①子育て支援体制の充
実

－

○地域における子育て支援サービスの充実
○地域における子育て支援のネットワークづくり
○在宅で子育てをしている家庭への支援
○仕事と子育ての両立の推進
○子どもの虐待防止対策
○子育て家庭への医療費の助成
○ひとり親家庭への支援
○小児救急医療の確保
○妊産婦保健の充実
○乳幼児保健の充実
○特定不妊治療に対する助成
○未熟児に対する医療費の給付
○小児慢性特定疾患児に対する医療費の給付

－
②保育サービス提供体
制の整備

－

○通常保育需要への対応
○長時間延長保育事業の推進
○通常保育以外の保育需要への対応
○病児・病後児保育の実施
○民間活力を活用した保育サービスの提供

－
３障がい者福祉の
充実

－
①障がい者の社会参加
の促進

－
○就労支援の推進
○社会的な活動の支援
○移動支援の推進

－
②障がい者サービス提
供体制の整備

－

○障がい者手帳の交付
○相談支援の充実
○障がい者福祉サービスの充実
○障がい者医療の支援

－
③障がい者の地域生活
の充実

－
○居宅介護等の支援
○グループホーム等の整備の支援
○関係機関のネットワーク体制の強化

－
４高齢者福祉の充
実

－
①高齢者の社会参加の
促進

－
○生きがいづくりと健康づくりの推進
○高齢者福祉の周知、啓発

－
②高齢者サービス提供
体制の整備

－
○地域包括支援センターの運営
○地域密着型サービスの提供
○老人福祉施設の整備

－
③高齢者の健康維持の
促進

－
○介護予防サービスの充実
○介護予防に関する知識の普及・啓発
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４章２節１項 地域福祉の推進
【 基 本 方 針 】
○ 公 的 な 福 祉 サ ー ビ ス の 充 実 を は か り つ つ 、 社 会 福 祉 協 議 会 や 民 生 児 童 委 員

協 議 会 が 行 う 見 守 り や 声 か け 、 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 な
ど 、 多 様 な 主 体 に よ る 地 域 福 祉 活 動 を 促 進 し ま す 。

［基本施策①］地域福祉活動の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

地 域 サ ロ ン 参 加 者 数 １ ９ ， ６ ４ ２ 人
(２ ０ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

地 域 に お け る 社 会 福 祉 誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 自 立 し た 生 活 が
の 推 進 で き る よ う 、 市 民 一 人 ひ と り の 地 域 福 祉 活 動 へ の 参

加 ・ 参 画 を 促 す た め 、 地 域 福 祉 活 動 の 担 い 手 を 育 成
す る と と も に 、 支 え あ い 、 助 け あ い の 地 域 づ く り を
進 め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 地 域 福 祉 計 画 推 進 経 費
・ け や き の ま ち し あ わ せ プ ラ ン 推 進 事 業
※ け や き の ま ち し わ わ せ プ ラ ン 推 進 事 業 は 、 各 個 別

計 画 （ 秋 田 市 高 齢 者 プ ラ ン 、 秋 田 市 障 が い 者 プ ラ
ン 、 秋 田 市 次 世 代 育 成 支 援 行 動 計 画 、 健 康 あ き た
市 21） ご と に 実 施 し て い る 。）

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 福 祉 計 画 推 進 経 費 （ 地 域 福 祉 推 進 事 業 経 費

分 ）（ 千 円 ）
・ 要 援 護 者 台 帳 整 備 事 業 （ 千 円 ）

地 域 福 祉 活 動 団 体 へ の 秋 田 市 ふ れ あ い 福 祉 基 金 を 活 用 し 、 健 康 ・ 生 き が
支 援 い づ く り 活 動 な ど を 行 う 民 間 団 体 を 支 援 す る と と も

に 、 地 域 に 根 ざ し た 活 動 を 展 開 し て い る 秋 田 市 社 会
福 祉 協 議 会 な ど 、 地 域 福 祉 活 動 を 担 う 団 体 を 支 援 し
ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 保 健 ・ 福 祉 活 動 推 進 事 業 （ 千 円 ）

福 祉 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ボ ラ ン テ ィ ア に 関 す る 啓 発 ・ 広 報 活 動 な ど を 行 う
の 促 進 ほ か 、 養 成 講 座 な ど を 開 催 し 、 福 祉 ボ ラ ン テ ィ ア へ

の 市 民 理 解 を 促 進 す る と と も に 、 誰 で も ボ ラ ン テ ィ
ア 活 動 に 参 加 で き る 機 会 の 充 実 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 運 営 事 業 （ 千 円 ）
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４章２節２項 児童福祉・子育て支援の充実
【 基 本 方 針 】

○ 社 会 全 体 で 子 ど も を は ぐ く み 、 親 と 子 ど も が 確 か な 絆 を 持 っ て 育 ち あ え る
環 境 づ く り を 進 め る た め 、 親 子 の 心 身 の 健 康 確 保 、 地 域 の 子 育 て の 支 援 、
次 代 の 親 の 育 成 、 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 、 安 全 安 心 な 生 活 環 境
の 整 備 に 取 り 組 み ま す 。

［基本施策①］子育て支援体制の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

地 域 子 育 て 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 事 ５ 地 域
業 設 置 地 域 数 (２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

地 域 に お け る 子 育 て 支 子 ど も 未 来 セ ン タ ー で は 、 子 育 て 親 子 の 交 流 の 場
援 サ ー ビ ス の 充 実 や 支 援 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 子 育 て 相 談 等 を 実

施 す る ほ か 、 地 域 で 活 動 す る 市 民 の ス キ ル ア ッ プ を
は か る た め 、 子 育 て 支 援 者 研 修 や ボ ラ ン テ ィ ア 育 成
に つ と め ま す 。

ま た ､地 域 の 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー 子 育 て 交 流 ひ ろ
ば に お い て は ､子 育 て 親 子 の 交 流 を 促 進 す る と と も
に 、 各 地 域 の 子 育 て 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 連 絡 会 等 子 育
て 支 援 者 と 協 働 し て 地 域 の 子 育 て 親 子 を 支 援 し ま す ｡
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 （ 千 円 ）
・ 子 育 て 家 庭 応 援 事 業 （ 千 円 ）

地 域 に お け る 子 育 て 支 民 生 児 童 委 員 協 議 会 や 育 児 サ ー ク ル 、 N P O、 保 育
援 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く 所 、 幼 稚 園 な ど 地 域 の 子 育 て 支 援 の 関 係 者 を 代 表 と
り す る 連 絡 会 議 を 開 催 す る こ と に よ り ネ ッ ト ワ ー ク を

構 築 す る と と も に 、 支 援 者 研 修 会 等 子 育 て 支 援 事 業
を 協 働 し て 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 子 育 て 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 （ 千 円 ）

在 宅 で 子 育 て を し て い 就 学 前 の 子 ど も を 在 宅 で 育 て て い る 家 庭 を サ ポ ー
る 家 庭 へ の 支 援 ト す る た め 、 親 子 参 加 型 の 日 帰 り 遠 足 や 一 時 預 か り

保 育 の 利 用 料 助 成 な ど 、 複 数 の サ ー ビ ス を 提 供 す る
在 宅 子 育 て サ ポ ー ト 事 業 を 実 施 し ま す 。

ま た 、 地 域 の 子 育 て 力 の 向 上 に 貢 献 す る た め 、 保
育 所 に お け る 子 育 て 支 援 活 動 の 充 実 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 在 宅 子 育 て サ ポ ー ト 事 業 （ 千 円 ）
・ つ ど い の 広 場 事 業 、 育 児 相 談 サ ー ビ ス （ 千 円 ）

仕 事 と 子 育 て の 両 立 の 子 育 て の 援 助 を 行 い た い 方 （ 協 力 会 員 ） お よ び 援
推 進 助 を 受 け た い 方 （ 利 用 会 員 ） を 組 織 化 し 市 民 相 互 の

活 動 を 行 う こ と に よ り 、 働 き な が ら 安 心 し て 子 育 て
が で き る よ う な 環 境 を 整 え ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 運 営 事 業 （

千 円 ）
・ フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 病 児 緊 急 対 応

強 化 事 業 （ 千 円 ）
子 ど も の 虐 待 防 止 対 策 児 童 虐 待 の 未 然 防 止 と 早 期 発 見 ･早 期 対 応 を は か る

た め ､要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 を 運 営 し 、 関 係 機 関
と の 連 係 強 化 や 支 援 体 制 を 整 備 す る ほ か 、 養 育 支 援
訪 問 等 の 虐 待 予 防 事 業 を 実 施 し ま す 。

ま た 、 複 雑 な 背 景 を 持 つ 児 童 虐 待 問 題 に も 対 応 で
き る よ う に 相 談 体 制 の 強 化 に つ と め る と と も に 虐 待
防 止 研 修 会 等 を 開 催 す る な ど し 、 市 民 へ の 意 識 啓 発
を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 児 童 虐 待 防 止 推 進 経 費 （ 千 円 ）
・ 養 育 支 援 訪 問 事 業 （ 千 円 ）

子 育 て 家 庭 へ の 医 療 費 子 育 て 家 庭 の 経 済 的 負 担 を 軽 減 す る た め 、 乳 幼 児
の 助 成 や ひ と り 親 家 庭 な ど の 児 童 へ 医 療 費 を 助 成 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 福 祉 医 療 費 給 付 事 業 (乳 幼 児 ・ ひ と り 親 )( 千 円 )
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ひ と り 親 家 庭 へ の 支 援 ひ と り 親 家 庭 の 自 立 を 促 進 す る た め 、 そ れ ぞ れ の
家 庭 の 状 況 に 応 じ て 、 子 育 て や 就 労 の 支 援 、 経 済 的
支 援 を 総 合 的 に 行 い 、 家 庭 環 境 の 向 上 を は か り ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ひ と り 親 家 庭 自 立 支 援 事 業 （ 千 円 ）
・ 母 子 生 活 支 援 施 設 措 置 費 （ 千 円 ）
・ す こ や か 子 育 て 支 援 事 業 （ ひ と り 親 家 庭 分 ）
（ 千 円 ）
・ 児 童 扶 養 手 当 費 （ 千 円 ）

小 児 救 急 医 療 の 確 保 子 ど も の 急 な 病 気 や け が に 対 応 す る た め 、 夜 間 ・
休 日 に お け る 初 期 救 急 医 療 を 確 保 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 夜 間 休 日 応 急 診 療 所 運 営 管 理 費 （ 千 円 ）

妊 産 婦 保 健 の 充 実 妊 娠 期 を 健 康 で 安 全 に 過 ご せ る よ う 妊 婦 健 康 診 査
を 実 施 し ま す 。 ま た 、 不 安 を 抱 え る 妊 産 婦 を 支 援 す
る た め に 、 訪 問 指 導 を 行 う と と も に 、 妊 娠 、 出 産 、
育 児 に 関 す る 相 談 や 情 報 交 換 の 場 を 提 供 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 妊 婦 健 康 診 査 事 業 （ 千 円 ）
・ 妊 産 婦 ・ 新 生 児 ・ 未 熟 児 訪 問 指 導 事 業 （ 千 円 ）
・ 両 親 学 級 （ 千 円 ）

乳 幼 児 保 健 の 充 実 乳 幼 児 が 心 身 と も に 健 や か に 成 長 す る よ う 乳 幼 児
健 康 診 査 を 実 施 し 、 そ の 後 必 要 に 応 じ て 関 係 機 関 と
連 携 し 、 経 過 観 察 な ど の 支 援 を 行 い ま す 。 ま た 、 安
心 し て 子 育 て が で き る よ う 、 乳 児 の 全 戸 訪 問 な ど 子
育 て 支 援 を 強 化 す る と と も に 、 む し 歯 予 防 を は じ め
と す る 各 種 健 康 教 室 や 健 康 相 談 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 妊 産 婦 保 健 事 業 （ 千 円 ）

特 定 不 妊 治 療 に 対 す る 特 定 不 妊 治 療 を 受 け ら れ た 夫 婦 を 対 象 に 、 治 療 費
助 成 を 一 定 限 度 額 ま で 助 成 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 特 定 不 妊 治 療 費 助 成 事 業 （ 千 円 ）

未 熟 児 に 対 す る 医 療 費 養 育 の た め 入 院 が 必 要 と な る 未 熟 児 を 対 象 に 、 経
の 給 付 済 的 負 担 の 軽 減 を は か り ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 未 熟 児 養 育 医 療 給 付 事 業 （ 千 円 ）

小 児 慢 性 特 定 疾 患 児 に 小 児 慢 性 疾 患 の う ち 特 定 の 疾 患 に 罹 患 し て い る 18
対 す る 医 療 費 の 給 付 歳 未 満 の 児 童 （ 継 続 の 場 合 は 2 0歳 未 満 ） を 対 象 に 、

経 済 的 負 担 の 軽 減 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 小 児 慢 性 特 定 疾 患 治 療 研 究 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］保育サービス提供体制の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

特 別 保 育 （ 延 長 ・ 一 時 ・ 休 日 保 延 長 保 育 99,847人
育 ） の 延 べ 利 用 者 一 時 預 か り 10,967人

休 日 保 育 1,47 7人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

通 常 保 育 需 要 へ の 対 応 年 々 増 加 を 続 け て い る 保 育 需 要 へ 対 応 す る た め 、
既 存 認 可 保 育 所 の 定 員 増 や 分 園 の 設 置 、 認 定 保 育 施
設 の 認 可 保 育 所 化 の 推 進 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園
の 設 置 、 認 定 保 育 施 設 へ の 助 成 な ど に よ り 、 受 け 皿
の 拡 大 ・ 充 実 を は か り ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 児 童 福 祉 施 設 整 備 推 進 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 児 童 福 祉 施 設 整 備 費 補 助 金 （ 千 円 ）
・ 認 定 保 育 施 設 助 成 事 業 （ 千 円 ）
・ 保 育 所 運 営 費 （ 千 円 ）

長 時 間 延 長 保 育 事 業 の 入 所 児 童 の 保 護 者 の 多 様 化 す る 就 労 形 態 に 対 応 す
推 進 る た め 、 午 後 ８ 時 以 降 の 保 育 需 要 の あ る 保 育 所 で の

長 時 間 延 長 保 育 を 推 進 し ま す 。
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【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 私 立 保 育 所 延 長 保 育 促 進 事 業 （ ２ 時 間 以 上 分 ）

（ 千 円 ）
通 常 保 育 以 外 の 保 育 需 保 護 者 の 就 労 形 態 や 家 庭 の 諸 事 情 に 配 慮 し た 一 時
要 へ の 対 応 預 か り 、 休 日 保 育 、 シ ョ ー ト ス テ イ な ど の 特 別 保 育

を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 私 立 保 育 所 一 時 預 か り 事 業 （ 千 円 ）
・ 私 立 保 育 所 休 日 保 育 事 業 （ 千 円 ）
・ 児 童 夜 間 養 護 等 事 業 （ 千 円 ）
・ 児 童 短 期 入 所 生 活 援 助 事 業 （ 千 円 ）
・ 公 立 一 時 預 か り ・ 特 定 保 育 事 業 （ 千 円 ）

病 児 ・ 病 後 児 保 育 の 実 集 団 保 育 が 困 難 な 病 気 回 復 期 に あ る 子 ど も を 預 か
施 る 病 後 児 対 応 型 、 保 育 中 に 体 調 不 良 と な っ た 子 ど も

へ の 緊 急 対 応 を は か る 体 調 不 良 時 対 応 型 の 病 児 ・ 病
後 児 保 育 事 業 を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 病 児 ・ 病 後 児 保 育 （ 病 後 児 対 応 型 ） 事 業 （ 千 円 ）
・ 病 児 ・ 病 後 児 保 育 （ 体 調 不 良 児 対 応 型 ） 事 業 （

千 円 ）
民 間 活 力 を 活 用 し た 保 限 ら れ た 人 材 お よ び 財 源 な ど の 行 政 資 源 を 有 効 活
育 サ ー ビ ス の 提 供 用 す る と と も に 、 多 種 多 様 な 保 育 ニ ー ズ に 対 応 す る

た め 、 民 間 の 活 力 を 効 果 的 に 導 入 し 、 保 育 サ ー ビ ス
の 充 実 と サ ー ビ ス メ ニ ュ ー の 拡 大 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・
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４章２節３項 障がい者福祉の充実
【 基 本 方 針 】
○ 障 が い 者 の 自 立 と 社 会 参 加 を 促 進 す る 環 境 づ く り の た め 、 国 の 障 が い 者 福

祉 制 度 の 改 正 に 適 切 に 対 応 し な が ら 、 障 が い 者 の 社 会 参 加 の 促 進 、 保 健 ・
医 療 ・ 福 祉 サ ー ビ ス 基 盤 の 整 備 、 地 域 生 活 の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。

［基本施策①］障がい者の社会参加の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

就 労 系 の 福 祉 サ ー ビ ス 提 供 率 １ ０ ０ ％
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

就 労 支 援 の 推 進 一 般 就 労 や 障 が い 者 施 設 で の 就 労 を 希 望 す る 障 が
い 者 に 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス や 就 労 訓 練 の 場 を 提 供 し
ま す 。

ま た 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 利 用 後 に 一 般 就 労 を 目
指 す 際 は 、 ハ ロ ー ワ ー ク や 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ
ン タ ー な ど の 関 連 機 関 と 連 携 を は か り な が ら 、 就 労
支 援 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 障 が い 者 保 護 費 （ 訓 練 等 給 付 費 ）（ 千 円 ）
・ 知 的 障 が い 者 就 労 環 境 支 援 事 業 （ 千 円 ）

社 会 的 な 活 動 の 支 援 障 が い 者 が 、 余 暇 活 動 や 学 習 活 動 、 ス ポ ー ツ 活 動
な ど 、 様 々 な 社 会 的 な 活 動 を と お し て 、 社 会 参 加 で
き る よ う 、 活 動 の 場 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 確 保 に
つ い て 、 関 係 団 体 な ど と 連 携 を は か り な が ら 支 援 し
ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー 事 業 委 託 （ 千 円 ）
・ 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー 運 営 費 補 助 事 業 （ 千 円 ）
・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 支 援 事 業 （ 千 円 ）
・ 障 が い 者 福 祉 費 各 種 補 助 金 （ 千 円 ）

移 動 支 援 の 推 進 障 が い 者 の 社 会 参 加 が 促 進 さ れ る よ う 、 ガ イ ド ヘ
ル パ ー の 派 遣 や 交 通 費 の 助 成 な ど に よ り 、 移 動 支 援
を 推 進 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 身 体 ・ 知 的 障 が い 者 交 通 費 補 助 事 業
・ 精 神 障 が い 者 交 通 費 補 助 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 移 動 支 援 事 業 （ 千 円 ）
・ 精 神 障 が い 者 交 通 費 補 助 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］障がい者サービス提供体制の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

障 害 福 祉 計 画 の 目 標 値 を 達 成 し ５ ３ ． ８ ％
て い る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 割 合 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

障 が い 者 手 帳 の 交 付 障 が い 者 が そ の 障 が い の 程 度 に 応 じ て 、 福 祉 サ ー
ビ ス や 各 種 支 援 制 度 を 円 滑 に 利 用 で き る よ う 、 障 が
い 者 手 帳 の 交 付 事 務 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 障 が い 福 祉 等 シ ス テ ム 運 用 経 費 （ 千 円 ）

相 談 支 援 の 充 実 障 が い 者 本 人 や そ の 家 族 、 障 が い 児 の 保 護 者 な ど
か ら の 相 談 に 応 じ 、 必 要 な 情 報 提 供 や サ ー ビ ス 提 供
が で き る よ う 、 相 談 支 援 の 充 実 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 相 談 支 援 等 事 業 （ 千 円 ）
・ 精 神 障 が い 者 相 談 支 援 事 業 （ 千 円 ）

障 が い 福 祉 サ ー ビ ス の 障 が い 者 が 必 要 と し て い る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス な ど
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充 実 が 確 保 さ れ る よ う 、 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 と 量 の 確 保
に つ と め る と と も に 、 施 設 の 整 備 等 を 支 援 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 障 が い 者 福 祉 施 設 整 備 推 進 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 障 が い 者 福 祉 施 設 整 備 費 補 助 金 （ 千 円 ）
・ 障 が い 者 就 労 訓 練 設 備 等 整 備 事 業 （ 千 円 ）

障 が い 者 医 療 の 支 援 障 が い の 状 態 の 軽 減 を は か る と と も に 、 自 立 し た
日 常 生 活 や 社 会 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、 人 工
透 析 な ど の 医 療 給 付 を 行 い ま す 。 ま た 、 心 身 の 健
康 保 持 と 生 活 の 安 定 を は か る た め 、 重 度 心 身 障 が い
者 や 6 5歳 以 上 の 高 齢 身 体 障 が い 者 へ 医 療 費 を 助 成 し
ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 障 が い 者 保 護 費 （ 自 立 支 援 医 療 費 ）（ 千 円 ）
・ 福 祉 医 療 費 給 付 事 業 （ 重 度 ・ 高 齢 ）（ 千 円 ）

［基本施策③］障がい者の地域生活の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

障 が い 者 を 対 象 と し た 居 宅 系 の １ ０ ０ ％
福 祉 サ ー ビ ス 提 供 率 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

居 宅 介 護 等 の 支 援 障 が い 者 の 在 宅 生 活 が 円 滑 に 営 ま れ る よ う 、 入 浴 ､
排 せ つ ま た は 食 事 の 介 護 な ど 、 居 宅 で の 生 活 全 般 に
わ た る サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る よ う 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 障 が い 者 保 護 費 （ 居 宅 介 護 等 ）（ 千 円 ）

グ ル ー プ ホ ー ム 等 の 整 障 が い 者 の 地 域 生 活 に お け る 居 住 の 場 が 確 保 さ れ
備 の 支 援 る よ う 、 グ ル ー プ ホ ー ム 等 の 整 備 を 支 援 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 障 が い 者 福 祉 施 設 整 備 費 補 助 金 （ 千 円 ）

関 係 機 関 の ネ ッ ト ワ ー 相 談 支 援 事 業 者 や 就 労 支 援 機 関 、 特 別 支 援 学 校 な
ク 体 制 の 強 化 ど の 関 係 機 関 で 組 織 す る 「 地 域 自 立 支 援 協 議 会 」 に

お け る 協 議 な ど に よ り 、 関 係 機 関 の ネ ッ ト ワ ー ク 体
制 を 強 化 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し
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４章２節４項 高齢者福祉の充実
【 基 本 方 針 】
○ 本 格 的 な 高 齢 社 会 の 到 来 に 向 け た 環 境 づ く り を 進 め る た め 、 国 や 県 の 今 後

の 制 度 改 正 に 適 切 に 対 応 し な が ら 、 高 齢 者 の 社 会 参 加 の 促 進 、 在 宅 サ ー ビ
ス の 充 実 、 介 護 予 防 の 推 進 、 介 護 サ ー ビ ス の 基 盤 整 備 、 介 護 保 険 の 適 正 な
運 営 に 取 り 組 み ま す 。

［基本施策①］高齢者の社会参加の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

老 人 ク ラ ブ 数 ・ 老 人 ク ラ ブ 会 員 ２ １ ３ ク ラ ブ
数 10,01 5人

(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

生 き が い づ く り と 健 康 高 齢 者 が 気 軽 に 立 ち 寄 る こ と の で き る 憩 い の 場 の
づ く り の 推 進 提 供 や 、 外 出 の 促 進 、 老 人 ク ラ ブ な ど の 地 域 に お け

る 自 主 的 な 取 組 を 支 援 し 、 生 き が い づ く り と 健 康 づ
く り を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 老 人 ク ラ ブ 補 助 事 業 （ 千 円 ）
・ 高 齢 者 バ ス 優 遇 乗 車 助 成 事 業 （ 千 円 ）
・ 介 護 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 事 業 （ 千 円 ）

高 齢 者 福 祉 の 周 知 、 啓 高 齢 社 会 お よ び 高 齢 者 へ の 理 解 を 深 め 、 市 民 一 人
発 ひ と り が 高 齢 社 会 を 身 近 な こ と と し て 関 心 を 持 ち 、

理 解 を 深 め る た め 、 啓 発 資 料 の 配 付 や フ ォ ー ラ ム の
開 催 、 老 人 保 健 福 祉 月 間 事 業 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ エ イ ジ フ レ ン ド リ ー シ テ ィ 構 想 普 及 啓 発 事 業 （

千 円 ）
・ 老 人 保 健 福 祉 月 間 （ 千 円 ）

［基本施策②］高齢者サービス提供体制の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

施 設 サ ー ビ ス 、 居 住 系 サ ー ビ ス ３ ， ０ ９ ５ 人
の 定 員 数 (２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 各 地 域 に １ ０ カ 所 設 置 さ れ て い る 地 域 包 括 支 援 セ
の 運 営 ン タ ー に お い て 、 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 業 務 、

高 齢 者 や 家 族 に 対 す る 総 合 的 な 相 談 ・ 支 援 、 高 齢 者
虐 待 防 止 な ど の 権 利 擁 護 業 務 な ど を 行 い 、 地 域 住 民
の 保 健 医 療 の 向 上 と 福 祉 の 増 進 を 包 括 的 に 支 援 し ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 運 営 事 業 （ 千 円 ）

地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 認 知 症 高 齢 者 な ど 、 日 常 生 活 に お い て 介 護 が 必 要
提 供 な 方 の 住 み 慣 れ た 地 域 で の 生 活 を 支 え る た め 、 地 域

密 着 型 サ ー ビ ス を 提 供 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 運 営 協 議 会 経 費 （ 千 円 ）

老 人 福 祉 施 設 の 整 備 要 介 護 ２ か ら 要 介 護 ５ の 認 定 者 数 が 増 加 傾 向 に あ
る こ と か ら 、 介 護 が 必 要 な 高 齢 者 の 生 活 を 支 援 す る
た め 、 入 所 待 機 者 の 多 い 状 況 に あ る 特 別 養 護 老 人 ホ
ー ム の 重 点 的 な 整 備 を 進 め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 老 人 福 祉 施 設 整 備 推 進 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 老 人 福 祉 施 設 整 備 費 補 助 金 （ 千 円 ）
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［基本施策③］高齢者の健康維持の促進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

要 支 援 ・ 要 介 護 認 定 を 受 け て い ８ ０ ． １ ％
な い 高 齢 者 の 割 合 (２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

介 護 予 防 サ ー ビ ス の 充 高 齢 者 が 要 支 援 や 要 介 護 状 態 に な る こ と を 予 防
実 し 、 健 康 で い き い き と し た 生 活 を 送 る こ と が で き る

よ う 、 生 活 機 能 の 維 持 ・ 向 上 に 着 目 し た 介 護 予 防 サ
ー ビ ス を 充 実 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 通 所 型 介 護 予 防 事 業 （ 千 円 ）

介 護 予 防 に 関 す る 知 識 健 康 教 育 、 健 康 相 談 な ど の 取 組 を 通 し て 介 護 予 防
の 普 及 ・ 啓 発 に 関 す る 知 識 の 普 及 ・ 啓 発 を 行 う と と も に 、 地 区 の

社 会 福 祉 協 議 会 が 高 齢 者 を 対 象 に 実 施 す る 、 軽 ス ポ
ー ツ や 趣 味 活 動 な ど の 健 康 ・ 生 き が い づ く り 活 動 へ
助 成 を 行 い 、 地 域 の 自 主 的 な 活 動 を 支 援 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ は つ ら つ く ら ぶ 事 業 （ 千 円 ）
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４章 家族と地域が支えあう元気なまち
３節 市民の主体的な活動の実現

節 項 基本施策 施策

３ －
１市民による地域
づくりの推進

－
①地域の自治活動への
支援

－ ○町内会活動への支援

－ ②自治活動拠点の整備 －

○北部・河辺・雄和市民サービスセンターの開設
○(仮称)東部市民サービスセンターの整備
○(仮称)南部市民サービスセンターの整備
○(仮称)中央市民サービスセンターの整備
○コミュニティセンターの整備

－ ２市民活動の促進 －
①市民活動の機会の拡
充

－
○市民サービスセンターとコミュニティセンター
等をいかした地域活動の連携強化
○市民協働による地域づくりの促進

－
②市民活動に参加しや
すい環境づくり

－ ○市民活動の育成・支援
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４章３節１項 市民による地域づくりの推進
【 基 本 方 針 】
○ 市 や 町 内 会 な ど と の 役 割 や 責 任 を 明 確 に し 、 実 効 あ る 自 治 活 動 を 促 進 し ま

す ｡

［基本施策①］地域の自治活動への支援
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

集 会 所 類 似 施 設 補 助 件 数 （ 累 ２ ４ ９ 件
積 ） (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

町 内 会 活 動 へ の 支 援 町 内 会 に 対 し 、 活 動 費 の 助 成 や 集 会 施 設 の 整 備 等
の 補 助 ・ 貸 付 を 行 い ま す 。 ま た 、 地 域 力 の 強 化 に 向
け 、 新 た な 地 域 支 援 の 仕 組 づ く り を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 集 会 所 類 似 施 設 整 備 ･建 設 費 助 成 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］自治活動拠点の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー と コ ミ ュ ２ ５ 施 設
ニ テ ィ セ ン タ ー 等 の 整 備 数 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

北 部 ・ 河 辺 ・ 雄 和 市 民 北 部 ・ 河 辺 ・ 雄 和 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー を 開 設
サ ー ビ ス セ ン タ ー の 開 し 、 身 近 な 公 共 サ ー ビ ス の 提 供 と あ わ せ 地 域 自 治 活
設 動 の 拠 点 と し て の 活 用 を 進 め ま す 。

【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 庁 舎 ・ 支 所 等 総 合 整 備 事 業 (仮 称 ） 北 部 市 民 サ ー

ビ ス セ ン タ ー 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 北 部 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー 整 備 事 業 （ 千 円 ）
・ 河 辺 ・ 雄 和 市 民 セ ン タ ー の サ ー ビ ス セ ン タ ー 化

（ 千 円 ）
( 仮 称 ） 東 部 市 民 サ ー 東 部 地 域 の 市 民 協 働 ・ 都 市 内 地 域 分 権 の 拠 点 施 設
ビ ス セ ン タ ー の 整 備 と し て の 機 能 を 確 保 す る た め 、 既 存 施 設 の 有 効 活 用

も 含 め (仮 称 ） 東 部 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー の 整 備 を 進
め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 庁 舎 ・ 支 所 等 総 合 整 備 事 業 (仮 称 ） 東 部 市 民 サ ー

ビ ス セ ン タ ー 整 備 事 業
( 仮 称 ） 南 部 市 民 サ ー 南 部 地 域 の 市 民 協 働 ・ 都 市 内 地 域 分 権 の 拠 点 施 設
ビ ス セ ン タ ー の 整 備 と し て の 機 能 を 確 保 す る た め 、 既 存 施 設 の 有 効 活 用

も 含 め (仮 称 ） 南 部 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー の 整 備 を 進
め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 庁 舎 ・ 支 所 等 総 合 整 備 事 業 (仮 称 ） 南 部 市 民 サ ー

ビ ス セ ン タ ー 整 備 事 業
（ 仮 称 ） 中 央 市 民 サ ー 中 央 地 域 に お け る 市 民 協 働 ・ 都 市 内 地 域 分 権 の 拠
ビ ス セ ン タ ー の 整 備 点 施 設 と し て (仮 称 ） 中 央 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー を 整

備 し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 庁 舎 ・ 支 所 等 総 合 整 備 事 業 秋 田 市 庁 舎 新 築 事 業
【 2 3年 度 の 主 な 事 業 】
・

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 地 域 自 治 活 動 の 拠 点 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
の 整 備 に つ い て 、 既 存 施 設 の 建 て 替 え や 大 規 模 改 修 な ど に

よ り 整 備 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 勝 平 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 整 備 事 業 （ 千 円 ）
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４章３節２項 市民活動の促進
【 基 本 方 針 】
○ 地 域 団 体 や 人 材 育 成 支 援 に よ り 、 さ ら に 幅 広 い 分 野 に お い て 市 民 活 動 を 推

進 す る ほ か 、 市 民 活 動 の き っ か け と な る ア ド バ イ ス や 講 座 の 開 催 、 情 報 提
供 の 充 実 、 各 団 体 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 の 支 援 、 活 動 機 会 の 確 保 な ど の 環
境 づ く り を 進 め ま す 。

［基本施策①］市民活動の機会の拡充
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー と コ ミ ュ ７ ９ ９ ， ９ ９ ０ 人
ニ テ ィ セ ン タ ー 等 の 利 用 者 数 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー と コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 等
と コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ に 市 民 活 動 に 活 用 で き る ミ ー テ ィ ン グ ス ペ ー ス 、 Ｏ
ー 等 を い か し た 地 域 活 Ａ 機 器 等 を 配 置 し 、 各 団 体 の 交 流 な ど 、 ネ ッ ト ワ ー
動 の 連 携 強 化 ク 形 成 を 支 援 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 北 部 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー 整 備 事 業 （ 再 掲 ）
・ 河 辺 ・ 雄 和 市 民 セ ン タ ー の サ ー ビ ス セ ン タ ー 化

（ 再 掲 ）
市 民 協 働 に よ る 地 域 づ 住 民 の 地 域 課 題 の 解 決 に 向 け た 主 体 的 な 取 組 を 支
く り の 促 進 援 す る と と も に 、 公 共 施 設 の 指 定 管 理 や 業 務 委 託 の

実 施 な ど 、 地 域 団 体 な ど が 市 の 事 業 に 参 画 す る 機 会
の 拡 充 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 愛 形 成 事 業 （ 千 円 ）
・ 地 域 い き い き づ く り 支 援 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］市民活動に参加しやすい環境づくり
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

市 民 活 動 ア ド バ イ ザ ー に よ る 相 ２ ８ ９ 件
談 ・ 情 報 提 供 件 数 (２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

市 民 活 動 の 育 成 ・ 支 援 秋 田 拠 点 セ ン タ ー ア ル ヴ ェ の 市 民 交 流 サ ロ ン に お
い て 、 市 民 活 動 に 取 り 組 む き っ か け と な る よ う な 講
座 や 、 既 に 活 動 し て い る 市 民 や 団 体 に 対 す る ス キ ル
ア ッ プ を 目 的 と し た 講 座 を 開 催 し ま す 。 さ ら に 、 市
民 活 動 団 体 間 の 情 報 交 換 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 を は か
る た め の イ ベ ン ト や 、 市 民 活 動 ア ド バ イ ザ ー に よ る
相 談 業 務 や 情 報 提 供 な ど を と お し て 、 市 民 活 動 の 育
成 ･支 援 を 行 い ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 民 交 流 プ ラ ザ 市 民 活 動 育 成 ・ 支 援 事 業 （

千 円 ）



- 79 -

５章 人と文化をはぐくむ誇れるまち
１節 文化の創造

節 項 基本施策 施策

１ －
１文化遺産の保存
と活用

－
①文化財の保存と活用
の推進

－

○文化財の指定と保存
○文化財の活用
○史跡等の保存と整備
○（仮称）史跡秋田城跡歴史資料館等建設の検討
○歴史資料の収集と保存・活用

－ ２市民文化の振興 －
①文化・芸術活動の充
実

－
○文化・芸術活動への支援と顕彰
○文化・芸術活動の環境づくり

－ ②文化施設の充実 －
○文化施設の整備
○文化施設の利活用の推進

－
３生涯スポーツの
推進

－
①スポーツ活動への支
援

－

○生涯スポーツの振興
○地域スポーツの振興
○指導者の育成と活用
○スポーツ関係団体との連携による競技スポーツ
などの支援強化

－
②スポーツ施設の整
備・活用

－ ○スポーツ施設の整備・活用

－ ４国際交流の推進 － ①国際交流活動の推進 －

○友好姉妹都市などとの交流の推進
○国際理解の推進
○市民との連携による国際交流の推進
○平和意識の醸成

－
②地域に根ざした多文
化共生の推進

－
○外国人住民も暮らしやすいまちづくり
○多文化共生に向けた意識啓発
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５章１節１項 文化遺産の保存と活用
【 基 本 方 針 】
○ 文 化 遺 産 を 保 存 、 活 用 す る 環 境 の 計 画 的 な 整 備 と 、 市 民 協 働 に よ る 歴 史 と

文 化 を い か し た ま ち づ く り や 文 化 の 担 い 手 づ く り を 進 め ま す 。

［基本施策①］文化財の保存と活用の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
文 化 財 学 習 会 、 体 験 、 講 座 等 へ
の 参 加 者 数 ５ ６ ， ０ ０ ０ 人

(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

文 化 財 の 指 定 と 保 存 歴 史 ・ 民 俗 ・ 美 術 な ど の 文 化 遺 産 の 調 査 を 進 め 、
文 化 財 と し て 指 定 や 保 存 を 行 う ほ か 、 埋 蔵 文 化 財 と
特 別 天 然 記 念 物 カ モ シ カ の 保 護 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 文 化 財 保 存 事 業 補 助 金 （ 千 円 ）
・ 遺 跡 事 前 発 掘 調 査 事 業 （ 千 円 ）
・ 特 別 天 然 記 念 物 カ モ シ カ 食 害 対 策 事 業 （ 千

円 ）
文 化 財 の 活 用 長 い 歴 史 の な か で 育 ま れ て き た 貴 重 な 文 化 財 を 、

郷 土 学 習 や 市 民 協 働 に よ る ま ち づ く り 、 観 光 に お け
る 資 源 と し て 位 置 づ け 、 積 極 的 な 活 用 を は か り ま
す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 民 俗 資 料 館 等 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 文 化 財 イ ラ ス ト マ ッ プ 作 成 事 業 （ 文 化 施 設 お よ び

文 化 資 産 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 ）（ 千 円 ）
史 跡 等 の 保 存 と 整 備 国 指 定 史 跡 で あ る 秋 田 城 跡 ・ 地 蔵 田 遺 跡 や 名 勝 如

斯 亭 庭 園 な ど を 、 市 民 共 有 の 財 産 と し て 後 世 に 継 承
す る た め 、 調 査 ・ 保 存 ・ 整 備 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 史 跡 秋 田 城 跡 発 掘 調 査 ・ 保 存 事 業 （ 千 円 ）
・ 国 指 定 名 勝 如 斯 亭 庭 園 保 存 整 備 事 業 （ 千 円 ）

(仮 称 )史 跡 秋 田 城 跡 歴 秋 田 城 跡 の 発 掘 調 査 の 成 果 を 広 く 公 開 す る た め 、
史 資 料 館 等 建 設 の 検 討 （ 仮 称 ） 秋 田 城 跡 歴 史 資 料 館 建 設 の 検 討 を 進 め ま

す 。 ま た 、 地 蔵 田 遺 跡 を 中 心 と し た 出 土 品 展 示 施 設
建 設 に つ い て も 検 討 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ (仮 称 )史 跡 秋 田 城 跡 歴 史 資 料 館 建 設 事 業 （ 千

円 ）
歴 史 資 料 の 収 集 と 保 市 民 共 有 の 知 的 資 源 で あ る 歴 史 資 料 の 発 掘 と 収 集
存 ・ 活 用 を 行 い 、 適 切 に 保 存 ・ 整 理 し て い く と と も に 、 歴 史

資 料 の デ ー タ ベ ー ス 化 の 実 施 、 展 示 会 の 開 催 な ど 、
市 民 が 郷 土 の 歴 史 に し み を 持 つ こ と が で き る 環 境 づ
く り を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 史 収 集 資 料 デ ー タ ベ ー ス 化 事 業 （ 千 円 ）
・ 永 年 保 存 文 書 デ ー タ ベ ー ス 化 事 業 （ 千 円 ）
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５章１節２項 市民文化の振興
【 基 本 方 針 】
○ 市 民 の 文 化 活 動 や 文 化 事 業 の 充 実 の た め に 支 援 や 顕 彰 を 引 き 続 き 行 う と と

も に 、 多 様 化 す る 文 化 活 動 の ニ ー ズ に 対 応 で き る 環 境 整 備 と 、 地 域 の 人 材
や 文 化 関 係 団 体 と の 連 携 に よ り 市 民 文 化 の 振 興 に 取 り 組 み ま す 。

［基本施策①］文化・芸術活動の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
市 が 支 援 し た 事 業 へ の 年 間 参 加
者 数 ２ ８ ， ３ ７ ８ 人

(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

文 化 ・ 芸 術 活 動 へ の 支 市 民 の 自 主 的 な 文 化 ・ 芸 術 活 動 に 秋 田 市 文 化 振 興
援 と 顕 彰 基 金 の 活 用 な ど に よ る 財 政 的 な 支 援 を 行 う と と も

に 、 長 年 、 文 化 の 振 興 に 功 績 の あ っ た 個 人 や 団 体
と 、 優 れ た 作 品 の 発 表 や 業 績 を 顕 彰 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 文 化 振 興 基 金 事 業 （ 千 円 ）
・ 文 化 振 興 関 係 団 体 支 援 経 費 （ 千 円 ）

文 化 ・ 芸 術 活 動 の 環 境 文 化 関 係 団 体 や 地 域 の 人 材 と の 連 携 を は か り ､市 民
づ く り の 文 化 活 動 が よ り 充 実 し ､ま た ､優 れ た 文 化 ･芸 術 の 鑑

賞 機 会 が 拡 大 す る た め の 環 境 づ く り に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 文 化 会 館 自 主 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］文化施設の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

文 化 施 設 の 年 間 利 用 者 数 ６ ２ ３ ， １ ３ ９ 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

文 化 施 設 の 整 備 貴 重 な 資 料 を 適 切 に 保 存 ・ 展 示 す る た め ､千 秋 美 術
館 や 赤 れ ん が 郷 土 館 な ど の 計 画 的 な 施 設 整 備 に つ と
め る ほ か ､ 佐 竹 史 料 館 の 整 備 ･改 築 の 検 討 を 進 め ま
す 。

ま た ､老 朽 化 が 著 し い ､文 化 会 館 の 大 規 模 改 修 計 画
を 策 定 す る な ど 、 市 民 文 化 の 拠 点 整 備 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 美 術 館 施 設 整 備 等 経 費 （ 千 円 ）
・ 赤 れ ん が 郷 土 館 施 設 整 備 等 経 費 （ 千 円 ）
・ 佐 竹 史 料 館 施 設 整 備 等 経 費 （ 千 円 ）
・ 文 化 会 館 改 修 方 針 等 の 調 査 （ 千 円 ）

文 化 施 設 の 利 活 用 の 推 優 れ た 文 化 ・ 芸 術 や 歴 史 を 紹 介 す る 事 業 を 行 う と
進 と も に 、 文 化 施 設 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 な ど 、 利 活 用

の 推 進 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 美 術 館 特 別 企 画 展 開 催 事 業 （ 千 円 ）
・ 美 術 館 企 画 展 開 催 事 業 （ 千 円 ）
・ 教 育 普 及 事 業 お よ び 調 査 研 究 事 業 （ 千 円 ）
・ 赤 れ ん が 郷 土 館 企 画 展 開 催 等 事 業 （ 千 円 ）
・ 民 俗 芸 能 伝 承 館 経 常 事 業 （ 千 円 ）
・ 佐 竹 史 料 館 企 画 展 開 催 等 事 業 （ 千 円 ）
・ 文 化 施 設 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 （ 文 化 振 興 管 理 費 )（

千 円 ）
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５章１節３項 生涯スポーツの推進
【 基 本 方 針 】
○ 既 存 施 設 の 有 効 活 用 や 今 後 の ニ ー ズ に 応 じ た 適 正 な 施 設 整 備 を 進 め る と と

も に 、 地 域 や 各 種 団 体 な ど と の 連 携 に よ り 、 誰 も が ス ポ ー ツ に 親 し み 、 健
康 と 生 き が い づ く り に 取 り 組 め る 環 境 整 備 に つ と め ま す 。

○ 市 民 の ス ポ ー ツ 意 識 を さ ら に 高 め 、 新 し い 時 代 の ス ポ ー ツ 振 興 の 基 盤 づ く
り を 進 め ま す 。

［基本施策①］スポーツ活動への支援
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
週 １ 回 以 上 運 動 や ス ポ ー ツ を 行
う 20歳 以 上 の 市 民 の 割 合 ３ ８ ． ４ ％

(２ ０ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 障 が い の あ る 人 も な い 人
も 、 一 人 ひ と り の ラ イ フ ス テ ー ジ に お い て 、 気 軽 に
ス ポ ー ツ に 親 し む こ と が で き る 環 境 づ く り と 情 報 提
供 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ は ず む ス ポ ー ツ 都 市 推 進 事 業 （ 千 円 ）

地 域 ス ポ ー ツ の 振 興 地 域 の 絆 づ く り と 活 性 化 を は か り 、 地 域 住 民 が 主
体 的 に ス ポ ー ツ に 取 り 組 め る よ う 、 生 涯 ス ポ ー ツ 社
会 の 基 盤 と な る 、 身 近 な 地 域 で ス ポ ー ツ を 楽 し む こ
と の で き る 環 境 を 整 え ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 市 民 ス ポ ー ツ 活 動 振 興 事 業 （ 千 円 ）

指 導 者 の 育 成 と 活 用 ス ポ ー ツ の 楽 し さ を 教 え 、 生 涯 ス ポ ー ツ と の 出 会
い へ 導 い て く れ る 指 導 者 を 育 成 す る と と も に 、 優 れ
た 指 導 者 を 活 用 で き る 環 境 づ く り に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 保 健 体 育 振 興 経 費 （ ジ ュ ニ ア 指 導 者 養 成 セ ミ ナ ー

開 催 経 費 ）（ 千 円 ）
ス ポ ー ツ 関 係 団 体 と の ス ポ ー ツ に よ る 交 流 で 元 気 な 秋 田 市 を 目 指 す た
連 携 に よ る 競 技 ス ポ ー め 、 ス ポ ー ツ を 支 え る 関 係 団 体 と の 連 携 を 深 め 、 競
ツ な ど の 支 援 強 化 技 ス ポ ー ツ や 「 み る 」 ス ポ ー ツ を 支 援 し ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ ア ス リ ー ト 育 成 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］スポーツ施設の整備・活用
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
ス ポ ー ツ 施 設 年 間 利 用 者 数

８ ４ ９ ， ０ ０ ０ 人
(２ １ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 ・ 市 民 の ス ポ ー ツ ニ ー ズ に 対 応 し 、 誰 で も 安 全 快 適
活 用 に 使 用 で き る よ う 、 生 涯 ス ポ ー ツ の 拠 点 と な る 施 設

の 整 備 充 実 と 、 大 会 日 程 の 周 知 な ど に よ る 施 設 の 有
効 活 用 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 体 育 施 設 管 理 費 （ 千 円 ）
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５章１節４項 国際交流の推進
【 基 本 方 針 】
○ 市 民 の 主 体 的 な 交 流 活 動 や 、 交 流 成 果 の 市 民 へ の 還 元 を は か り な が ら 、 地

域 に お け る 国 際 化 を 進 め 、 国 際 的 な 視 野 を 持 っ た 人 材 育 成 と 世 界 に 広 が る
パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 構 築 し ま す 。

［基本施策①］国際交流活動の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

友 好 姉 妹 都 市 と の 交 流 者 累 積 数 ２ ， ２ ７ １ 人
(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

友 好 姉 妹 都 市 な ど と の 友 好 姉 妹 都 市 な ど と の 文 化 ・ 芸 術 、 ス ポ ー ツ 、 行
交 流 の 推 進 政 ・ 経 済 分 野 な ど に お い て 、 市 民 間 の 交 流 機 会 の 拡

大 と 友 好 親 善 の 発 展 を は か り な が ら 、 各 都 市 の 特 性
や 地 域 性 を い か し た 交 流 を 推 進 し ま す 。

ま た ､国 内 で は ､姉 妹 都 市 ・ 有 縁 関 係 に 基 づ き ､茨 城
県 常 陸 太 田 市 、 仙 北 市 と の 連 携 交 流 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 友 好 ・ 姉 妹 都 市 交 流 推 進 事 業 （ 中 国 蘭 州 市 と の 文

化 交 流 、 医 療 研 修 分 ）（ 千 円 ）
国 際 理 解 の 推 進 友 好 姉 妹 都 市 と ホ ー ム ス テ イ の 相 互 派 遣 を 行 う な

ど ､市 民 が 主 体 と な っ た 多 様 な 交 流 を 進 め る こ と に よ
り ､市 民 の 国 際 理 解 の 推 進 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

市 民 と の 連 携 に よ る 国 秋 田 市 姉 妹 都 市 フ ォ ー ラ ム を 中 心 に 、 国 際 交 流 に
際 交 流 の 推 進 関 係 す る 団 体 と 連 携 し 、 交 流 の 担 い 手 育 成 や 市 民 参

加 の 受 け 皿 づ く り を は か る こ と に よ り 、 市 民 主 体 の
国 際 交 流 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 友 好 ・ 姉 妹 都 市 交 流 推 進 事 業 （ 姉 妹 都 市 フ ォ ー ラ

ム 負 担 金 分 ）（ 千 円 ）
平 和 意 識 の 醸 成 太 平 洋 戦 争 に お い て 土 崎 空 襲 を 経 験 し た 本 市 と し

て 、 世 界 の 恒 久 平 和 へ の 願 い を 次 代 に 継 承 し て い く
た め 、 青 少 年 が 戦 争 の 惨 禍 や 平 和 の 尊 さ に 理 解 を 深
め る 取 組 を 進 め る な ど 、 市 民 の 平 和 意 識 の 醸 成 を は
か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 国 際 平 和 推 進 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策②］地域に根ざした多文化共生の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

外 国 人 登 録 者 数 １ ， ２ ３ ７ 人
(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

外 国 人 住 民 も 暮 ら し や 日 常 生 活 に 必 要 な 情 報 を 、 多 様 な 言 語 に よ る 冊 子
す い ま ち づ く り な ど で 提 供 す る と と も に 、 財 団 法 人 秋 田 県 国 際 交 流

協 会 を 中 心 と し た 関 係 機 関 、 各 種 専 門 家 と の 連 携 を
進 め 、 困 り ご と な ど の 相 談 体 制 を 充 実 し ま す 。 ま
た 、 日 本 語 の 習 得 を 支 援 し 、 外 国 人 住 民 も 暮 ら し や
す い ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 地 域 国 際 化 推 進 事 業 （ 千 円 ）

多 文 化 共 生 に 向 け た 意 外 国 人 住 民 と の 交 流 事 業 な ど へ の 参 画 、 支 援 、 情
識 啓 発 報 発 信 を 進 め 、 国 籍 や 民 族 な ど の 異 な る 人 が 、 互 い

の 文 化 的 な 違 い を 認 め な が ら と も に 生 き る 、 多 文 化
共 生 に 関 す る 市 民 の 意 識 啓 発 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し
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５章 人と文化をはぐくむ誇れるまち
２節 教育の充実

節 項 基本施策 施策

２ － １社会教育の充実 － ①学習機会の充実 － ○学習機会の拡充

－ ②学習環境の整備 －
○施設整備とネットワーク化の推進
○図書館サービスの拡充

－
③青少年の健全育成の
推進

－
○放課後児童対策の充実
○青少年非行の未然防止活動の充実

－ ２学校教育の充実 － ①幼児教育の充実 －
○幼稚園への就園奨励
○幼稚園の振興に対する助成の実施

－ ②小中学校教育の充実 －

○小中一貫した考えに立った教育の推進
○信頼関係を深める｢人と人との絆づくり」の推進
○徳・知・体のバランスのとれた子どもを育てる
教育活動の推進
○今日的教育課題に対応する教育活動の推進
○郷土秋田の特色をいかした教育活動の推進

－
③高等学校等の教育の
充実

－

○秋田商業高等学校の教育の充実
○御所野学院高等学校の教育の充実
○秋田公立美術工芸短期大学附属高等学院の教育
の充実

－ ④教育環境の整備 －

○小・中学校の増改築等の実施
○小・中学校の大規模改造等の実施
○耐震補強等の実施
○小・中学校の環境等の整備の実施
○教職員の資質能力の向上
○児童生徒の安全対策の実施

－ ３高等教育の充実 －
①高等教育の内容の充
実

－

○美術工芸短期大学の4年制大学化の検討
○市民に開かれた大学の実践
○地方公共団体、地域産業および他高等教育機関
との連携

－
②高等教育の環境の整
備

－ ○高等教育の環境の整備
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５章２節１項 社会教育の充実
【 基 本 方 針 】
○ 市 民 と 行 政 の 協 働 に よ り 、 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で の 様 々 な 学 習 ニ ー ズ に こ

た え る 社 会 教 育 事 業 を 進 め る と と も に 、 学 習 機 会 に 関 す る 情 報 提 供 の 充 実
や 学 習 活 動 を 支 え る 施 設 な ど の 環 境 整 備 に つ と め ま す 。

○ 学 習 機 会 の 拡 充 に あ た っ て は 、 現 代 的 課 題 や 地 域 課 題 の 解 決 に つ な が る
「 学 び 」 の 機 会 を 充 実 さ せ 、 地 域 づ く り に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 に つ と め
る と と も に 、 学 習 成 果 を 社 会 に 積 極 的 に い か す こ と が で き る 環 境 を 整 え ま
す 。

○ 児 童 の 健 全 育 成 を は か る た め 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ や 児 童 館 等 を 計 画 的 に 整
備 し 、 放 課 後 の 生 活 の 場 や 安 全 な 遊 び 場 を 提 供 し ま す 。

［基本施策①］学習機会の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
生 涯 学 習 を し て い る 人 の 割 合
（ 生 涯 学 習 事 業 参 加 者 数 ） ９ ４ ， ２ １ １ 人

( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

学 習 機 会 の 拡 充 市 民 の ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 学 習 ニ ー ズ や 様 々
な 課 題 に 対 応 し た 学 習 機 会 の 充 実 を は か り ま す 。

ま た 、 地 域 の 課 題 を 見 つ け 解 決 し て い く 力 を 養 う
学 習 の 充 実 に つ と め る と と も に 、 学 習 成 果 を い か し
た 活 動 が で き る 場 の 提 供 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 生 涯 学 習 ・ 社 会 教 育 推 進 経 費 （ 千 円 ）
・ 中 央 公 民 館 経 常 事 業 等 （ 千 円 ）

［基本施策②］学習環境の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

施 設 整 備 と ネ ッ ト ワ ー 公 民 館 機 能 の 移 転 を 含 め た 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー
ク 化 の 推 進 構 想 等 と の 整 合 性 を は か り な が ら 、 施 設 の あ り 方 を

検 討 し そ の 整 備 を 進 め て い く と と も に 、 社 会 教 育 施
設 間 の 情 報 共 有 を 進 め る な ど ネ ッ ト ワ ー ク 化 を は か
り 、 学 習 環 境 の 充 実 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 北 部 、 河 辺 、 雄 和 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー へ の 公 民

館 機 能 移 転 （ 千 円 ）
図 書 館 サ ー ビ ス の 拡 充 市 民 の 読 書 活 動 支 援 の た め 、 幅 広 く 資 料 を 収 集 す

る ほ か 、 ボ ラ ン テ ィ ア と の 協 働 に よ る 講 座 な ど を 積
極 的 に 開 催 し 、 図 書 に 親 し む 機 会 の 拡 充 に つ と め ま
す 。

ま た 、 移 動 図 書 館 車 や 配 本 サ ー ビ ス を 充 実 し 、 児
童 や 高 齢 者 、 図 書 館 遠 隔 地 に 住 む 市 民 が 利 用 し や す
い 環 境 づ く り を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 図 書 資 料 整 備 経 費 （ 明 徳 館 、 土 崎 、 新 屋 、 雄 和 ）

（ 千 円 ）
・ 市 民 文 化 講 座 、 文 化 講 演 会 （ 千 円 ）

［基本施策③］青少年の健全育成の推進
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

放 課 後 子 ど も 教 室 未 実 施 学 区 数 １ ０ 学 区
(２ １ 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

放 課 後 児 童 対 策 の 充 実 子 ど も を 健 や か に 育 成 で き る 安 全 な 居 場 所 づ く り
の た め 、 す べ て の 小 学 校 区 に 児 童 館 等 を 設 置 す る と
と も に 、 利 用 者 ニ ー ズ を 把 握 し 放 課 後 児 童 ク ラ ブ を
整 備 す る な ど 、 放 課 後 子 ど も プ ラ ン を 積 極 的 に 推 進
し ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 児 童 館 等 整 備 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 （ 千 円 ）
・ 放 課 後 子 ど も 教 室 推 進 事 業 （ 千 円 ）
・ 児 童 館 等 整 備 事 業 （ 千 円 ）

青 少 年 非 行 の 未 然 防 止 青 少 年 非 行 の 未 然 防 止 の た め 、 県 や 警 察 の ほ か 、
活 動 の 充 実 学 校 、 地 域 、 青 少 年 健 全 育 成 団 体 等 と の 連 携 に つ と

め ま す 。
ま た 、 少 年 や 保 護 者 を 対 象 と し た 相 談 事 業 や 少 年

指 導 委 員 に よ る 街 頭 指 導 な ど 、 青 少 年 の 健 全 育 成 を
阻 害 す る お そ れ の あ る 環 境 か ら 青 少 年 を 守 る 活 動 を
実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 少 年 指 導 セ ン タ ー 管 理 費 （ 街 頭 巡 回 指 導 、 環 境 浄

化 活 動 、 少 年 相 談 活 動 ）（ 千 円 ）
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５章２節２項 学校教育の充実
【 基 本 方 針 】
○ 幼 児 期 か ら 高 等 学 校 段 階 ま で を 通 じ て 、 充 実 し た 教 育 環 境 と 指 導 体 制 の も

と 、 徳 ・ 知 ・ 体 の バ ラ ン ス が 取 れ た 自 立 で き る 子 ど も の 育 成 に 取 り 組 み ま
す 。

○ 家 庭 や 地 域 と 連 携 し な が ら 、「 共 生 」 の 心 を は ぐ く む と と も に 、 不 登 校 対
応 や 特 別 支 援 教 育 な ど の 様 々 な 教 育 課 題 に 、 小 中 一 貫 し た 考 え に 立 っ て き
め 細 か く 対 応 し ま す 。

○ 学 校 施 設 な ど の 整 備 を 計 画 的 に 進 め る と と も に 、 学 校 の 規 模 や 配 置 の 適 正
化 に つ い て も 検 討 を 進 め な が ら 、 教 育 環 境 の 維 持 向 上 に 取 り 組 み ま す 。

［基本施策①］幼児教育の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

幼 稚 園 へ の 就 園 奨 励 希 望 す る す べ て の 幼 児 が 幼 稚 園 教 育 を 受 け る こ と
が で き る よ う 、 保 護 者 の 所 得 状 況 に 応 じ て 経 済 的 負
担 を 軽 減 し 、 幼 稚 園 へ の 就 園 を 奨 励 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 幼 稚 園 就 園 奨 励 費 補 助 事 業 （ 千 円 ）
・ す こ や か 子 育 て 支 援 事 業 費 補 助 事 業 （ 千 円 ）

幼 稚 園 の 振 興 に 対 す る 幼 稚 園 教 育 の 充 実 と 振 興 を は か る た め 、 私 立 幼 稚
助 成 の 実 施 園 が 実 施 す る 事 業 に 対 す る 助 成 を 行 い ま す 。

【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ (仮 称 )私 立 幼 稚 園 幼 児 教 育 推 進 費 補 助 事 業 （ 千

円 ）

［基本施策②］小中学校教育の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

小 中 一 貫 し た 考 え に 立 小 ・ 中 学 校 ９ 年 間 を 一 つ の ま と ま り と し て と ら
っ た 教 育 の 推 進 え 、 子 ど も の 発 達 段 階 に 応 じ た き め 細 か な 指 導 を 行

う た め 、 小 学 校 と 中 学 校 が 「 目 指 す 子 ど も 像 」 を 共
有 し ま す 。

ま た 、 小 中 が 連 携 し て 学 習 指 導 や 生 徒 指 導 に 取 り
組 む と と も に 、 感 動 を 共 有 す る 小 中 合 同 の 体 験 活 動
な ど を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

信 頼 関 係 を 深 め る 「 人 学 校 、 家 庭 、 地 域 の 相 互 の 信 頼 関 係 を 深 め 、 子 ど
と 人 と の 絆 づ く り 」 の も た ち に 共 生 の 心 を は ぐ く む た め 、「 子 ど も が 『 人
推 進 の 絆 』 の 素 晴 ら し さ を 実 感 す る 学 習 や 体 験 活 動 」

「 学 校 と 家 庭 が 協 力 し あ う 機 会 」「 学 校 と 地 域 と の
絆 を 深 め る 機 会 」 な ど の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

徳 ・ 知 ・ 体 の バ ラ ン ス 思 い や り を 持 っ て 互 い に 認 め あ う こ と が で き る よ
の と れ た 子 ど も を 育 て う 、 豊 か な 人 間 性 を は ぐ く む 教 育 活 動 を 推 進 す る と
る 教 育 活 動 の 推 進 と も に 、 生 き る 力 と し て の 「 確 か な 学 力 」 の 向 上 を

目 指 し て 、 一 人 ひ と り に 応 じ た 指 導 方 法 の 工 夫 改 善
に つ と め ま す 。

ま た 、 体 力 の 向 上 と 健 康 の 保 持 増 進 を は か る た
め 、 運 動 に 親 し む 機 会 を 確 保 す る と と も に 、 健 康 教
育 ・ 性 教 育 ・ 食 育 の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し
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今 日 的 教 育 課 題 に 対 応 子 ど も 一 人 ひ と り の 状 況 に 応 じ た 適 切 な 支 援 に つ
す る 教 育 活 動 の 推 進 と め る た め 、 特 別 支 援 教 育 の 充 実 を は か る ほ か 、 心

に 寄 り 添 い 、 深 く か か わ る 生 徒 指 導 を 推 進 す る と と
も に 、 い じ め 問 題 や 不 登 校 問 題 へ の 取 組 の 充 実 を は
か り ま す 。

ま た 、 子 ど も た ち に 、 将 来 の 夢 や 希 望 の 実 現 に 向
け て 意 欲 を 持 っ て 学 び 続 け る 態 度 を は ぐ く む た め 、
キ ャ リ ア 教 育 の 推 進 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

郷 土 秋 田 の 特 色 を い か 子 ど も た ち が 、 郷 土 に 対 す る 誇 り や 愛 着 を も ち 、
し た 教 育 活 動 の 推 進 郷 土 に 貢 献 し よ う と す る 態 度 を は ぐ く む た め 、 自

然 、 歴 史 ・ 文 化 な ど を 素 材 と し た 学 習 や 、 地 域 の 伝
統 芸 能 を 学 ん だ り 伝 統 行 事 に 参 加 す る な ど の 体 験 活
動 の 充 実 を は か り ま す 。

ま た 、 環 境 に 対 す る 豊 か な 感 性 や 、 互 い に 理 解 し
あ い 、 助 け あ い な が ら と も に 生 き て い こ う と す る 態
度 を は ぐ く む た め に 、 環 境 教 育 や 福 祉 教 育 の 充 実 に
つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

［基本施策③］高等学校等の教育の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

秋 田 商 業 高 等 学 校 の 教 商 業 高 校 と し て の 特 色 を い か し 、 会 計 、 情 報 、 マ
育 の 充 実 ー ケ テ ィ ン グ な ど 各 分 野 で の 実 践 的 ビ ジ ネ ス 能 力 を

身 に つ け た 人 材 の 育 成 に つ と め る と と も に 、 学 習 内
容 、 生 活 指 導 、 進 路 指 導 を 充 実 し な が ら 、 文 武 両 道
の 教 育 を 実 践 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 商 業 高 等 学 校 教 育 振 興 費 （ Ａ Ｋ Ｉ Ｓ Ｈ Ｏ Ｐ 、

キ ッ ズ ビ ジ ネ ス タ ウ ン 、 ユ ネ ス コ ス ク ー ル ）（
千 円 ）

御 所 野 学 院 高 等 学 校 の 郷 土 愛 を も ち な が ら も 、 国 際 感 覚 を 身 に 付 け た 個
教 育 の 充 実 性 豊 か な 人 材 の 育 成 を 目 指 し 、 中 高 教 員 が 連 携 し

て 、 一 貫 教 育 校 の 特 色 を 最 大 限 い か し た カ リ キ ュ ラ
ム の 編 成 を 行 い 、 一 層 の 教 育 内 容 の 充 実 に つ と め ま
す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 予 算 要 求 事 業 な し

秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 美 術 、 工 芸 、 デ ザ イ ン の 知 識 や 技 術 を 持 っ た 社 会
大 学 附 属 高 等 学 院 の 教 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 を 目 指 し 、 秋 田 公 立 美 術 工
育 の 充 実 芸 短 期 大 学 と の 連 携 の も と 、 教 育 内 容 の 充 実 に つ と

め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 附 属 高 等 学 院 教 育 振 興 費 （ 明 日 の ク リ エ イ タ ー 展

開 催 事 業 分 ）（ 千 円 ）
・ 附 属 高 等 学 院 教 育 設 備 等 整 備 事 業 （ 千 円 ）

［基本施策④］教育環境の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

な し
( 年 度 )
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【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

小 ・ 中 学 校 の 増 改 築 等 小 ・ 中 学 校 の 校 舎 や 体 育 館 な ど の 学 校 施 設 で 、 大
の 実 施 規 模 な 地 震 に よ っ て 倒 壊 も し く は 崩 壊 す る 危 険 性 が

高 い ケ ー ス や 、 建 築 後 40年 以 上 経 過 し コ ン ク リ ー ト
強 度 が 低 下 し て い る ケ ー ス な ど に 対 応 す る た め 、 増
改 築 に よ る 教 育 環 境 の 整 備 を 行 い ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 小 ・ 中 学 校 増 改 築 等 事 業 （ 雄 和 地 域 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 土 崎 中 学 校 一 部 校 舎 増 改 築 （ 千 円 ）
・ 雄 和 中 学 校 増 改 築 （ 千 円 ）

小 ・ 中 学 校 の 大 規 模 改 小 ・ 中 学 校 の 建 築 後 20年 以 上 経 過 し た 校 舎 や 体 育
造 等 の 実 施 館 を 対 象 と し て 、 通 常 発 生 す る 建 物 の 損 耗 、 機 能 低

下 に 対 す る 復 旧 措 置 お よ び 改 装 を 行 い 教 育 環 境 の 質
的 改 善 を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 下 浜 中 学 校 体 育 館 改 造 （ 千 円 ）

耐 震 補 強 等 の 実 施 構 造 耐 震 指 標 （ I s 値 ） が 0 . 7未 満 の 校 舎 ・ 体 育 館
を 補 強 す る こ と に よ っ て 児 童 ・ 生 徒 の 安 全 性 の 確 保
を は か り ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 東 小 学 校 補 強 （ 千 円 ）

小 中 学 校 の 環 境 等 の 整 小 ・ 中 学 校 学 校 の ト イ レ や グ ラ ウ ン ド 、 プ ー ル な
備 ど 時 代 に 即 し た 設 備 や 機 能 が 求 め ら れ て い る も の

や 、 経 年 に よ り 機 能 低 下 し た 施 設 を 整 備 し ま す 。
ま た 、 秋 田 商 業 高 等 学 校 の 生 徒 の 安 全 と 地 域 の 防

災 拠 点 と し て の 安 全 を 確 保 す る た め 、 耐 震 診 断 に 基
づ い た 耐 震 補 強 と 老 朽 化 し た 施 設 の 改 修 を 実 施 し ま
す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 小 ・ 中 学 校 グ ラ ウ ン ド 改 良 事 業 （ 河 辺 地 域 ）
・ 小 ・ 中 学 校 プ ー ル 改 築 事 業 （ 河 辺 地 域 、 雄 和 地

域 ）
・ 小 ・ 中 学 校 情 報 教 育 環 境 整 備 事 業 （ 河 辺 地 域 、 雄

和 地 域 ）
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 小 ・ 中 学 校 保 健 室 空 調 設 備 設 置 （ 千 円 ）
・ 秋 田 商 業 高 等 学 校 耐 震 補 強 等 事 業 （ 千 円 ）
・ 岩 見 三 内 小 中 学 校 プ ー ル 築 造 （ 千 円 ）

教 職 員 の 資 質 能 力 の 向 小 ・ 中 学 校 の 教 職 員 の 豊 か な 人 間 性 を 培 い 、 職 務
上 上 必 要 な 専 門 的 な 資 質 や 能 力 の 向 上 を は か る た め 、

経 験 年 数 や 職 務 な ど に 応 じ た 体 系 的 ・ 総 合 的 な 研 修
を 実 施 す る と も に 、 学 校 に お け る 校 内 研 修 や 教 育 研
究 団 体 と の 相 互 連 携 に つ と め ま す 。
【 新 県 都 プ ラ ン 事 業 】
・ 教 育 研 究 所 改 修 事 業
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 教 職 員 研 修 推 進 事 業 （ 千 円 ）

児 童 生 徒 の 安 全 対 策 の 児 童 が 安 心 し て 学 校 生 活 を 送 る こ と が で き る よ
実 施 う 、 す べ て の 市 立 小 学 校 へ 警 備 員 を 配 置 し 、 不 審

者 、 不 審 物 へ 対 応 し ま す 。
ま た 、 各 小 学 校 ご と に 組 織 す る 安 全 対 策 委 員 会 の

活 性 化 を は か り 、 地 域 、 学 校 、 関 係 機 関 な ど が 一 体
と な っ た 安 全 対 策 を 推 進 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 市 立 小 学 校 警 備 業 務 （ 千 円 ）
・ ス ク ー ル ガ ー ド 養 成 講 習 会 （ 千 円 ）
・ 秋 田 っ 子 ま も る メ ー ル の 配 信 （ 千 円 ）
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５章２節３項 高等教育の充実
【 基 本 方 針 】
○ 市 内 各 高 等 教 育 機 関 と の 連 携 ・ 協 力 に 基 づ く 事 業 実 施 や 、 大 学 コ ン ソ ー シ

ア ム あ き た の 枠 組 み の 活 用 な ど に よ り 、 行 政 、 地 域 団 体 、 産 業 界 、 大 学 な
ど が 連 携 し た 活 動 を よ り 活 性 化 さ せ る よ う つ と め ま す 。

○ 秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大 学 に つ い て は 、 競 争 力 の 強 化 や 就 職 市 場 か ら の 評
価 向 上 、 教 育 目 標 の よ り 高 い 次 元 で の 達 成 、 芸 術 ・ 文 化 の ま ち づ く り へ の
貢 献 を は か る た め 、 ４ 年 制 大 学 へ の 移 行 等 を 検 討 し ま す 。

［基本施策①］高等教育の内容の充実
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標

公 開 講 座 年 間 受 講 者 数 １ ２ ０ 名
(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

美 術 工 芸 短 期 大 学 の ４ 競 争 力 の 強 化 や 就 職 市 場 か ら の 評 価 向 上 、 教 育 目
年 制 大 学 化 の 検 討 標 の よ り 高 い 次 元 で の 達 成 、 芸 術 ・ 文 化 の ま ち づ く

り へ の 貢 献 を は か る た め 、 有 識 者 委 員 会 に よ る 提 言
を 踏 ま え な が ら 、 引 き 続 き 秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大
学 の ４ 年 制 大 学 へ の 移 行 を 検 討 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大 学 ４ 年 制 大 学 化 検 討 経 費

（ 千 円 ）
市 民 に 開 か れ た 大 学 の 秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大 学 に お い て 、 市 民 向 け の
実 践 公 開 講 座 の 開 催 お よ び 大 学 開 放 セ ン タ ー 「 ア ト リ エ

も も さ だ 」 に お け る 各 種 工 芸 講 座 や イ ベ ン ト な ど を
通 じ 、 市 民 の 生 涯 学 習 ニ ー ズ に 応 え る と と も に 、 市
民 の 交 流 の 場 の 確 保 に つ と め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 公 開 講 座 開 催 経 費 （ 千 円 ）

地 方 公 共 団 体 、 地 域 産 秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大 学 に 蓄 積 さ れ た 高 度 な 知
業 お よ び 他 高 等 教 育 機 識 ・ 技 能 を 社 会 に い か す た め 、 地 方 公 共 団 体 の 政 策
関 と の 連 携 や 地 域 産 業 と の 共 同 研 究 等 を 進 め ま す 。

ま た 、 他 の 高 等 教 育 機 関 と 連 携 し な が ら 、 大 学 コ
ン ソ ー シ ア ム あ き た の 連 携 公 開 講 座 お よ び 高 大 連 携
授 業 な ど を 実 施 し ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム あ き た 事 業 経 費 （ 千 円 ）

［基本施策②］高等教育の環境の整備
【 目 標 】

指 標 現 況 27年 度 目 標
秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大 学 付 属
図 書 館 の 蔵 書 数 ４ １ ， ９ ０ ０ 冊

(２ ２ 年 度 )

【 計 画 期 間 内 に 実 施 す る 施 策 】
施 策 名 取 組 内 容

高 等 教 育 の 環 境 の 整 備 秋 田 公 立 美 術 工 芸 短 期 大 学 の 施 設 お よ び 設 備 に つ
い て は 、 開 学 か ら 1 5年 以 上 が 経 過 し 、 全 体 的 に 経 年
劣 化 が 進 ん で い る こ と か ら 、 改 修 計 画 を 策 定 し 、 改
修 お よ び 更 新 を 進 め ま す 。
【 23年 度 の 主 な 事 業 】
・ 短 期 大 学 補 修 経 費 （ 千 円 ）
・ 短 期 大 学 教 育 設 備 等 整 備 事 業 （ 千 円 ）



都市イメージ「ブランドあきた」の確立都市イメージ「ブランドあきた」の確立戦略１

重点プログラム

Ⅳ クラブスポーツへの支援

Ⅱ 芸術・文化によるまちおこし

Ⅲ 秋田市ブランド商品の開発と振興

Ⅰ まちの顔づくり
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第４ 成長戦略推進計画

中心市街地への来訪者に、秋田市を
強く印象づけられるような「まちの顔」づ
くりを目指します。

芸術・文化施設の一層の活用により、
身近な場所で芸術・文化に触れる機会
を創出するとともに、都市景観形成に
より、魅力あるまちのイメージを創りま
す。

秋田市ブランドの新商品開発と販路
拡大により、「ブランド秋田」の確立を
目指します。

本市をホームタウンとするクラブチー
ムのスポンサー支援や地元チームを応
援する市民意識の醸成を目指します。

ねらい

芸術・文化をはじめとする様々な資源を活用しながら「にぎわい」や「秋田らしさ」を創造する
ことにより、本市のイメージアップをはかり、秋田市オリジナルのイメージの確立と市民が誇
れる魅力あるまちづくりを進めます。

芸術・文化をはじめとする様々な資源を活用しながら「にぎわい」や「秋田らしさ」を創造する
ことにより、本市のイメージアップをはかり、秋田市オリジナルのイメージの確立と市民が誇
れる魅力あるまちづくりを進めます。



中心市街地において各種活性化施策を連続
的に展開することにより、秋田駅前から中通一
丁目地区を魅力ある一体的な集客エリアとし、
中心市街地全体のにぎわい創出をはかります。

また、秋田駅に降り立った時の第一印象であ
る、駅前の都市景観整備とにぎわい創出を進め
ます。

秋田市の素材をいかした特産品・名物を開発
し、「秋田市ブランド」として市内外にPRし、販路
を拡大します。

景観上重要な建造物の保存などへの支援や
ラッピングバスによる「ブランドあきた」のPR、秋
田公立美術工芸短期大学による作品展示機会
の充実をはかります。また、市内に点在する文
化財や文化施設を紹介する文化財イラストマッ
プを作成し、マップを活用した事業を行います。

本市をホームタウンとする秋田ノーザンハピ
ネッツ、ブラウブリッツ秋田、秋田ノーザンブレッ
ツ３チームのホームゲーム開催にあわせ、PR
ブースの設置やイベント開催など、地域でチー
ムを支援する体制をつくります。

・中通一丁目地区市街地再開発事業
（市勢活性化推進本部 Ｐ27）

・中心市街地商業集積推進事業
（商工労働課 P27）

・中心市街地パーク・アンド・ライド推進事業
（市勢活性化推進本部 P27）

・魅力ある個店づくり支援事業
（商工労働課 Ｐ13）

・アルヴェ・JR・NHKによる協働プロジェクト
(秋田市民交流プラザ管理室 P28）

・秋田駅周辺にぎわいづくり推進事業
（秋田市民交流プラザ管理室 P27 ）

・秋田駅周辺まちづくりイベント支援事業
（まちづくり整備室 P27）

・まちの駅推進モデル事業
（まちづくり整備室 P27）

・秋田杉街並みづくり推進事業
（まちづくり整備室 Ｐ24）

・(仮称）まちの情報発信機能整備事業
（まちづくり整備室 Ｐ25）

・「メイドイン秋田市」ものづくり支援事業
（商工労働課 P12）

・あきたブランド商材開発事業
（観光物産課 P12）

・地域ブランド農産物開発推進事業
（農業農村振興課 Ｐ20）

・ラッピングバスによる「ブランドあきた」ＰＲ事業
（交通政策室 Ｐ24）

・景観上重要な建造物の保存・修景への助成事業
（都市計画課 Ｐ39）

・文化施設および文化資産ネットワーク事業
（文化振興室 Ｐ80）

・スポーツホームタウン構想推進事業
（企画調整課 P28）

・スポーツホームタウンにぎわい創出事業
（企画調整課 P28）

平成23年度 成長戦略事業計画期間内の取組
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地域産業の競争力強化地域産業の競争力強化戦略２

Ⅱ 環日本海貿易の促進

Ⅲ 戦略作目による新たな農業ビジネスの展開

Ⅰ ビジネスチャンスを捉えた産業の創出

重点プログラム

新たなビジネスモデルに取り組む企
業や、意欲のある中小企業を支援す
ることで、ビジネスチャンスを捉えた産
業の創出を目指します。

地理的優位性をいかし、中国・ロシ
ア・韓国・台湾など対岸諸国との経済
交流の拡大を目指します。

本市農業活性化の鍵となる戦略作目
について、重点的に支援を進め、生産
の拡大と農家所得の向上をはかります。

中国・ロシア沿海地方に近接する地理的優位性や豊富な農業資源、優れた環境リサイク
ル技術、恵まれた条件を兼ね備えた風力をはじめとする新エネルギーなど、本市の潜在力
を戦略的に引き出すことにより、地域産業の競争力を高めます。

中国・ロシア沿海地方に近接する地理的優位性や豊富な農業資源、優れた環境リサイク
ル技術、恵まれた条件を兼ね備えた風力をはじめとする新エネルギーなど、本市の潜在力
を戦略的に引き出すことにより、地域産業の競争力を高めます。

ねらい
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買い物が困難な市民を対象とした新たなサー
ビスの提供など、新たなビジネスモデルに取り
組む事業者や、経営基盤強化・販路開拓・人材
育成の支援など、意欲のある中小企業の成長
を後押しします。

現地経済団体・貿易関連機関などとの連携や、
現地コーディネーターの配置を進め、海外企業
との継続的な企業間取引の拡大をはかります。

「園芸作物」を戦略作目と位置づけ、生産拡大
に必要な一連のプロセスとして担い手育成、生
産振興、販売促進など一貫した支援を行います。

・買い物環境改善支援事業
（商工労働課 P11）

・市内企業競争力強化支援事業
(商工労働課 P13）

・対岸経済交流事業
（港湾貿易振興課 P16）

・園芸作物生産振興事業
（農業農村振興課 P19）

・園芸作物担い手育成事業
（農業農村振興課 Ｐ19）

・園芸作物販売促進事業
（農業農村振興課 Ｐ19）

・農業ＩＴ利用促進事業
（農業農村振興課 P19）

平成23年度 成長戦略事業計画期間内の取組
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観光あきた維新観光あきた維新戦略３

Ⅱ 観光資源の発掘、磨き上げ

Ⅲ セールスプロモーションの強化

Ⅰ 秋田市ならではの観光戦略構築

重点プログラム

本市の持つ魅力をいかしながら、新た
な観光メニューの開発に取り組むなど、
本市ならではの観光戦略の構築を目指
します。

本市の観光資源を磨き上げるとともに、
見せ方に工夫を凝らすなど、1年を通し

て多くの観光客に滞在してもらえる企画
やサービスの確立を目指します。

誘客キャンペーンや観光プロモーショ
ンなど、国内外に向けた情報発信を強
化し、交流人口の拡大を目指します。

有形・無形の魅力ある観光資源を磨き上げるとともに、旅行者のニーズに的確に対応した、
新たな視点と柔軟な発想によるオリジナリティーあふれる観光戦略を打ち出し、観光都市と
しての魅力を高め交流人口の増加をはかります。

有形・無形の魅力ある観光資源を磨き上げるとともに、旅行者のニーズに的確に対応した、
新たな視点と柔軟な発想によるオリジナリティーあふれる観光戦略を打ち出し、観光都市と
しての魅力を高め交流人口の増加をはかります。

ねらい
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観光に精通し、成功実績を持つエキスパート
を観光アドバイザーとして起用し、オンリーワン
の観光戦略を打ち出します。

携帯端末を利用した観光情報の提供や、通
年・滞在型観光の推進につながるイベントを企
画するほか、文化財の観光資源としての活用、
秋田市スタイルのグリーン・ツーリズムの商品
化、大森山動物園のさらなる魅力向上に取り組
みます。

首都圏などにおける観光PR活動、コンベン
ション・海外テレビドラマのロケ誘致、旅行会社
とタイアップした売り込み作戦などを展開します。

・観光戦略プラン構築事業
（観光物産課 P24）

・ブランドあきたシティセールス推進事業
（観光物産課 Ｐ24）

・観光ナビゲーションサービス事業
（観光物産課 P24）

・動物園にぎわい創出事業
（大森山動物園 P25）

・都市農村交流ツアー整備促進事業
（農業農村振興課 Ｐ21）

・観光誘客プロモーション事業
（観光物産課 P25）

・コンベンション誘致助成事業
（観光物産課 Ｐ26）

・韓国テレビドラマロケ誘致事業
（観光物産課 Ｐ25）

・動物園宣伝・広告推進事業
（大森山動物園 Ｐ25）

平成23年度 成長戦略事業計画期間内の取組
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環境立市あきたの実現環境立市あきたの実現戦略４

重点プログラム

Ⅱ 環境関連事業の創出

Ⅲ 環境付加価値の活用促進

Ⅰ 新(省)エネルギー設備の導入拡大

環境付加価値を活用した地球温暖化
対策を積極的に展開し、環境立市のイ
メージ定着を目指します。

施設の省エネルギー化や新エネル
ギー設備の導入により、まち全体のエ
ネルギー利用の最適化を目指します。

本市の豊かな自然環境をいかしなが
ら、地球温暖化対策と地域産業の活性
化の両立を目指します。

積極的な地球温暖化対策に加え、本市の恵まれた自然環境をいかしながら、様々な環境
関連施策を総動員し、環境分野における本市のブランドイメージを高めるとともに、環境と経
済の好循環を生み出します。

積極的な地球温暖化対策に加え、本市の恵まれた自然環境をいかしながら、様々な環境
関連施策を総動員し、環境分野における本市のブランドイメージを高めるとともに、環境と経
済の好循環を生み出します。

ねらい
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市内に所在するすべての施設の継続的な省
エネルギー化と統合管理システムの導入を通じ
て、エネルギー利用の最適化を進めるとともに、
防犯灯のLED化や住宅用太陽光発電システム
などの新エネルギー設備の普及を進めます。

森林整備の促進や林業・関連産業の活性化、
雇用の創出などを視野に入れ、バイオマスを活
用した新たな産業などの創出を検討します。
また、木質バイオマスを利活用した木質ペレット
の普及をはかるために、公共施設などへのペ
レットボイラーおよびストーブ導入の推進や、市
民のペレットストーブ利活用を支援します。

グリーン電力証書やオフセット・クレジット、国
内クレジットなど、環境付加価値を活用した地球
温暖化対策に取り組みます。

・（仮称）あきたスマートシティ・プロジェクト
（環境総務課 P34）

・（仮称）秋田市防犯灯ＬＥＤ化事業
(地域振興課 P54）

・秋田市住宅用太陽光発電システム設置費補助金
（環境総務課 P34）

・エコ動物園推進事業
（大森山動物園 P25）

・秋田市エコロジー住宅支援事業
（住宅整備課 P40）

・（仮称）バイオマス導入検討経費
（環境総務課 P35）

・木質バイオマス利活用促進事業
（農地森林整備課 Ｐ34）

・環境付加価値利活用経費
（環境総務課 P34）

・（仮称）秋田市電子地域通貨「komachi」創設事業
（環境総務課 P34）

・森林の力：オフセット・クレジット制度導入ＰＲ経費
（農地森林整備課 Ｐ34）

平成23年度 成長戦略事業計画期間内の取組
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エイジフレンドリーシティ(高齢者にやさしい都市）の実現エイジフレンドリーシティ(高齢者にやさしい都市）の実現戦略５

重点プログラム

Ⅳ 高齢者の交通手段の確保

Ⅱ 高齢者の多様な能力の活用

Ⅲ バリアフリー化の促進

Ⅰ エイジフレンドリーシティ構想の普及啓発
ＷＨＯ（世界保健機関）が提唱してい

る「エイジフレンドリーシティ」を推進し、
高齢者にやさしいまちを目指します。

バリアフリー化を進め、高齢者の
みならず、障がい者や妊婦、子ども
にとってもやさしいまちを目指します。

高齢者の生きがいづくりや健康づくり
につながる社会参加活動、就業機会
の創出を目指します。

多くの高齢者の日常的な移動手段
となる公共交通機関の確保とサービ
ス向上を目指します。

高齢者をはじめから意識したエイジフレンドリーシティ（高齢者にやさしい都市）を目指し、
高齢者はもちろん障がい者や子育て中の親、子どもなど、誰にでもやさしいまちづくりを進め
ます。

高齢者をはじめから意識したエイジフレンドリーシティ（高齢者にやさしい都市）を目指し、
高齢者はもちろん障がい者や子育て中の親、子どもなど、誰にでもやさしいまちづくりを進め
ます。

ねらい

-99-



エイジフレンドリーシティの理念を浸透させると
ともに、広く理解を深めてもらうため、職員に対
する研修や市民対象のフォーラム開催などを実
施します。

エイジフレンドリーシティ構想に基づき、モデル
地区などにおいて、公共施設のバリアフリー化
を進めるとともに、バリアフリーへの理解を促進
します。

ボランティア・地域活動への参加促進や豊富
な知識・経験をいかせる就業機会の確保につと
めます。

バス路線を維持できない郊外部において市が
事業主体となるマイタウン・バスを運行するとと
もに、本市の実状に応じた公共交通体系や高
齢社会におけるバス利用の利便性向上につい
て調査研究を行います。

・エイジフレンドリーシティ構想普及啓発事業
（介護・高齢福祉課 P74）

・エイジフレンドリーシティ構想普及啓発事業
（再掲 介護・高齢福祉課 P74）

・介護支援ボランティア事業
（介護・高齢福祉課 P74）

・要援護者台帳整備事業
（福祉総務課地域福祉推進室 P50）

・シルバー人材センターの拡充
（商工労働課 Ｐ14）

・バス総合交通改善事業
（交通政策室 P46）

平成23年度 成長戦略事業計画期間内の取組
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次世代の育成支援次世代の育成支援戦略６

重点プログラム

Ⅱ 若者の自立支援

Ⅰ 支えあいによる子育て支援
社会全体で子どもや子育て家庭

を応援し、子どもを生み育てやすい
社会の実現を目指します。

若者の安定雇用の実現とともに、
男女の交流機会の拡大により、少
子化の抑制を目指します。

ねらい

若者の経済的基盤が不安定な状況や、子育てしながら就業を継続することが困難な状況、
育児に関する不安感・負担感などを取り除き、結婚や出産を選択できるよう、子どもを生み育
てやすい社会の実現を目指します。

若者の経済的基盤が不安定な状況や、子育てしながら就業を継続することが困難な状況、
育児に関する不安感・負担感などを取り除き、結婚や出産を選択できるよう、子どもを生み育
てやすい社会の実現を目指します。
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子どもと安心して外出できる環境づくりや、子
どもを持つ親が安心して働ける環境づくり、子ど
もを健やかに育成できる安全な居場所づくりを
進めます。
また、ワーク・ライフ・バランスや家族・地域の絆
に関する啓発活動を通じて、子育て家庭を支え
る気運の醸成につとめます。

結婚を望む若者の出会いの場となる交流イベ
ントを開催します。

・子育て家庭応援事業
（子ども育成支援室 P69）

・ワーク・ライフ・バランス推進事業
(子育て育成支援室 P66）

・家族・地域の絆づくり推進事業
（企画調整課 P65）

・地域子育て支援ネットワーク事業
（子ども未来センター P69）

・児童福祉施設整備費補助金
（児童家庭課 Ｐ70）

・放課後児童健全育成事業
（生涯学習室 Ｐ86）

・放課後子ども教室推進事業
（生涯学習室 Ｐ86）

・児童館等整備事業
（生涯学習室 Ｐ86）

・若者が創る出会いの場応援事業
（子ども育成支援室 P65）

平成23年度 成長戦略事業計画期間内の取組
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第５ 財政推計

※ 「財政推計」のイメージです。内容（説明文・グラフ等）については、

翌年度予算確定後に作成し、掲載する予定です。）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○財政推計の考え方

【歳入】

・・・・・

【歳出】

・・・・・・・・・
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※ 財政推計のイメージです。

歳入【平成23年度～27年度】
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第６ 地域別整備方針

本市は、歴史・文化、豊かな自然などの多様な特性を備えた地域で構成

されており、中央・東部・西部・南部・北部・河辺・雄和の各地域の諸条

件を踏まえた整備方針を定める必要があります。

平成27年度までの５年間を計画期間とする本総合計画は、新市建設計画

「緑あふれる新県都プラン」との整合をはかっており、以下のとおり地域

別整備方針を定めます。

※人口は、平成17年国勢調査に基づく推計値。

１ 中央地域

人口 74,115人 面積 約18.1ｋ㎡

地区 大町 旭北 旭南 川元 川尻 山王 高陽 保戸野

泉（ JR 線西側） 千秋 中通 南通 楢山 茨島 八橋

中心市街地の整備により、にぎわいの創出をはかるととともに、土地

の高度利用の促進や公共交通の充実によるアクセス性の向上などによ

り、活力に満ちた都心軸の形成をはかります。

２ 東部地域

人口 64,734人 面積 約179.3ｋ㎡

地区 東通 手形 手形(字) 手形山 泉(JR 線東側) 旭川

新藤田 濁川 添川 山内 仁別 広面 柳田 横森

桜 桜ガ丘 桜台 大平台 下北手 太平

秋田駅東口を中心として都市機能の充実をはかる一方、豊かな自然環

境を保全し、生活道路などの整備などにより、居住性の高いまちづくり

をはかります。

３ 西部地域

人口 36,862人 面積 約82.4ｋ㎡

地区 新屋 新屋勝平 浜田 豊岩 下浜 向浜

西部工業団地など産業基盤の整備や企業誘致などにより地域の活性化

をはかります。また、良好な居住環境を形成し、都心部や隣接地域との

アクセス整備により、地域全体の生活機能の向上をはかります。
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４ 南部地域

人口 50,166人 面積 約41.7ｋ㎡

地区 牛島東 牛島西 牛島南 卸町 大住 仁井田 御野場

御所野 四ツ小屋 上北手 山手台

秋田新都市の機能強化を促進しながら、幹線道路や生活道路の整備、

河川改修などにより、居住環境を高めるとともに、都心部や隣接地域と

のアクセス整備により、地域全体の生活機能の向上をはかります。

５ 北部地域

人口 81,739人 面積 約138.6ｋ㎡

地区 寺内 外旭川 土崎港中央 土崎港東 土崎港西

土崎港南 土崎港北 前記以外の土崎港 将軍野東

将軍野南 前記以外の将軍野 港北 飯島 金足 下新城

上新城

地域の拠点地区である土崎地区の都市機能を高めながら、周辺地区の

生活基盤の整備を進めるともに、港湾機能を本市全体の活性化にいかす

べく、陸路・空路の交通結節点とのアクセス向上をはかります。

６ 河辺地域

人口 9,397人 面積 約301.1ｋ㎡

地区 岩見三内 和田 豊島

太平山県立自然公園などの恵まれた自然資源と交通の利便性をいか

し、都心部とのアクセス向上に加え、生活基盤の整備による良好な居住

環境を創出し、職住近接による地域活性化をはかります。

７ 雄和地域

人口 7,364人 面積 約144.5ｋ㎡

地区 川添 種平 戸米川 大正寺

秋田空港や国際教養大学などの地域資源を活用するともに、都市近郊

型農業の振興、都心部とのアクセスや生活基盤の整備につとめ、豊かな

自然や田園との共生を可能とする利便性の向上をはかります。


